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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










口絵・本文イラスト　高階聖人


口絵・本文デザイン　沼田里奈











　本日のメニュー







プロローグ


１　赤の月　十八日　夜に


２　赤の月　十九日　南へ


３　赤の月　十九日　剣を


４　赤の月　十九日　あなたに


エピローグ
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　プロローグ







「……そうか、僕は死んだのか」


「なぜそう思うのじゃ？」


「だって、こんなにキレイな人が目の前にいる」


　ぼやけた視界で、ベンヤミンは女性に触ふれようと手を伸のばした。


　にじんでいた涙なみだが乾かわくと焦しよう点てんが定まり、自分の手の向こうにいる女性の顔がくっきりと見えるようになった。


　美人だということは分かっていたが、まさか彼女だとは思わなかった。


　小麦色の肌はだをした、肉感的な女性。衣服の布地よりも、身につけている宝石類の方が多いのではないかと疑ってしまう。しかしそれは彼女の生まれた国のファッションだ。実際、似合っているのだから問題ない。


　彼女の名は、ミーヤー・ベト・トゥエータ。


　ベト神しん聖せい国こくの王女だ。


「そうか、君がいるということは──」


　死んだなんてウソだ。


　彼女の手が届く範はん囲いで、死人などいるわけがない。


「ま、もう少し遅おくれていたら妾わらわでも助けられなかったであろうな」


　悲観的な予想を口にするわりに、楽しそうな表情のミーヤー。


　ベンヤミンは身体からだを起こした。


　視界に違い和わ感がないのは、ホラキア軍の天幕の中にいるからだ。


　先ほどの自分の行動を思い出す。


　ツッキーニ軍に囚とらわれたジュジュを助けるために、少数の部下を率いて潜せん入にゆうしたのだ。アーニィやディアートといったジルサニア騎き士したちが大暴れしているところに介かい入にゆうし、そして王子ゼラとの激げき闘とうの果てに──


　魔ま導どう士しに殺された。


　そう、思っていた。


　ベンヤミンは自分の胸に触れた。魔導士によって穿うがたれた穴が、小さな傷きず跡あとすら残らず消えているではないか。


「そうだ、ジュジュは……？」


「ジュジュならば赤あか目め隊たいが救出に成功したぞ」


「そ、そうか……！　よかった……」


　安あん堵どの息を吐つくベンヤミン。


　最大の目標は達成された。


　後は──


　いや、目的はまだあったはずだ。


「そうだ、戦せん況きようはどうなっているんだい!?　そもそも僕はどれくらい倒たおれていたんだ？」


「ええい妾に訊きくなバカ者！」


　ミーヤーに扇せん子すで頭をはたかれた。


「そもそも我が軍とて、たったいま到とう着ちやくしたばかりなのじゃ！　これから集まって作戦会議をして、情報の交こう換かんをせねばならぬ！」


「我が軍……？」


　首を傾かしげるベンヤミン。


　一番大切なことを忘れていた。


「そういえば、どうして君がここにいるんだい、ミーヤー？」


「お主もジュジュに染まってバカになったクチか!?　脳の手術をしてやろうか！」


　彼女のいるべき国、ベト神聖国はホラキアから見て南西に位置する。地図上では近いが、国としての交流はあまりない。


　ミーヤーとは年が近いこともあり、大人である国王たちが集まって話し合っている横でよく遊んだ仲だ。いや正確にはジュジュとつるんで、いじめられた仲だ。


　そんな彼女がここにいる理由──


「あ……」


　ベンヤミンは天幕の外を見た。


　ホラキアの旗だけではない。ジルサニア、ベト、オウガン、ツッキーニ、あらゆる国の旗とテントが雑多に並んでいる。


　──ああ。


「みな、誰だれかを助けに来たのじゃ！　他に理由などないわ！」


　隣人は、こんなにも近い場所にいる。












　１　赤の月　十八日　夜に







　ベトが来たことにより、状況は一変した。


　いや、彼らの軍勢がホラキアの戦場まで辿たどり着つくころには、すでに変革は終わっていた。巨きよ大だいな竜りゆうの侵しん攻こうを食い止め、共通する巨大な敵に関しての認にん識しきが深まった。ホラキアに集結しているジルサニア、オウガン、ホラキア、そしてそれら三国と戦っていたツッキーニですら第八国エイスランドという集団の脅きよう威いを感じた。


　言ってしまえば、不毛な戦いであった。


　どの国も第八国エイスランドに踊おどらされ、交える必要のない刃やいばを交えてしまった。


　第八国エイスランドに言わせれば、情報操作も攻こう撃げきの一いつ環かんなのだろう。


　幸いにして誤解は解けたが、それでも四国が受けた傷は甚じん大だいだった。死んではいないまでも、傷つき、疲つかれた者たちはさらに大きな敵と戦わなければならない。他国に対する憎にくしみが消えていない者もいる。


　だからベトの来訪は、劣れつ勢せいだった彼らにとって恵めぐみの雨に等しかった。


　失った者は帰らない。だが傷を癒いやし、疲れを取ることはできる。


　ベト神しん聖せい国こくの治ち癒ゆ魔法によって、死ななくてもよい命が助かった。それだけでも各国に希望がもたらされた。


　そのベトの戦士たちにも情報を与あたえるという意味で、五カ国の陣じん営えいが集まった。五つの陣営がひとつの場所に集結し、テントを並べている。


　もはや彼らに戦争の意志はない。


　戦いの中の平和が生まれたのだ。


　──少なくとも、末まつ端たんの兵隊にはそう伝えられている。


　しかし現実は違ちがった。


　いまだに協力を拒こばむ勢力が存在しているのである。


「やっぱりすごいな、ベトの治癒魔法は」


　右みぎ腕うでの指を動かし、微笑ほほえむミロク。


「……フン」


　彼の足あし下もとには、繫つながれたゼラが座っていた。


　鎖くさりでがんじがらめにされた巨体は抵てい抗こうの意志を見せず、しかしギラギラと野望に燃えたぎった目はミロクから離はなれない。


　遮しや音おんに優すぐれた天幕の中には、ミロクとこの男だけしかいない。天幕そのものはジルサニアのものだが、外にはオウガンの屈くつ強きような男たちが待ち構えている。


「ボーイ。オレまで生かしたこと、後こう悔かいするなよ」


「それはヴィジャに言ってくれよ」


　ミロクにとって、この男は敵だ。


　ジュジュを幽ゆう閉へいし、戦う必要もないのにジルサニアとオウガンを攻せめ、そして仲間を大勢傷つけた。その損失は味方だけでなく、ツッキーニ軍にまで及およぶ。


　それなのに、この男からは悪意を感じない。


　オーリャと同じ匂においを感じる。


　職人特有の頑がん固こさだ。


「ゼラ。いま、どんな気持ちだ？」


　ミロクは床ゆかに座り、ゼラと目線を合わせる。


「とっとと解放されたいぜ」


「そのあとは、誰をどうしたい？」


「テメェと再戦だ」


「どうしてだ？　もう戦う理由はないだろう？」


「ある。オレはそういう契けい約やくをしたからな」


　ゼラはこういう男だ。


　契約に異常にこだわりを見せる。書面での契約に限らず、口約束でも守ろうとする。それは彼にとって仁義であり、通すべき筋なのだろう。


「だったら、余計に間違ってるぜ」


　天幕の中に入ってきたのは、ジュジュ。


　どこから持ってきたのか、汚よごれた服を脱ぬいで赤あか目め隊たいの制服に着き替がえている。ここは戦場だから、少しでも生き残りやすい格好になるのは当然だ。騎士団の制服には強固な防ぼう御ぎよ魔法がかけられているのだ。


「契約を反ほ故ごにしたのは第八国エイスランドの方じゃねーか」


「むっ……」


　ゼラの眉まゆがさらに険しく歪ゆがむ。


「片方が破ったのに、それでもオメーは守ろうとすんのか。そりゃ間違いだろ。本来なら、怒ど鳴なり込んでいくところじゃねーか」


「……確かに、そうかもしれねぇ」


　素す直なおに認めるかと思ったゼラだが、


「だが、テメーらに協力するのはノーサンキューだ。オレたちはオレたちでやらせてもらう。手出しは無用だぜ」


「フン」


　ジュジュは鼻で笑うと、一枚の紙を取り出す。


「なんだ、そりゃ？」


　首を傾げるゼラ。彼と同じポーズを取るミロク。


　紙は白紙だった。


「新しく契約するんだよ。五カ国が集まって、みんなで第八国エイスランドを潰つぶそうって」


「だからよプリンセス、オレらはオレらで……」


「いいから聞けっての！」


　ばん、とゼラの顔に紙を叩たたき付けるジュジュ。


　この時点で彼女のペースに乗せられていることに、ゼラは気づいていない。ミロクは経験で分かる。もう彼に勝ち目はない。


「ツッキーニは第八国エイスランドの魔法技術が欲ほしいんだろ？　だったらくれてやるよ」


「……んだと？」


「他の国も、どうせ新しい魔法なんて欲しがらねーって。だから第八国エイスランドを倒した暁あかつきには、ツッキーニが新魔法を独どく占せんするように契約を結んでやる」


　魔法を使うには血が必要になる。


　しかしツッキーニの新技術は、魔法を合成することでその概がい念ねんをも覆くつがえすことができた。ミロクには原理は分からないが、現状、新しい力を解明できるのはツッキーニだけだということは理解できる。


「……本気かプリンセス？　技術が手に入るとわかれば、他国も欲しがるだろうに」


「本気だぜ。私たちは、それでもツッキーニの力が欲しいんだ。明日の技術よりも、今夜の命だろ」


　ジュジュの言う「私たち」とは、ミロクだけでなくルテア大陸にいるすべての人間が含ふくまれている。


　いまは、そういう戦いをしている。


　ゼラは睨にらむようにジュジュを見る。


　そしてかぶりを振ふると、


「つーかよ。アンタ、仮面を取るとそんな口調になるのか」


「ジルサニア人には黙だまっててくれよ」


　いたずらっぽく笑うジュジュ。


「黙っててやる代わりに──」


　ゼラは自らを拘こう束そくする鎖を見た。


「コイツを外してくれ。このままじゃ、あのファッキン魔ま導どう士しをブン殴なぐれねーからな」








　ゼラが提供してくれたものは、ツッキーニの力だけではなかった。その技術が生み出した居住空間も借りることになった。


　鋼鉄の壁かべを持つ組み立て式司令部の中には、五カ国の首脳だけではなく、彼らを補ほ佐さする参さん謀ぼうも列席している。もはや身分の上下に関係なく、有用な人間をすべて集めた会議が開かれようとしている。


　卓たく上じようには、簡素な食事。大きなサイコロのような固形食は、竜の血を固めたもの。それを少量のパンと水で流し込む。オウガンに伝わる兵ひよう糧ろうだ。


　末端の兵隊には、大量のパンとスープと果実の蜂はち蜜みつ漬づけが振る舞まわれている。精力で言うなら竜の血が勝まさるが、満足感には欠ける。いつ死ぬかもわからない者たちには、せめてたらふく食べさせてやりたいのだ。


「こちらを見てください」


　ジルサニア第一王子、アーセージが音おん頭どを取り、壁の地図を指す。


　ホラキア南東部、ドラグバルト。


　竜の聖地と呼ばれるこの場所に、第八国エイスランドの軍勢が待ち構えている。


「ここに大軍が潜ひそんでいる可能性は非常に高い。現状、第八国エイスランドはオウガンとツッキーニの武力に頼り、自分たちの軍を出していない。力を温存しているのです」


「それなんだが、アーセージ殿どの」


　手を挙げたのは、ホラキアの司令官グリュッケ。しきりに手て拭ぬぐいで汗あせを拭っている。彼だけではない。まだ暑い季節で、多くの人間が集まる部屋だ。湯ゆ浴あみをしたり身体からだを拭ふいたりする時間も惜おしい彼らは、汗と血の臭しゆう気きを我が慢まんしているのだ。


「そもそも彼らの軍勢とは、どのようなものなのかね？　土地を持たない第八国エイスランドに軍など持てるはずがない。だからこそ他国の軍隊を使ったのであろう？」


「おそらくは、傭よう兵へいでしょう」


　アーセージはそう結論づける。


　短期間で戦力になる軍団を作るには、金で集める他ない。そして第八国エイスランドの魔法技術なら、金などいくらでも増やせる。誰だれかから奪うばうもよし、最悪、自分たちの手で鋳ちゆう造ぞうするかもしれない。


「しかし軍団はこの際、それほど脅きよう威いではないです。むしろ魔導士ひとりひとりの強さが未知数ですからね」


「たぶん……軍が少数なら、ゲリラ戦を仕し掛かけると思います」


　手を挙げて発言したのは、ミロク。


　いま、彼はオウガンの最高司令官としてここにいる。アーセージと同じ立場で発言を許される身なのだ。もっとも、アーセージであれば有用な意見は誰からも聞き逃のがすことはないだろう。


「確かに、隠かくれながらチマチマと攻められたら時間がかかるな」


　腕うでを組んで頷うなずくグリュッケ。


　アーセージが示す地図には、大きな山の絵が描えがかれてある。この山を中心に広がる森を総そう称しようして竜りゆうの聖地と呼ぶ。


　森を抜ぬけても、山。


　隠れる場所には事欠かない。


「ならば、我らの出番じゃな」


　腕を組み、胸を強調しながら不敵に笑うのはミーヤー王女。彼女も暑さを隠せないようで、その小麦色の肌はだに玉の雫しずくが浮いている。


　全員の視線が集まると、芝しば居いがかったポーズで手を光らせる。淡あわい緑色の光は、治ち癒ゆ魔法のそれだ。


「我がベトの魔法は、命を操あやつる。それは身体の悪い箇か所しよを治すだけでなく、それらを探す術にも長たけているということじゃ」


「つまり、敵の居場所がわかると？」


「いかにも」


　ミーヤーは鷹おう揚ように頷く。


「すでに探させておる。ベトの魔導士たちが総出で魔法を用い、竜の聖地に潜む軍勢を見ておるのじゃ」


「姫ひめ。お伺うかがいしたいのだが、その魔法の精度はいかほどで？」


　アーセージが尋たずねると、


「場所だけでなく、人数や健康状態もわかるぞ」


　おお、と歓かん声せいが上がる。


　褒ほめられたミーヤーが上じよう機き嫌げんで腰こしに手を当てると、ほどなくして彼女の言葉を証明するかのように魔導士が入ってきた。


「ほ、報告します！」


　焦あせっている魔導士は、多くの王族や将官がいる中、まっすぐにミーヤーのもとへ走ってきた。顔を覆おおうフードも脱がずに、転びそうな勢いだ。


「なにをそんなに慌あわてておる？」


「そ、それが……敵の本ほん拠きよ地ちを調べましたところ、誰が何度試ためしても、同じ結果になるのです……」


「だとすれば、それは正しい結果なのじゃろう？」


「し、しかし」


「ええい、もうよい！　その結果を言え！」


　ミーヤーが厳しく命令すると、魔導士は身を強こわばらせながら、室内を見た。


　各国のトップの視線が集まると、さらに魔導士は怯おびえるが、任務を全まつとうするために若い声を張り上げた。


「……く人、です」


「ん？」


　一番近くにいたミロクですら、耳を寄せてしまうほど。


「なぁ、もっとはっきり──」


「ですから！」


　自や棄けになった魔導士は、今度こそはっきりと答えた。





「六人です！　敵の軍勢は、わずか六人です！」





　　　　＊




　最初は同門の魔導士の集団だった。


　ひとりの高名な魔導士の知ち恵えを頼たより、世界各国から集まった魔導士たち。中にはルテア大陸の外から来た者もいた。


　彼らは魔法を欲ほつした。


　膨ぼう大だいな知識を持つ師から教えられる魔法を、余すところなく使いたかった。


　しかし魔法を使うためには、その土地の血が必要になる。そうでない者はわずかしかない資質を頼りに、血のにじむような努力をしなければならない。


　その努力を苦と思わなかった者だけが残った。


　師が死んだ後も、独自で知識の探求に努めた。


　欲し、得た。


　行使し、求めた。


　まるで真綿が水を吸うかの如ごとく、彼らは魔法を追求し、手に入れてきた。


　その先に待っていたものは、単純な真理。


　──優すぐれた魔法を求めるために、この大陸を自在に操あやつりたい。


　邪じや魔まなのだ。


　国という概念が。


　国民という無能者が。


　まるで本を食い荒あらす虫のように、探求の障害でしかない。


　──ならば探求しやすいようにすればよい。


　この大陸を支配し、より便利な学まなび舎やにするのだ。


　そうして、永遠に学ぶシステムを作ろう。


　大陸に住む者たちが反旗を翻ひるがえしたのであれば、それは戦術の実験材料になる。


　逆に従順な者には充じゆう分ぶんな飴あめを与あたえればよい。そのために作物や家か畜ちくも改良する。


　そうしてルテア大陸は、我々が学ぶために生き続けるのだ。








　──モズは目を開いた。


　ツバメの死を悟さとったからだ。


「油断したなぁ、ツバメ」


　泉に光る映像を見てクスクス笑うフクロウ。


「でも、思ったより強いね、平民たち」


「予想を大おお幅はばに上回っているのは事実だ。このままではシステムの展開が完かん了りようする前に攻せめ込まれる計算になるぞ」


　手に持った魔導球を弄もてあそぶカワセミ。


「そう……だな。早急に手を打たねばなるまいよ」


　地面に置いた盤ばん上じようの駒こまを動かしているオウム。


「…………」


　無言で空を見ているカラス。


「ヒヒヒヒッ……ヒヒヒヒ」


　ただ笑っているように見えて、その両手は見えない空間を操作しているハゲワシ。彼が操作することによって、周囲の空間が歪ゆがんで見える。


　六人全員が、ローブに仮面で姿を隠している。


　他者からは見分けがつかないだろう。仮面の魔力によって声すら変わっているのだから。


「ハゲワシ」


　静かにモズが命令する。


　彼女が長というわけではないが、作戦をまとめる役割は必要だ。言うならばモズは議長のようなもの。強制する立場ではない故、指揮系統がまとまらない弱点が生じるが、彼らの頭脳はそれを必要としていない。


「用意ができたら、やれ」


「ヒヒッ」


　ハゲワシの手が大きく動いた。


　歪んだ空間からなにかを引っ張り出すような動作。それによって大地が動いた。小さな地じ震しんが断続的に生じ、その結果はここからでは見えない。しかし魔導士たちはいまの魔法が成功したことを確信していた。


「次だ、カワセミ」


「うむ」


　カワセミの手の魔導球が光る。


　それだけで事は済む。もともと撒まいておいた仕掛けを発動させただけなのだから。


　ハゲワシが行ったのは、竜の聖地の植物を活性化させる魔法。


　それによって樹木が急生長し、変異する。肥大化した樹木は、それだけで強固な城じよう壁へきとなり、侵しん入にゆう者を阻はばむ。


　さらにあらかじめ植え込んでおいた「種」によって、まったく別の種子を生み出す。


　その種子とは──


「最さい期ごに良いものを残してくれたな、ハチドリは」


　カワセミがくぐもった笑い声を出す。


　実験は、成功していたのだ。





　　　　＊




　そこには間ま違ちがいなく驕おごりがあった。


　ジルサニア、オウガン、ツッキーニ、ホラキア、ベトの五カ国が結集したことで、十万人を超こえる軍隊が一いつ箇か所に集まったのだ。当然だが、ルテア大陸にある国が七カ国である以上、どの国を攻めても負けることなど考えられない。


　だから敵は怯えている。


　隠かくれることしかできない。


　防戦一方になる──


　そう考えており、実際、隊列を整えるための鐘かね二つ（約二時間）ほどの間、敵に動きはほとんど見られなかった。


　動きが現れたのは、深夜のこと。


　英気を養うために全軍の半数が仮か眠みんを取っている最中の出来事だった。


「ミ、ミロク様！　やべぇっ！」


　天幕の中に飛び込んできたのは、巨きよ体たいのマガタ。その勢いで天幕のランプが揺ゆれ、ゴツイ顔が明めい滅めつして見える。


　そのときミロクはヴィジャと一いつ緒しよに地図を眺ながめていた。出来の悪い新将軍ゆえ、兵へい法ほうを教わっていたのだ。付け焼き刃ばでも身につけておきたいと頼たのみ込んだミロクだが、ヴィジャは懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてくれた。


「どうした？」


「て、敵が！」


「なにっ!?」


　剣けんを取り、立ち上がるヴィジャ。


　が、ミロクは腰こしを浮うかせた状態でマガタを見ている。


「どうしたんだマガタ。なんでそんなに怯えてるんだ？」


　いつもの彼ならば「ヒャッハー！　敵が来やがった！」と喜び勇んでくるのに。まるでオバケでも見たかのように青ざめた表情をしているのだ。


「そ、それがよぅ……」


「ハッキリ言えマガタ。報告はキチンとしろよ」


「お、おう。すまねぇ。ここから東と西、あと北と南からも来てるんだけどよ」


「全方位じゃないか！」


　それだけの軍勢を隠していたのか、第八国エイスランドは。


「問題はそこじゃねーんだ！　敵が、いや、ありゃ敵って言うのか……とにかく、死んだはずの奴らが大軍でこっちに向かってるんだよ！」


　マガタは信じられないと言いたげにかぶりを振ふる。


　が、ミロクとヴィジャは互たがいに目を見合わせた。


「ゾンビか」


「ああ」


　それはベト神聖国で起きた事件。第八国エイスランドの魔導士が作り出した、死者の軍団。あわやベトが崩ほう壊かいするかもしれなかった一大事だ。


　ゾンビというのは動く死者の総そう称しようであり、魔導士が作り出した植物によって無理矢理肉体を動かされている者だ。


　志こころざし半なかばで散っていった命を使い、手て駒ごまにする。


　名も無き神のもとに召めされるべき人を冒ぼう瀆とくする、許されざる魔法だ。


「ミロク！　俺は戦士たちを連れて先に行く！」


「わかった！　ツッキーニがきっといい道具を持ってるだろうから、貸してもらってくれ！　そのへんの指示は任せる！」


「そっちはゴーレムだな！　よりゾンビの多い地域をあとで知らせる！」


　息の合った打ち合わせをして、天幕を飛び出す。


「ミロク様！　大だい丈じよう夫ぶなんですかい!?」


　それを追って走るマガタに、


「一度経験してる！　ゾンビは燃やすか潰つぶすかしろ！　気の毒だが、人間だと思うな！」


「……お、おうよ！」


「俺はこれからジルサニアのゴーレムを借りにいく！　マガタ、悪いが戦せん闘とうの準備をさせてくれ！　隊列は任せる！」


　オウガン風の羽織を翻し、ミロクはジルサニア陣じん営えいに向かって走る。


　が、それよりも早く向こうから連れん絡らくが来た。


「おーい、ミロク！」


　高いところから降り注ぐ声。


　見上げると、すでにゴーレムの部隊が西に向かって歩き出していた。手を振っているのは赤目隊のゴーレム、クロトポリカだ。


「トーラット！」


　クロトポリカの肩かたに立っているトーラットに手を振る。すると彼は西を指さして、


「すみません、オウガンの力を貸してください！　ゴーレムだけじゃ抑おさえきれない！」


「……？」








　現地に到とう着ちやくして、トーラットの言葉の意味が分かった。


　そして自分たちの認にん識しきの甘さを嚙かみ締しめることになった。


「うおおおおおおおおおおおっ！」


　考えるより早く、ミロクは剣を抜ぬき放つ。そして迫せまり来るゾンビの群れに飛び込んでいった。物言わぬ死体の軍団は、西からまっすぐに歩いてくる。


蹴け倒たおされた多くの篝かがり火びが彼らの足あし下もとを照らす。薄うす暗ぐらく光る不気味な顔は、すでに人間とは思えない醜しゆう悪あくな姿だった。


　蒸むし暑い夜の熱気が全軍を包み込んでいる。が、対するゾンビ軍団からは一いつ切さいの熱が感じられない。涼りようを取りたいのは皆みな同じだが、こういう方法は御ご免めん被こうむりたかった。


「だぁぁぁぁぁああああっ！」


　その先頭集団をミロク自ら蹴け散ちらし、血の通わない植物のような肉にく片へんを飛ばす。


　その数、およそ五千。


　ベト王宮の事件に比べて少ないのは、その死体たちが今日作られたものだからだ。


　戦う必要のない戦いによって死んだ、オウガンやツッキーニの英えい霊れいたち。


「怯ひるむな！　ここで食い止める！」


　ミロクの背後で野太い声が連なった。


　オウガンの軽歩兵たちが指示されたとおり、丸太でゾンビたちを押しつぶす。刃は物ものによる傷はゾンビに有効ではないのだ。


　ミロクの号令ひとつで、百体以上のゾンビが行動力を失った。


　が、押し潰すのはジルサニアのゴーレムの役割にするはずだった。


　それができない理由があったのだ。


「止めろ！　止めるんだ！」


　ジルサニアのゴーレム部隊は苦戦している。その豪ごう腕わんを振り上げても敵の勢いを止められず、何体ものゴーレムがひっくり返ってしまう。


　彼らの相手はゾンビではなかった。


　鎧よろいを身に纏まとった、巨きよ大だいな竜りゆうだ。


　四本の足で立ち、尻しつ尾ぽを揺らし、銀色に輝かがやく翼つばさを持つ。しかし目を凝こらして見れば、その身体からだが生物のように呼吸をしていないことが分かる。


　竜の形をしたゴーレムなのだ。


　鋼鉄の爪つめ、鋼鉄の牙きばを兼かね備そなえ、そして獣けもののような瞬しゆん発ぱつ力りよくを持った土つち塊くれ。


　闇やみに輝く赤い瞳ひとみが、こちらを見ている。


　元来、ジルサニアの武装ゴーレム兵団には、自分より多い相手と戦うためのマニュアルが少なかった。というのも、これほど大きな竜の集団と戦う機会などなかったため、対処法を知らないのだ。


「トーラット！」


　一ひと際きわ目立つゴーレムに呼びかける。


　ちょうどクロトポリカが前線に出て、竜のゴーレムの背中にチョップを喰くらわせているところだった。その余波で周囲のゾンビたちの身体が砕くだけ散ちっている。


「ミロク！　ちょっといま忙いそがしいんですよ！」


「背中か腹を狙ねらえるなら、そこを狙ってみろ！　普ふ通つうの竜ならば、手が届かないそこが弱点なんだ！」


「ありがとうございます！」


　先ほどチョップで叩たたき潰した竜のゴーレムに向けて、クロトポリカがもう一度拳こぶしを振り下ろす。ハンマーのような突つきが、竜ゴーレムの背中をへし折った。


　トーラットが敵を倒したのを見て、ミロクは周囲を確認する。


　──いま、俺の軍はどうしている？


　丸太でゾンビを押すオウガン軍。


　陣じん形けいはどうなっているのか。損害はどれくらいなのか。


　そういうことを考えないと、将は勤つとまらない。


　けど、そんな余よ裕ゆうはない。


「サンガイ！　サンガイはどこだ!?」


「こちらです！」


　背後から声がした。


「よかった、サンガイ！　現状を報告してくれ！」


「申し訳ありません、できません！」


「えっ!?」


　悲痛な声に振り向く。


　予定では歩兵が先行し、そのあとで竜りゆう騎き兵へいの軍団がゾンビを蹴散らす算段だった。しかしサンガイをはじめとする竜騎兵の軍団は、いつまで経たってもノロノロと低空飛行を続けるばかり。


「竜が怯おびえているのです！　命の鼓こ動どうを感じられないからでしょう！」


「くっ……！」


　竜とて生き物だ。戦うように命令を下しても、未知の存在に対しては恐きよう怖ふし、警けい戒かいする。それが自然の摂せつ理りだ。


「なら、どうすれば……？」


　怒ど号ごうと喧けん噪そうの中、ミロクは考える。


　竜騎兵がダメならば、歩兵のみで戦うしかない。しかし竜騎兵を遊ばせておく余裕などないはずだ。再配置するなら、どこが適任なのか──


　逡しゆん巡じゆんするミロク。


　迷っている余裕はないのに。


　こうして悩なやんでいる間にも、命令を待っている者がいるのに。





「代われ、オウガン軍！」





　頼たよりがいのある声に、顔を上げる。


　川の氾はん濫らんのような音が迫ってきた。深夜なので遠目に判断できなかったが、それが近づくにつれて音で理解できた。


　背後からまっすぐに走ってくるのは、重装備の騎き馬ばの群れ。


「下がれ！　オウガン軍、道を空けるんだ！」


　ミロクが怒ど鳴なると、すぐにそれが周囲の仲間にも伝わった。オウガン軍は外側に膨ふくらむように進み、ゾンビの集団の両りよう脇わきに逃のがれる。


　そしてガラ空きになった中央に向かって飛び込んだのは──


「ジルサニア王国、騎馬師団が相手になるっ！」


　攻こう撃げきと呼べる代しろ物ものではなかった。


　まさに川があふれ出す勢いで、見える範はん囲いのすべて、左から右までズラッと並んだ騎馬の群れがゾンビに向かって突とつ進しんしていくのだ。


　馬の目には視界を狭せばめるための特とく殊しゆな眼帯がつけられており、まっすぐにしか走れないようになっている。整然と並んだ騎馬が同じ速度で突き進む姿は、圧巻だった。


　ゾンビは悲鳴をあげない。


　しかしゾンビを構成している特殊な植物を馬が蹴散らしていく音は、枯かれ木でできた砦とりでを破は壊かいしていくような侘わびしさを感じさせた。


「ミロク！」


　呼ばれて振ふり返ると、アーセージがいた。


「ここは私に任せろ！　あの竜のゴーレムも、ジルサニアが責任をもって食い止める！」


「はいっ！」


「ツッキーニが火か炎えん放射器とかいう道具を準備している！　それらが行き届くまで、お前たちは他の敵が来ないか警戒するんだ！　オウガンの強みは、あらゆる敵に対応できる万能性だと思っている！」


「……ゾンビだけは苦手らしいですけどね」


　とはいえ、ゾンビを相手にしなくて良いのはアドバンテージだ。


　ミロクはすぐに攻撃目標を変える。


「竜騎兵！　付近の偵てい察さつに努つとめろ！」


「はっ！」


　命令を聞いたサンガイが竜を伴ともなって飛んでゆく。


「歩兵は一度後退する！」


「はっ！」


　ジルサニア騎馬師団にその場を任せると、ミロクは兵を引き揚げさせる。およそ一万のオウガン軍が一いつ斉せいに動き出した。


「…………」


　自分の命令ひとつで、これだけの人間が動く。


　間ま違ちがえれば、それだけの人間が死ぬ。


　ゴウトはこれだけの責任を負っていたのだ。


　万はおろか、数人でも耐たえられない。ビスマルクは飄ひよう々ひようとしている隊長だったが、それでも赤目隊の全員の命を預かっていたのだ。


　昨日まで、ひとりの剣けん士しだったのに。


「くそっ……」


　やり場のない焦あせりがミロクの判断を鈍にぶらせる。


　これだけの人数を、どう御ぎよすれば良いのか。


「ミロク。大だい丈じよう夫ぶか」


　その声は天の助けに思えた。


　部下の手前、弱気な発言はできない。しかし彼女ならばミロクの弱い部分も知っている。それどころか適切な助言を持っていそうなのだ。


　頼れる妹、シェンラン。


　ミロクは振り返って、自分の正直な気持ちを伝えた。


「……ちょっと、自信なくなってきた。これだけの人間を動かせるのか、って」


「別に全員動かす必要なんてないだろう」


　打てば響ひびく鐘かねのように、あっさりと返答がきた。


「……え？」


「軍とは隊によって成り立っている。信しん頼らいできる将軍に任せればよいのだ。ミロクは征ゆくか戻もどるか、それだけ決めればいい」


「そうだぜミロク様！」


　マガタとレンボクシが、同時に背中を叩く。ミロクの顔より大きな手ふたつに叩かれると非常に痛い。


「ミロク様がバカってこたぁ全員わかってんだよ！」


「…………」


　言い返したいが、適切な言葉がない。


「オウガンの将軍は、それを承知でミロクを大将に据すえたのだ。自分のやりたいようにやればいいんだ」


「そうだそうだ。ミロク様、好きなことやっていいんですぜ！」


　シェンランもマガタたちも気楽に言ってくれる。


「好きなことか……」


　自分の得意なことはなんだろう、と考え、すぐに結論が出た。


「俺は最前線に出て、戦うことしかできないよ」


　それは将ではなく、歩兵の役割だ。


　兄ゴウトも言っていた。お前はひとりの剣士としては最強だと。


「だったら、それをすればいい」


　シェンランは静かに頷うなずく。
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「ミロクが戦えば、我々は後からついていく。どこまでも共に戦おう。それがミロクの将としての戦い方だ」


「……いいのか、それで？」


　ただの突とつ撃げきではないか。


　無む謀ぼうに立ち向かえば、ミロクだけでなく多くの人間が死ぬというのに。


「剣けん術じゆつと同じだ。機を見て仕し掛かける。それが戦いくさというもの」


　シェンランの言葉はわかりやすかった。


　敵の弱点を見み極きわめ、裏をかき、最短の道で、最小の力で倒たおす。


　それは剣術でも軍略でも同じなのか。


「なるほど。わかったような気がする」


「うん」


「そのタイミングがくるまでは、誰だれかに任せてもいいんだよな？」


「そうだな」


　その言葉で自信がついた。


　ならばミロクは自分の思うままに動くことにする。


「じゃあシェンラン、マガタ、レンボクシ。俺を助けてくれ。オウガン軍とジルサニア軍が戦場を入れ換かえたら、俺が合図するまで待機だ」


「待機の後は？」


「突撃だ。竜りゆうの聖地に向かって」


　なんと単純な作戦。


　だがミロクにしかできない、ミロクならではの作戦だ。


「目標は、第八国エイスランドの滅めつ亡ぼうだ！」





　　　　＊




　目標は定まった。


　だが、どうしても足りないものがある。


　それを手に入れるためにミロクはひとりで走る。気がつけば囲まれていた連合軍のキャンプ地、そこでずっと前から待機していた部隊。


「ジュジュ！」


　天幕の中でお茶を飲んでいる、いつものジュジュ。


　ジルサニア騎き士し団の制服を着た、戦せん闘とう態勢の彼女。


　対して自分はオウガンの鎧よろいを身に纏まとい、赤い羽織に袖そでを通している。それだけなのに、とても距きよ離りが遠くなった気がした。


　が、最初の一いつ瞬しゆんだけだ。


「おう、ちょうどいまトーラットがお茶淹いれてくれたんだ。飲むだろ？　あとまともにメシ食ってないだろ。城下町のパンあるぜ？」


「ああ、ありがとうジュジュ」


　こちらは暑くて汗あせだくなのに、ジュジュは涼すずやかで美しいままだ。汗ひとつかかないのはプリンセスとして必要なスキルだと言っていた。香こう水すいは控ひかえめなのに、それでもいい匂においがする。


「さぁさぁミロクはこちらに。いつものカップもありますよ」


　カップにお茶を注ぐトーラット。


「って、さっきまでクロトポリカと一いつ緒しよに戦ってただろ！　なんで戻ってきてるんだよトーラット！　いいのかよ！」


「いいんですよ、こっちの方が僕の本業ですから」


「本業？」


「赤目隊として戦うことです」
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　メガネを直し、不敵に笑うトーラット。


「君もそうなんでしょう、ミロク」


「……かなわないなぁ、トーラットには」


　苦く笑しようしてカップを受け取った。


　トーラットのお茶はいつも温かくて、香かおりだけで疲つかれが癒いやされる。モヤモヤしていた気分も吹ふき飛んで、シンプルな考えができるようになる。


「で、どうしたんだよミロク」


　ビスマルクが肩かたに乗る。


　彼の居場所はいつもここか頭の上だ。


　それも変わらない──赤目隊の絆きずな。


　オウガンの将軍になっても、消えることはない。


「隊長。俺、さっきシェンランたちに説得されたんですよ。俺が将軍として振る舞まうには、突撃のタイミングだけ計ればいいって」


「すげぇ的確なアドバイスだな、それ」


「それで、タイミングを計って突撃することにしました。竜の聖地に」


「おう」





「そのタイミングを教えてください。隊長の指示が一番信用できます」





　ミロクの頼たのみを聞いて、ビスマルクはくぐもった笑い声を出す。


「お前なぁ、将軍が他国の小隊長に頼む用事じゃねーぞ？」


「身分なんて関係ないでしょ。勝つためですよ」


「フン。言うようになったな」


　ビスマルクは苦笑しつつも、ミロクの肩から降りようとしない。これは承しよう諾だくのサインと受け取って良いだろう。


「で、私たちはどうするんだ？」


　優ゆう雅がに茶を楽しむジュジュ。


　彼女が余よ裕ゆうを見せているうちは、まだ安全だ。外では戦いが繰くり広げられているが、敵もこれが本気ではないはず。


「もちろん、一緒だ」


　ミロクはジュジュを見る。


　ティーカップから顔を上げ、ジュジュもミロクを見た。


「一緒に、戦おう」


「たりめーだ」


　ミロクは天幕の中を見回す。


　肩にいるビスマルク、茶を淹れているトーラット、食事をして英気を養うアーニィ、弓の手入れをしているフェリサ、寝ね転ころんで休んでいるディアート。


　クビにはなったが、仲間だ。


「つーかミロク、お前、自分の国の軍隊はいいのかよ」


　ディアートに茶化されるが、


「大丈夫。俺が命令を出せばみんな来てくれる」


「俺はお前の命令じゃ動かねーぞ」


「ジュジュの命令なら動くんだろ？」


　彼女との連れん携けいが完かん璧ぺきにとれている以上、同じことだ。


　ミロクが望めば、赤目隊は動く。


　同時にジュジュが望めば、オウガン軍が動くのだ。


「それじゃ、突撃前に準備をするか」


　ジュジュは立ち上がり、肩を鳴らす。


「オウガン軍が戻もどってきてるんだろ？　ちょっと激げき励れいしにいってくる」


　それが姫ひめの仕事だと言わんばかりに、堂々と歩き出す。


　天幕を出る前に、卓たく上じように置いていた宝石を取った。これは拡声用の宝石で、音を増ぞう幅ふくする魔ま法ほうが付加されているのだ。


　ジュジュはそれに口を近づけ、「あ、あー」とテストをする。


「？」


　違い和わ感を覚えたジュジュが、覗のぞき込むように宝石を見た。


「あれ？」


「どうしたジュジュ？」


　全員の視線が集まる。





　このとき、敵の第二の攻こう撃げきが始まっていたのだ。





　　　　＊




　竜の聖地に入るためには、試練を超こえる必要があった。


　侵しん入にゆう者を阻はばむ、自然の城じよう塞さいである。


「なんだこれは!?　こんなもの、なかったぞ！」


　竜の聖地への先せん陣じんは、地理に詳くわしいホラキア軍が務めた。北側からまっすぐ南下し、道なりに進入する予定だった。竜の聖地は危険だから一いつ般ぱん人が入ることは禁止されているが、軍の観測用に途と中ちゆうまでは道が敷しかれている。


　その道すら消えていた。


　樹木が手を繫つなぐように伸のび、肥大化していた。木だけではなく、草も太い茎くきが竹のように並んでおり、天然の柵さくになっている。


「どうしますか、隊長？」


　ホラキア兵士が先頭の隊長に問いかける。


「決まっているだろう！　後続の部隊のためにも、切り開くぞ！」


「はっ！」


　もとよりそのつもりだった。大軍が進入するには狭せまい道だったので、それを広げるための先せん遣けん隊たいだった。ホラキア軍は巨きよ大だいな斧おのを取り出し、整列する。


「ではここより四十人分の広さを伐ばつ採さいする！　総員、開始！」


「おうっ！」


　号令と共に、ホラキア兵の筋肉が膨ふくれあがる。


　彼らが持つ強化魔法の力で、全身の力が何倍にも増加する。黒い鎧がインナースーツに押されて膨らんでいるように見える。単純だが強力な魔法だ。


「うおおおおおおおっ！」


　なんらかの力で巨大化させられているものの、植物それ自体が反はん撃げきしてくることはなかった。


　ただ大きく、太い。それだけで連合軍にとっては脅きよう威いとなる。


　城じよう壁へきを攻せめるのであれば、ハシゴをかけて内部に進入したり、兵ひよう糧ろう攻ぜめにしたりと手段はたくさんある。


　しかし竜の聖地のどこにいるかわからない魔ま導どう士しを捜し、そこへ辿たどりつくためにはこの巨大な植物を切って道を造らなければならない。まさか森全体がこのようになっているとは思いたくないが、目標がないのは不安を煽あおる。


「そーれ！」


「おっしゃあ！」


　野太いかけ声で不安をかき消すホラキア軍。徹てつ夜やしたことを感じさせない元気だ。


　斧は確実に木を切り倒たおし、草を刈かる。ゴーレムの胴どう体たいほどの太さの樹木だろうが、強化魔法をかけたホラキア兵士がふたりもいれば、あっという間に倒れる。


「よし、いいぞ！」


　土木作業は軍隊の領分だ。敵に近づくために道を拓ひらくのは、どこの軍でもやっていることだ。ホラキアでなくとも、その国に合ったやり方がある。


「ふむ」


　道のど真ん中を占せん領りようしていた樹木を切り倒すと、ホラキア軍の隊長は闇やみが薄うすらいでいく空を見上げた。曇どん天てんを押しのけるようにして、月が輝かがやいている。


「この分だと、鐘かね一つ（約一時間）あれば、目的地までたどり着けるな」


　ベトの報告によると、竜りゆうの聖地の森と火山を分ける場所、麓ふもとの小さな泉に敵がいるそうだ。すでに逃にげているだろうが、探たん索さくする必要はある。


　頭の中で予定を組み立てる隊長。


　しかし彼は忘れている。


　これは実戦で、敵は第八国エイスランド。


　予定など、なんの意味も持たない。





　第二の攻撃が、始まる。





　空気が変わった。


　隊長だけでなく、作業をしていた全員が悟さとった。


「ん？」


　違和感は強きよう烈れつだった。匂におうわけでも苦しいわけでもない、視覚的にも聴ちよう覚かく的にも変化はまったくない。それなのに、なにかが変わっていると誰だれもが気づく。


「あ……？」


　隊長の手から斧が落ちた。


　拾おうとする。


「ん？」


　拾えない。


　斧が、重い。


「なんだ……？」


　両手で持ち上げようとする。


　今度は手が上がらない。


「……どう、したんだ、これは」


　鎧よろいが重くて動けない。


　そこでようやく事態を理解する。


「魔法が、切れている？」


　隊長はもう一度、自分の身体からだに強化魔法をかける。


　しかし鎧は重いままだ。


　もう一度、試ためす。


　結果は同じ。筋肉が膨らむどころか、しぼんだままだ。





「魔法が使えない……？」





　周囲を見る。


　すべてのホラキア兵が動けなくなっていた。


　鎧の重さに膝ひざをつき、這はいつくばる者も。斧の操作を誤って自分自身を傷つけて苦しんでいる兵士の絶ぜつ叫きようが聞こえる。


「た、隊長!?」


　助けを求める兵士たちだが、彼もどうしていいか分からない。


「総員、鎧を脱ぬげ！　このままでは……」


　最善の方法はわからないが、なにが起きているのかはわかる。


　このままでは──


　そう続けようとした矢先、彼の視界にあるものが見えた。


　鎧を着た竜。


　第八国エイスランドのゴーレムだった。


「ひっ……！」


　恐きよう怖ふに歪ゆがむ顔を見ても、ゴーレムはなにも思わない。


　目の前の敵を喰くらい尽つくすだけだ。








　数では勝まさっていた。


　第八国エイスランド軍の大半を構成するゾンビは、直接的な戦せん闘とう力を持たず、ただ障害物のように行く手を阻むのみ。


　肝かん心じんの竜型ゴーレムは、総数にして二千以下という報告が来ている。


　これ以上増える可能性もあるが、ジルサニア軍が擁ようする三千体のゴーレムと他国の戦力を合わせれば大した強さではない。


　五カ国が合わさった十万人以上の軍隊に比べれば、たいした戦力には見えない。


　作戦会議でも、第八国エイスランドによる時間稼かせぎ、という結論は出ていた。


　それも「システム」とやらが完成するまでの時間を稼ぐという情報も持っていた。


　システムとは、魔力そのものを操あやつる力場を作ること。


　ミロクとゼラが聞いたところによると、自在に魔力を止めたり出したりできるという。それがどれほど恐おそろしいことか、誰でもわかる。


　止めなければ。


　焦あせっていたはずだった。


　時間がないこともわかっていた。


　だが、どこかで安心していた。


　これだけの人数がいれば、すぐに倒せるだろうと──








「っ！」


　事態を悟ったミロクは、すぐに天幕から外に出た。


「ミロク！」


　彼を追って飛び出すジュジュ。続いて赤目隊も出てきた。


　外の様子を見たかったから行動したのだが、結果としてそれが命を救った。


「うわあああっ！」


　天幕をクロトポリカの巨きよ体たいが押し潰つぶしたのである。天幕の中で高価な茶器が音を立てて潰れているが、もしも出るのが一いつ瞬しゆんでも遅おそかったら、茶器と同じ運命を辿っていたのだ。


「クロトポリカ、どうしたんですか!?」


　倒れたゴーレムにトーラットが駆かけ寄る。


　が、クロトポリカの目を見ただけで、顔面が蒼そう白はくになった。


「これは……死んでいる」


「死んでる？」


　ゴーレムに死という概がい念ねんがあるのか。


「魔力が通っていない。核かくすら見あたらない。まるでただの土つち塊くれじゃないですか……」


　震ふるえる声のトーラット。


「どうして、こんな」


　膝をつくトーラットだが、彼を慰なぐさめている時間はなかった。


　クロトポリカと同様に、倒れるゴーレムがあちこちに。中には潰されている不運な人間まで。


「魔ま法ほうが……」


　ジュジュが言いかける。


　ミロクも、その次に繫つながる言葉を探していた。


　魔法が、どうなってしまったのだろう。


「止まってる……いや、使えなくなってやがる」


　ミロクの肩かたに乗ったまま、自分の手を見つめるビスマルク。


　これが「システム」とやらの力なのか。


「ずいぶん早いじゃねーか。発動にはもっと時間がかかるんじゃなかったのかよ」


「早めたのかもしれませんね」


　様子を見に行こうと思っていたのだが、その必要はなかった。


　見える範はん囲いだけで、地じ獄ごくのような悲鳴が聞こえている。


「ひどい……！」


　そっとジュジュがミロクの袖そでを握にぎる。


　もはや災害だった。


　甲かつ冑ちゆうが重くて転がるジルサニア騎き士し。


　補給物資に潰されて動けないホラキア兵士。


　かすり傷すら治せなくて頭を搔かきむしるベト戦士。


　機き装そう甲こうが脱げずに苦しんでいるツッキーニ技士。


　竜に逃げられ、空中で振ふり落とされるオウガン武士。


　彼らを構成する、たったひとつの綱つなが切れただけで、こうなってしまう。


　魔法。


　それは古来人間を支えてきた偉い大だいな力。


　頼たよりすぎてもリスクなどなかった。


　これまでは。


「う、うわああああああぁっ！」


「助けて！　う、動け……！」


　あちこちで聞こえる悲鳴。


　戦っていないのに、これだけの損害を受けているのだ。


　いま、前線で戦っている者たちは──


「……くっ」


　ミロクは考える。


　いま、なにが失われて、その次にどうなるのか。


「見に行かなきゃ……」


　顔を上げる。


　──このままだと、崩くずれる。


「ジュジュ！」


「お、おう！」


「仕事だ！　お前の出番だ！」


　肩に手を置き、叱しかるような口調で叫さけぶ。


「……わかってる！」


　ジュジュも強い目で頷うなずいた。





　赤目隊の仕事は、いつもこうだ。


　だからミロクも自然とそういう考えになる。





　左手に剣けんを握っていることを確かく認にんし、ミロクは走った。


「うおおおおおおぉぉおおおおおおおっ！」


　倒たおれたクロトポリカの脇わきをすり抜ぬけ、泣いているジルサニア騎士の横を通り、倒れているホラキア兵士を避よけ、本ほん陣じんを飛び出した。


　荒あれ地を走り、倒れる馬を飛び越こえ、向かってくる悲鳴をかき分け、見えてくるのはかき混ぜられたように混乱している連合軍の姿。


　動かなくなったゴーレムを蹂じゆう躙りんしている、竜りゆう型ゴーレムがいた。


「なんで……だ？」


　まず疑問に思ったのが、敵の存在。


　ゾンビも竜型ゴーレムも、魔法で動いているのではないのか。


　だとすると、こちらの魔法は使えないのに、敵は使えるのか。


　そういう取捨選せん択たくもできるのか、システムとは。


　たった二千以下の竜型ゴーレム。


　魔法が失われたことで、それらに対する優位性がなくなる。


　なんというインチキか。


　そして、その竜型ゴーレムに踏ふみ潰されている人間たち。


「わぁあああっ！」


「助けてくれぇ！」


　戦術に疎うといミロクでも分かる。


　見ていられないほど、ひどい。


「ひぃぃっ、だ、誰だれか！」


「なんで動かないんだ！　動けよ！」


「ま、待って、置いていかないでくれ！」


　武器を捨てて逃にげ出す者は、まだマシだ。重い鎧よろいに潰されて動けない者、戦意をなくしてその場にへたり込んでいる者も。


　中には自じ暴ぼう自じ棄きになって笑いながら突とつ撃げきする者までいる。


　これが訓練された軍人の姿か。


「たすけ……て……！」


「だ、誰か！　剣を！　いや、武器ならなんでも……うわああっ！」


「隊長！　どこですか、隊長!?　指示をください！」


　見える範囲にいる二万以上の猛も者さたちのうち、半数以上は子供のように泣なき叫んでいる。残った少数の人間が必死に呼びかけるが、彼らも魔法が失われて混乱しているのだ。


　事態を正確に把は握あくし、適切な判断を下せる人間がどれほどいるか。


　だが──嘆なげいている余裕はない。


　──どうにかしないと。


　まず、ミロクはそう思った。


　顔を上げ、やるべき行動を決める。


「うあああああぁぁあああああああああっ！」


　ミロクは叫ぶ。


　喉のどから出せる最大の音を振り絞しぼって、剣を抜き放つ。


　視線が集まるのを感じる。


　それらの視線には一いつ切さい反応せず、まっすぐに駆け抜ける。


　一番近い、竜型ゴーレム。


　跳ちよう躍やくし、その首を一刀のもとに斬きり落とした。


「おおおっ！」


　どよめきが生じた。


　鉄の音を立てて崩れていく竜型ゴーレム。その残ざん骸がいを踏みつけ、ミロクは叫んだ。





「戦え！　俺たちは戦える！」





　ほとんどの人間が、その言葉にハッとなった。


　まずミロクが考えたのが、士気。


　魔法を失った者たちは、戦うどころか逃げる気力すら失っていた。


　だが、彼らはすべてを失ったわけではない。


「戦えるんだ！　この手に力があるかぎり、まだ戦える！」


　ミロクは竜型ゴーレムを一いち撃げきで仕留めた剣を高く掲かかげた。


「魔法に頼るな！　鎧が重ければ、脱ぬげばいいだろ！　俺たちは人間なんだ！　二本の足で立って、二本の手で武器を握れる！」


「おぉ……」


　その姿に周囲の者たちも正気を取り戻もどす。


　鎧が重くて戦えないジルサニア騎士とホラキア兵士たちは、すぐに鎧を脱ぎ捨てる。相手にしているのは、ほとんどゾンビの群れだ。


　しかし竜型ゴーレムを相手にするのは無理だ。ジルサニアのゴーレムがようやく立ち向かえるほどの強度を持つ巨きよ大だいな敵に対し、魔法が使えない現在、ミロクのような達人でもない限り──





「…………戦いましょう！」





　怖おじ気け付いている連合軍に、小さな声が届いた。


「あの声は……？」


　小さな声に、みなが周囲を確認する。


「戦えます……！　私たちは、まだ終わりではありません……！」


　ミロクはすぐに見つけた。





　本陣の櫓やぐらに立っている、ジュジュ。





　拡声用の宝石も使わず、自分の声だけで叫んでいる。彼女の声は透すき通っていて、大気の振しん動どうでも劣れつ化かせずに届く。


　だが戦場から本陣までは遠く、目を凝こらしても豆まめ粒つぶのようにしか見えない。篝かがり火びが彼女のいる場所を照らしているが、それでも影かげのように暗い。


　そんな距きよ離りから、ジュジュが声を出している。


「まだやれます……！　人間の力は魔ま法ほうだけじゃない……！」


　かろうじてここまで届くほど、大きな声を。


　きっと喉は潰つぶれそうなほど疲ひ労ろうしているはず。


「人間の……力………………！」


　だけどジュジュは叫ぶ。


　それが彼女の役割なのだ。


　彼女の力を証明するかのように、声がよく聞こえるようになった。


　他の者たちもジュジュの声を聞くために耳をそばだてているからだ。


「信じてください！　あなたたちは、私よりずっと強いのですから！」


　戦う力を失った者を、再び奮い立たせることができる。奇き跡せきのような声の力。それがジュジュの最大の力。


　姫ひめとしての魅み力りよくは、魔法を失ったくらいでは色あせないのだ。


「ジュジュ……」


　ミロクは剣を握にぎりしめる。


　彼女の声を聞けば、また戦える。


「そうだ、俺たちは戦える」


　低い声が聞こえたと思うと、近くにいる竜型ゴーレムが潰れた。


　潰れる寸前、その腹の下から飛び出してくる若者。


　ヴィジャだった。


「魔法なんかなくても、大切なものを想おもう気持ちさえあればいい」


　曲刀を掲げて、ミロクを見る。


　ミロクも無言で頷いた。


　しかし、それでも士気が完全に回復できるものではない。


「お、俺は戦うぞ。どうせ負けたら死ぬんだ」


　槍やりを拾い、構える者もいれば、


「無理だ！　魔法がないのに、戦えるわけがない！」


　そいつに剣を押しつけて、本陣でも敵てき陣じんでもない方向へ逃げ出す者。


　だが、それでもいいとミロクは思った。


　彼らは自分の意志で行動している。


　震ふるえて動けないより、何万倍もいい。


　数万の人間が、分かれ始めた。逃げる者と戦う者に。後者はやる気になった隊長格の人間がすぐに呼よび戻し、隊列に加えた。こうなると他国の軍に所属していても、空きがあれば「お前ヒマだったらここに入れ」と強ごう引いんに加えてしまう。


　ジルサニアの騎き士しはわかりやすかった。竜を失ったオウガン軍と違ちがい、軍馬は訓練によって馴らされている。そのためどの軍隊よりも早く統とう率そつを戻すことができた。もちろんアーセージの手しゆ腕わんも理由に入るが。


　しかし、その軍団をかき分けて一頭の馬がミロクに近づいてくるではないか。


「……？」


　ジルサニアの軍馬ではなかった。


「オウガンの首領はアンタか？」


　馬上から話しかける、その男。


　どの国の制服も身につけておらず──というか、私服だ。綿のズボンに簡素なシャツ。戦争に来る格好とは思えない。


　が、対たい照しよう的に背中に担かついでいる弓はとても大きく、使い込まれている。


「あなたは……？」


「オラは使いのモンだ」


「誰のですか？」


「藍らん山ざん同どう盟めいの酋しゆう長ちよう連合だ。アンタにすぐに話してぇことがある」


「……？」


　聞き返そうとして、ミロクは顔をしかめた。


　東の空から朝日が昇のぼり始めたのだ。












　２　赤の月　十九日　南へ







　竜りゆう型ゴーレムの脅きよう威いは確かく認にんするまでもないことだが、第八国エイスランドの攻こう撃げきはそれだけではない。むしろ竜型ゴーレムには背中や腹という弱点以外にも、鎧よろいの隙すき間まに硬かたいものを差し込んで動きを阻そ害がいするという攻こう略りやく方法がある。


　問題は数を増やすゾンビだ。


　直接的な攻撃力はほとんどない。が、血を流した者に殺さつ到とうし、その物量で押し潰そうとする。壁かべと見み紛まがうほど大量に迫せまられると、引くことも避よけることもできないのだ。そのゾンビに気をとられていると、竜型ゴーレムがゾンビごと人間を踏ふみ潰す。


　ベト神しん聖せい国こくの事件でも同じだった。ゾンビはただ無む秩ちつ序じよに人間を押し、行く手を阻はばむ。


　しかしゾンビ以外の、明確に人間を狙ねらう敵と組んだ場合、その脅威は数十倍にも跳はね上がるのだ。


　朝日が出てきた現在、日光に弱いゾンビの機動力は落ちている。が、ゴーレムの動きはいささかも衰おとろえていないのだ。


「潰し返せ！　丸太が持てないなら、ふたりがかりでもいい！」


　叫さけびながら、ミロクは眼前のゾンビたちを斬きり伏ふせる。


　植物の軽かろやかな音と共に、数十体のゾンビがバラバラになり、その穴を埋うめるかのように新たなゾンビが迫る。


「んだから、北の方はゾンビでいっぱいだけんども」


　ゾンビが黒く見えた。


　危機を察したミロクは即そく座ざに後方に逃にげる。一いつ瞬しゆん前までいた地点に、竜型ゴーレムの足が降ってきた。


「うおおおおおおおおっ！」


　鎧の隙間を狙って、ミロクは剣けんを突つき刺さす。


「だあぁああああああああああああっ！」


　刺した後、渾こん身しんの力を込めて振ふり抜ぬいた。竜型ゴーレムの足が切断され、バランスを崩くずしてゾンビを巻き込みながら倒たおれる。


「ほいだけん、オラたちはあっちの方から」


「いま忙いそがしいんだよ！　ちょっと待てよ！」


　馬にのって追ってくる藍らん山ざん同どう盟めいの使者。話を聞きたいのは山々なのだが、こうも敵が襲おそってくる状じよう況きようだと離り脱だつすら難しい。


「うおっ！」


　倒れた竜型ゴーレムを踏み台にして、別の竜型ゴーレムが飛び上がった。


「ったく、しつけぇなー」


　藍山同盟の使者は背中の弓を取り出すと、矢を番つがえた。


　造作もなく放った矢は竜型ゴーレムの翼つばさ部分に命中する。するとどうだろう、ゴーレムの巨きよ体たいがきりもみ状に回転しながら、方向を変えて落下していくではないか。


「す、すげぇ……」


「オラたちの部族じゃ普ふ通つうだ」


　なんでもないことのように言う使者。


「ま、いまの族長と、その妹にゃかなわねぇけんども。妹の方は外国にいっちまったで、元気で暮らしてるとええな」


　その飄ひよう々ひようとした物言い、どこかで聞いたこともある。


　が、それを詮せん索さくしている時間はない。


「ほい、こっち来い」


　使者が差し出した手を取り、ミロクは彼の馬に跨またがった。使者の後ろにぴったりと張り付きながら、話を聞くことにする。


「それで、どうしたんだって？」


「んだんだ、早い話が、藍山同盟も連合軍に協力してぇんだ。どーもこのままだと、ウチの土地にまで被ひ害がいが来るかもしれねぇだで、身の安全のためだな」


「それはありがたいけど、軍は？」


　藍山同盟はホラキアの南に位置する、複数の部族が支配する土地だ。


　ここまで来るには竜の聖地を迂う回かいする必要があるのだが。


「もうやってるべ」


「へ？　やってる？」


「んだから、攻撃だべ」








　ミロクとヴィジャの活かつ躍やくのおかげで、最前線の士気はギリギリのところで持ちこたえることができた。あとは現場の隊長クラスの者たちがなんとかしてくれるだろう。少なくともゾンビと竜型ゴーレムから本ほん陣じんを守るくらいはできる。


　問題はこれからの話だ。


　ミロクと使者は一度本陣の作戦司令部に戻もどった。ツッキーニ製の強固な司令部の中で、将官クラスの人間がまた硬かたい顔になる。


　五カ国の首脳が集まるこの場で、暢のん気きに構えているのは使者だけだった。


「ほいで、どーも敵さん、森の南からの防ぼう御ぎよに関しては手て薄うすだったんだべ。んだからホラキアには悪いんだども、先せん遣けん隊たいが入ったんだべ」


　どんなもんだ、と自じ慢まんする使者。


「つまり第八国エイスランドの防御は、竜の聖地全域には及およばないということか。少なくとも樹木による防御だけは」


「んだ。オラたちも魔ま法ほうは使えなくなってるべ」


　アーセージの質問に、使者は素す直なおに答える。


「それで先遣隊は大だい丈じよう夫ぶなのか？」


「平気だ。オラたちの中には魔法に頼たよらない部族もいるべ。弓と剣さえありゃ、どこまでも潜もぐっていって、魔導士なんて狩かりつくして──」


「大丈夫じゃねーだろ」


　使者の言葉にかぶせるようにして、ゼラが呟つぶやく。


「お前ら、まだ一度もあのクソ野や郎ろうどもと戦ったことねーんだろ。弓と剣だけでどうにかなる相手じゃねーんだよ」


「んだども、手薄になった南から攻せめれば、不意をつけるべ」


「不意をついたがどうした。そんなんで討ち取れるなら誰だれも苦労はしねー。なんで南の防御が手薄なのかわかるか？　守る必要がねーんだ、藍山からなんざ」


「んだとおめ！　バカにしとんのけ！」


　ゼラに突っかかる使者。


「やめなさい！」


　それを止めたのはジュジュの一いつ喝かつ。


「言葉は悪いですが、ゼラの言葉は真実です。先遣隊ということは、全軍を投入したわけではないのですね？　だとするなら、情報だけ集めて早々に撤てつ退たいした方が良いです。どの道、連合軍は南に回る余よ裕ゆうがありません」


「そんな……」


　肩かたを落とす使者。


「まぁまぁ、そういじめるものでもなかろう」


　沈しずんだ空気を破ったのは、ミーヤーの笑え顔がおだった。


「藍山の協力により、敵も次の手が出しにくくなったのは事実じゃ。その証あかしに、ゾンビと竜型ゴーレム以外の戦力は投入されておらぬ」


「それだけで俺たちを全ぜん滅めつさせる気かな」


　呟きながら、ミロクは考える。


　おそらく全滅までとはいかずとも、半はん壊かいはできる。


　そうなれば勝ち目はない。


「ともあれ、藍山も味方についてくれたという事実は、士気に関かかわる。とてもありがたい。だからこそ、いま我々ができる策をもう一度考えるべきだ。全滅する前に」


「策……ですか」


　全員を見回すベンヤミン。


　最後にホラキアのグリュッケ将軍を見るが、彼はベンヤミンを見るだけで口くち添ぞえをすることはない。


「……ホラキア軍に限らず、魔法が使えなくなったことで戦せん況きようは大きく変わりました。これを打破するには、既き存そんの方法では難しいです」


　ベンヤミンの言葉を、誰も否定しなかった。


「ですから既存の方法にとらわれない、特別な手段が欲ほしいです」


「特別な手段ねぇ」


　ゼラが苦く笑しようするが、


「あ、手段でなくてもいいんです。特別な武器とか、特別な人間とか、特別な魔法とか、特別な生き物とか──」


「そんなモンがあれば苦労はしねーっての。それにアレだろ？　国の秘宝クラスのモンだって、使えないんだろう？　プリンセスよ」


　ゼラの言葉に、ジュジュが自分の左ひだり腕うでを見る。


「……はい。どうやっても、武器が取り出せません。かろうじて動くのですが、とても重いです」


　ミロクも同様だった。


　いつもは感じていた契けい約やく者であるジュジュの命の鼓こ動どうが感じられない。以前であればどこにいても彼女を感じられたのに。


「だろ？　結局、どう足あ搔がいたって──あん？」


　手を振って苦笑するだけだったゼラ。


　その表情が少し固まった。


「どうした、ゼラ？」


　ミロクが訊きくと、


「あるかもしれねぇ、特別なヤツ」


　彼は真しん剣けんな顔でそう言った。








「消えた魔法をなんとかする道具？」


　ダッシュで司令部を出て、すぐに戻ってきたゼラ。彼が連れてきたのは、いまやツッキーニ軍の男技士をすべて従える勢いのオーリャだった。


「ほらよ、オマエ知ってただろ？　頭の中の『設計図』でよぉ」


「そんなのあったかなぁ」


　オーリャはツッキーニ王国の秘宝とも呼べる、過去の技術が詰つまった「設計図」を丸暗記している。


　その中には作製方法もさることながら、使用法も荒こう唐とう無む稽けいな道具がいくつもあるという。ディアートが使っていた「継つぎ目めのない鎧よろい」も、そのひとつだ。


「ひょっとして、魔法を消す道具のこと？　それならあるけど」


「それだ！」


　ゼラが指をさす。


「魔法を消す道具とは!?　……それは、役に立つのか？」


　司令部にいた全員が驚きよう愕がくする。が、そうしてから次々に考え込む。


　ミロクもピンとこなかった。そもそも今現在、魔法を消されているではないか。また改めて魔法を消してどうするというのか。


「第八国エイスランドのシステムとかいうのも魔法だろ？　だったら、それを打ち消せばいいんじゃねーか？」


　ゼラの提案は単純だった。


　つまり、魔法を消す魔法を消す、というもの。


「待て待て、ちょっとそれはおかしくないか？」


　アーセージが頭を抱かかえながら制止する。


「そもそも魔法が使えないのに、そんな道具を作製して使用することはできないだろう」


「できる……と思うよ」


　控ひかえめに答えるオーリャ。


　おそらくゼラの提案で、彼女の頭もフル回転している。


「装置そのものの起動に、多くの魔力は要いらない。人間が最低限持っている魔力よりも低いくらいだ」


　生物が生きるためにも魔力は必要だ。エルガンディア共和国の循じゆん環かん魔法の基き礎そ理論となるものだが、生物の魔力は血と同様に循環しており、それは畜ちく生しようや植物、はたまた水や大地も同じなのだという。


　いまこうして生きているということは、その最低限の魔力は残っているのだ。


「だって少ない魔力で動かさないと、魔法を消したあと、その装置を維い持じできなくなっちゃうからね」


「つまり作製はともかく、使用はできる、と」


「保証はしないよ。やったことないし」


　だが、不可能ではない。


　現状、有効な手がない連合軍にとって、考える必要もない案件だ。


「問題は作製だが──」


　考え込むゼラ。


「それなら悩なやむ必要はないだろ、ゼラ」


　彼の巨きよ体たいを小こ突づくオーリャ。


「アンタたちのその腕うでは、武器を握にぎるだけじゃないだろう？　ツッキーニ技士が持つべきものは金かな槌づちだ。魔法が使えないなら、この手で鉄を鍛きたえるんだよ！」


　最後にゼラの背中をひっぱたく。


「てめっ……！」


　オーリャを睨にらむゼラだが、それ以上はなにもしなかった。彼女に弱みでも握られているのだろうか。


「というわけで、ツッキーニ軍は装置の作製に取り掛かかるよ」


　ゼラの言葉を待たず、オーリャが仕切る。


「ああ。頼たのむよオーリャ」


　ミロクも頷うなずいた。


「オーリャ、足りないものがあれば、言ってくださいね」


　ジュジュも口調は丁てい寧ねいだが、信しん頼らいしている声で返す。


「それじゃ、さっそくお願いしようかね。大量の金属が必要だよ。鉄だけじゃない、銅や錫すず、金銀も都合して欲しい」


「承知した」


　真っ先に答えたのはアーセージ。


　そして、なんと彼は自分が着ていた鎧を脱ぬいだ。


　重い音を立てて、地図の上に鎧を置く。


「もはや強化魔ま法ほうは消えている。我々が着ても足あし枷かせになるだけだ。それならば勝つために役立てて欲しい」


「こちらもだ」


　アーセージに続いて、ホラキアのグリュッケ将軍も鎧を脱ぐ。


「──あとで返せって言ってもムリだからね」


　オーリャは力強い笑えみを浮うかべると、ツナギの袖そでをまくった。


　反はん撃げきの準備は、ここから始まる。








　司令所から出てきた将官を迎むかえるのは、部下の最初の仕事。


「殿でん下か、その格好は……？」


　甲かつ冑ちゆうを脱いだアーセージを見て、副官のバウゼンが驚おどろく。


　しかしアーセージは彼の視線をものともせず、それどころか、


「お前も脱げ」


「……どういうことです？」
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　アーセージは多くを語らなかった。ただ、この状じよう況きようを打破するために大量の金属が必要だと語っただけ。


　それだけでバウゼンだけでなく、周囲の騎き士しにも伝わった。


　強化魔法をかけることが前提の鎧だから、それがなくなった以上、重くて役に立たない鉄くずだ。それならば勝つための道具に化けた方が作り手も喜ぶはず。


　すぐに本ほん陣じんの一角に、次々と武具が集められた。


　全部溶とかせばゴーレム百体分の鎧を作れそうな数だ。堆うずたかく積まれた金属の山に、提供されたツッキーニ技士が困こん惑わくするほど。


　その山が、ふたつ。ホラキアも鎧を提供したので、倍の量の金属が集まった。


「剣けんだけは持っていろよ！　戦いは終わりではない！」


「殿下。次はどうなさいますか？」


　身軽になったバウゼンが、アーセージに指示を求めると、


「現状、敵は東西南北すべての方角から攻せめている。これは兵へい法ほうとしては不可解だが、ゾンビ相手に人間の道理を当てはめても仕方がない」


　と、アーセージはまず状況を口に出して確かく認にんする。


「ツッキーニは北で作業を開始するそうだ。これは北のゾンビが少ないからだ。逆に昨日戦った西と、竜りゆうの聖地がある南からの攻こう撃げきは熾し烈れつだ」


「西を放置するわけには？」


「できぬ。西にはホルディ市があるからな。つまり守るべきは西のホルディ市と北のツッキーニ軍、攻めるべきは南の竜の聖地ということになる」


　ジルサニア軍の強みは、守ること。


　アーセージが言わずとも、バウゼンは理解した。


「ゾンビと戦っている西の部隊はそのままに、半数をツッキーニ技士の防衛に当たらせる。もともとジルサニアは他国に防ぼう御ぎよで勝まさるからな」


「殿下……」


　苦笑するバウゼン。


　本当はアーセージもわかっている。防御が強みだったのは、付加魔法があったからだ。それが消えたいま、その論調は通用しない。


　だがジルサニア騎士が守ると言ったなら、守らなければならない。


　騎士としての誇ほこりだ。


　魔法も力も失っても、それだけは失ってはならないのだ。


「使える馬は、どれくらい残ってる？」


「およそ五千くらいです」


「意外と残ったな」


「人間よりしぶといですよ、馬は」


　鎧だけでなく、馬の鞍くらも強化魔法に頼たよっていたため、重さで潰つぶれる馬が続出していたのだ。オウガンの竜も逃にげ出したいま、慎しん重ちように運用しなくてはならない。


「ゾンビに馬は使うな。本陣で待機させろ」


「では、ゾンビはどのようにして？」


「丸太があるだろう。ベトの際もそうしていた」


　言いながら、アーセージは近くにうち捨てられてあった丸太を担かつぎ上げる。端たん整せいな顔は泥どろと血で汚よごれており、もはや紳しん士しとは呼べない格好だ。それは戦場ならば当然のこと。むしろまだ戦えることに誇りを感じるべきだ。


「これからだぞ、バウゼン」


「……はっ」


　バウゼンは直立したまま敬礼をした。








　ジルサニアの騎士たちが発奮している様を眺ながめ、グリュッケ将軍はため息をついた。


「どうされました、グリュッケ殿どの」


「嘆なげかわしい。健全な精神は健全な肉体に宿る、というホラキアの心構えはどうした」


「ど、どういうことでしょう？」


　長身をのけぞらせて、ベンヤミンがグリュッケの真意を尋たずねると、


「見るがいい、ジルサニアの気合。魔法が使えぬというのに、あれだけ戦意を保っていられるのだからな」


「ですが、我々とて」


「いいや、劣おとるな」


　グリュッケは言い切った。


「ホラキア兵士どもは強化魔法が使えなくなったことで、子供のようにだだをこねている。魔法が使えなくては、なにもできぬと言っているようなものだ」


　鎧よろいを脱いだグリュッケ将軍は、黒い隊服を身につけている。齢よわい五十を超こえているが、その身体からだは引き締しまった筋肉に覆おおわれていた。


「そうだろう、ベンヤミン王子」


「いいえ、違ちがいます将軍」


　ベンヤミンは隊服の襟えりを緩ゆるめた。


　そして上着を脱ぐ。鍛えられた胸むな板いたがインナースーツを押し上げていた。ミーヤーに治してもらった胸の傷は、もう完全に消えている。もちろん彼の心の中からも。


「これからです。ホラキアの強さは」


　ベンヤミンが力を込めると、さらに筋肉が盛り上がる。


「最後にものを言うのは己おのれの肉体だということを、第八国エイスランドに教えてやりましょう」


　強化魔法なしでも、人間は強くなれる。


　もともと人間に具そなわっている力は、魔法だけではない。成長という名の力は、魔法だけでは成なし得ないものだ。


「その通りです」


　ベンヤミンの肩かたを叩たたいたのは、先さき程ほどジルサニアに命令を下していたアーセージ。


「ホラキアは強い。その力があるからこそ、ジルサニアは付加魔法で守らざるを得なかった。魔法がなくなれば、ジルサニアなどホラキアの足あし下もとにも及およびません」


「フン。こんなときに世辞はいい」


　グリュッケは苦く笑しようし、アーセージの言葉をかわす。


「アーセージ殿、これからどう動く？」


「我々は西と北の守りに注力します。どうやらゾンビとゴーレムはそちらに多く集まっているようなので」


　すでにジルサニアの騎き馬ばは走り出している。守りだけでなく、その速さも大陸の他国家に大きく差をつけている。


「ではこちらはどう動く、ベンヤミン王子」


　グリュッケが尋ねると、


「こちらは南にある竜の聖地へ向かいましょう。ジルサニアが守るのであれば、ホラキアは攻めます。古来、ずっとそうやって戦争してきた間あいだ柄がらです。今回はお互たがい、標的が違うだけです」


「それはちと極きよく端たんだな。まるで我が軍が防御もできぬ愚おろか者の集団みたいではないか」


「あ、いえ、その」


「良いのだ。私も同じ気持ちだ。敵を蹂じゆう躙りんしたいという気持ちは抑おさえられない」


　それを承知したうえで、グリュッケ将軍はベンヤミンの肩を叩く。


「しかしベンヤミン。お前は独自に動け。なにがあるかわからないこの戦、常にフットワークの軽い部隊がいれば心強い」


「……で、できるでしょうか、私に」


「なにをいまさら。無断でジェルメーヌ姫ひめを助けに走ったお主の台詞せりふとも思えんぞ」


　苦笑すると、グリュッケ将軍は目の前に広がる男たちを見回す。下士官たちも皆みな、鎧をつけずとも覇は気きは衰おとろえず、ギラギラと野心的な目で命令を待っていた。


「通達せよ。ホラキアは竜の聖地を攻める。攻めて、そしてまた攻める。危険ならば退いて、そして攻める。第八国エイスランドを根絶やしにするまで止まってはならぬ」


「了りよう解かい！」


　黒い服の男たちが敬礼をし、そして走っていく。


　ベンヤミンは彼らの背中を見送り、そして小さく笑った。


「よろしく頼たのみますぞ、アーセージ殿」


「この剣に賭かけて」


　かつての敵に向け、グリュッケは強く頷うなずいた。








　ジルサニア軍を見て対たい抗こう意識を燃やしたのは、ホラキアだけではなかった。


「むう、あいつら」


「どうした兄者」


　マガタは丸太のような腕うでを組みながら、陣じん形けいを整えているジルサニア軍を見ていた。先頭集団は騎馬にまたがり、微び動どうだにせず待機している。


「あの馬、どうやって操あやつっているんだ？」


「ミロク様が言うには、訓練で馴ならせるものらしいぞ」


「バカ言うな。魔ま法ほうもなしにできるわけないだろうが」


　鼻で笑うマガタ。


　彼らは竜りゆう騎き兵へいではない。身体が大きすぎるため、飛ひ竜りゆうに乗れないのだ。だからといって中型以上の竜に乗っても、ふたり分の体重が枷かせとなる。そのため地上でしか戦えない。もしも竜騎兵になれたなら、十年早く武士になれたと噂うわさされていた。


　そのため、竜に関する知識もそれほどない。


　竜とは魔法で強ごう引いんに押さえつけ、言うことを聞かせるものだと信じていた。


「訓練だけではない」


　そんなマガタとレンボクシに声をかける、金きん仙せん翼よく長ちようのサンガイ。彼は竜騎兵として三十年近く戦ってきたベテランだ。


「ジルサニア騎馬師団は、馬との信しん頼らい関係を築くという。まるで人間のように心を通わせ、対話をしながら歩んでいくのだそうだ」


「なんでそんなことできるんだ、サンガイ？」


「うむ……」


　問われたサンガイは考え込み、


「分からぬなら訊きけば良い」


　そう言って、近くのジルサニア騎き士しの一団に手を振ふる。


「どうかしましたか？」


　呼ばれてやってきたのは、騎馬に乗った騎士。メガネをかけた若者だ。確か彼はアーセージ王子の側そばにいるバウゼンとかいう副官だったか。若いのに隙すきがない佇たたずまいである。


「おうジルサニアの兄ちゃん！　ちょっと訊きてぇんだけどよ！」


　マガタがチンピラのように顔を近づけると、


「うわっぷ！」


　バウゼンの馬がマガタの顔を舐なめた。


「なにすんだこの馬！」


「失礼しました。ですが、これは好意の表れです。慰なぐさめにもならないかもしれませんが、初めてですよ、この馬がこんなに懐なつくのは」


「兄者も動物だと思われてんのかな」


「やかましい！」


　レンボクシの頭を殴なぐりつけてから、マガタは尋ねる。


「アンタ、馬の気持ちが分かるのか？　ジルサニアの騎士は魔法を使わなくても馬に乗れるって聞いたんだがよぉ」


「ええ、訓練と対話が必要になりますが」


　バウゼンは馬のたてがみを撫なでる。それは友や恋こい人びとに接するかのように優やさしい手つきで、馬の尊厳を大切にしているとすぐにわかる。


「……それは、竜にはできないことなのか」


　低く、サンガイは尋ねる。


　バウゼンもいまの状じよう況きようは知っているはず。魔法が使えなくなり、竜から振り落とされる竜騎兵の現状を打破する答えを尋ねたのだと理解しているだろう。


　その上で、バウゼンは答えた。


「竜にもできると思います。それまでに築き上げた信頼があれば」


「信頼……」


「私に言えるのは、それだけです。お互い、健けん闘とうを祈いのります」


　ジルサニア式の敬礼をして、バウゼンは去っていった。


「感謝する、バウゼン殿どの」


　サンガイは背後を見る。オウガン軍の飛竜は一いつ箇か所に集められていた。魔法が使えなくなったことで逃にげ出す竜もいたが、その多くはじっと休んでいる。戦いによって疲つかれているのだろう。ただし人間の命令は一いつ切さい聞かなくなった。


「信頼……か」


　サンガイは自分の竜に歩み寄る。自然とマガタとレンボクシもついてきた。


　竜はサンガイが近寄ると、小さく鳴いた。


「お前は……戦えるか？」


　サンガイの問いに、竜はまた鳴いて答える。


　背中の鱗うろこを撫でると、竜の首がサンガイを撫で返した。


「なんでぇ。仲がいいじゃねーか」


「当然だ。この竜は私の相棒だからな」


「連れ添そって長いのか？」


「……もう十年になる」


　マガタに言われて、サンガイは竜を見る。


「私を乗せてくれるか？　無理であれば、戦わなくていい。空を飛んでくれるだけでいいのだ」


　サンガイに与あたえられた命令は戦せん闘とうではない。周囲の状況を偵てい察さつする任務だ。空からの目がもたらす情報は、百の剣けんに匹ひつ敵てきするだろう。


　おずおずと竜にまたがると、サンガイは竜の兜かぶとに触ふれようとするが、


「いや。好きに飛んでくれ。まずはそれからだ」


　サンガイの言葉に竜が鳴くと、翼が動いた。


「おおおっ！」


「飛んだ！」


　ゆっくりと上じよう昇しようする飛竜に、マガタたちだけでなく、その場にいた竜騎兵も騒さわぎ出す。使し役えきの魔法を使わずとも心を通わせることができたのだ。


　すぐにマネをしだす竜騎兵たち。


　そのほとんどは怒おこった竜に振り落とされたが、幾いく人にんかの成功者が現れた。


「よし、飛ぶぞ！　偵察だけでいい！　ミロク様に状況を知らせるのだ！」


「はいっ！」


　たった数人の竜騎兵の姿に、オウガン軍は奮い立つ。


　そして、竜騎兵と飛竜との長い交こう渉しようが始まるのだった。








　魔法がなくても戦えるジルサニア、ホラキア、オウガン。


　ツッキーニは火をおこし、原始的な方法で鉄を打ち始める。


　みな、人間の力のみで戦っている。


　ところが、そう簡単には動けない国もあった。


「人手は足りておるのか？」


「足りてるわけないだろう！」


「むぅ……」


　ストレートに反論を返すヴィジャに、ミーヤーは反論しない。


「足りないのは人だけじゃない。薬や包帯も」


「清潔な布をもっと用意してくるのだった。まさかこんなことになろうとは」


　頭を抱かかえるミーヤー。


　ベトの治ち癒ゆ魔法が使えなくなるのは、連合軍にとって大きな痛手だった。急いで支し度たくをして駆かけつけたため、物資もままならない状況。


　だがケガ人はどうやっても増えていく。


　魔法が使えなくなった現在、武具もまともに着られなくなったため、傷を負う人間が増えるのは仕方ない。他に選せん択たく肢しがないのだから。


　それでもベトの魔導士は傷を治さなければならない。死の淵ふちからひとりでも多く救い出さなければならない義務がある。


「くっ……！」


　ヴィジャは立ち上がると、西の戦場を見る。


　竜の聖地は、本ほん陣じんから見て南にある。


　しかし敵の攻こう撃げきは東西南北からやってくる。とりわけ死者が多く出た西の戦場から、ゾンビが大量発生しているのだ。


　そのゾンビにジルサニアとベトが対処している。だが竜型ゴーレムによってまともに動けないのが現状だ。


「せめて、治癒魔法が使えれば……」


　歯は嚙がみするヴィジャ。


「我らにはなにもできぬのか。魔法がなければ、ベトは……！」


　ミーヤーも悔くやしがる。


　鎧よろいが着られないのなら、傷だけでも治してやりたい。連合軍が全力で戦えるように、後方から安心感をあげたい。それがベトの強みなのに。


　暗い表情のふたり。


　そんな彼らの沈ちん黙もくを破ったのは、ひとりのベト戦士の伝令だった。


「ほ、報告いたします！」


「どうしたのじゃ、そんなに焦あせって」


　誰だれが傷ついただの、誰が死んだだの、そういう報告は嫌いやというほど受けてきた。しかしこの伝令の声は死亡報告よりもさらに慌あわてているのだ。


「はっ！　それが、西の戦場からただちに軍を退ひくようにと」


「なんじゃそれは？　誰がそう言ったのじゃ？」


「そ、それは、ああああああああ、あちら、あれを！」


　伝令が示す、西の空。


　その輝かがやきは、もうひとつの太陽のように見えた。


「あれは……？」


　ヴィジャが記き憶おくを辿たどる。


　そして、すぐに思い出した。


「すぐに退たい却きやくさせろ！」


「もうやってます！」


　西の戦場から、馬の音が近づいてくる。ジルサニア軍が逃げているのだ。それに続いてベト軍も走っている。誰に命令されずとも、危険なことくらいわかる。


　遠近感が狂くるいそうなほどに巨きよ大だいな光の塊かたまり。あの竜の主と同じくらいかもしれない。そんな大きさの光が、西の空から落下しているのである。


「ヴィジャ……！」


　ミーヤーがそっとヴィジャの袖そでを摑つかむ。


「大だい丈じよう夫ぶだミーヤー。心配ない」


　袖を摑んだミーヤーの手を握にぎるヴィジャ。


　いくつかのことはわかった。


　が、いくつかの疑問が残る。


「落ちるぞ。目を閉じろ」


　ヴィジャが呟つぶやいた数すう瞬しゆん後、光の塊が西の戦場に落ちた。


　その範はん囲いたるや、小さな町なら三つは下らない。


　大爆ばく発はつが生じ、ゾンビはおろか竜型ゴーレムをも巻き込んで吹ふき飛ばす。これが人間同士の戦争だったなら、万単位の死者が出ただろう。


　遠く離はなれた本陣にまで、竜型ゴーレムの破は片へんが飛んできた。





　最大威い力りよくの放出魔ま法ほうの力である。





「いやはや、間に合いましたな」


　低くしゃがれた声が近づいてきた。


　先ほどの伝令に手を挙げて挨あい拶さつをしている。どうやら彼が逃げるように忠告したようだ。


「お初にお目にかかります、ミーヤー王女」


　その老人はフードを取ると、柔にゆう和わな笑えみを見せた。全身を厚手のローブで覆おおっているため、体型まではわからない。


「わたくし、エルガンディア共和国の第一魔導大隊から派は遣けんされました。連合軍の方々にお目通りを願いたい」


　彼はそう言って恭うやうやしく礼をする。


「エルガンディア……？」


　ミーヤーは眉まゆをひそめる。


「エルガンディアが、どうしてここにいる？」


「それはまぁ、皆みなさんをお助けするためですよ」


「その方が得になると思ったからか」


「……でしょうなぁ」


　老人もエルガンディアの宗そう主しゆの考えがわかるのか、クスクスと笑う。


「大方、お偉えらいさんは勝ち馬に乗ろうと思ったのでしょうが」


「うむ。しかし見てのとおり、乗れるかどうかわからんぞ」


「そこは現場の我々次し第だいですな」


　白い髭ひげを撫なでる老人。


　藍山同盟が南から進入し、いまここでエルガンディアが加わった。


　これでルテア大陸に住む、すべての国が合わさった。


　大陸史上、初めてのことではないか。


「しかし、いまの光は……？」


　ヴィジャが西を見る。すでに動いている竜りゆう型ゴーレムは数えるほどしかおらず、ゾンビも消し炭になっていた。逃げ遅おくれた人間がいないことを祈いのるのみだ。


「これがエルガンディアのやり方ですじゃ」


　老人は得意げに笑う。


「遠く離れた場所から、数百人でもって魔力を循じゆん環かんし、そして放つ。これによりどんな軍隊も近づけぬ魔力砲ほう台だいが完成するわけですじゃ」


「待て、待て待て！」


　ヴィジャが老人の言葉を遮さえぎる。


「そういうことではないのだ、ご老人」


「……はて？」


　そう、本当に驚おどろいたのはそこではない。


　エルガンディアの協力よりも、もっと大きな事実があったのだ。


「その放出魔法は、どうやって撃ったのだ？」








　身の回りがにわかに慌あわただしくなった。


「なんだ？」


　ミロクは朝食のスープ皿から顔を上げて、周囲を見回す。


　戦のために奔ほん走そうしているのは前からなのだが、その動きが変わってきた。


「動きに統一性が見られるな。なにか新しい目標が出たか」


　ジュジュがそう推測する。


　この場合、新しい目標というのは敵のことだ。第八国エイスランドの新たな戦略兵器が姿を現したのだとしたら、打って出る必要があるだろう。


「報告します！」


　頭上から声がかかった。


　足下にうっすらと見える竜の影かげ。朝日を背にして降ってくるように、サンガイが飛び降りてきた。


「エルガンディア共和国が参戦しました！」


「ええっ!?」


　つい周りを見てしまうが、エルガンディア軍はどこにも見えない。


　だがここで最後の国が参戦してくれたことは、とてもありがたい。大陸のすべての国が力を合わせて戦えば、きっと活路は開ける。


「つきましては、馬車が足りなくなりました！」


「意味がわかんねぇよ！」


　思わずツッコミを入れてしまった。


「は、も、申し訳ない。私も慌てておりました」


　赤面しながら頭を下げるサンガイ。


「まず、エルガンディア軍は射程距きよ離り外からの循環魔法と放出魔法にて、西の敵を蹴け散ちらしました！」


「さっきの光、あれエルガンディアだったのか！」


　ミロクも赤あか目め隊たいも、てっきりゴーレムが爆発したか、さもなくば敵側の魔法だと思っていた。エルガンディアが本気を出せば、あそこまで強い放出魔法が使えるのか。


「ちょっと待ってください。魔法を？」


　ジュジュの質問に、赤目隊全員がうなずく。


　魔法はシステムによって封ふうじられていたのではないのか。


「それがどうも、このシステムとやら、有効範はん囲いがあるようでして。エルガンディアはシステムの存在を知らぬまま、範囲外から魔法を使ったようなのです」


「ウヒャヒャヒャ、なんとまぁフザけた攻こう略りやく法だ」


　ミロクの頭の上で、ビスマルクが大笑いしていた。


「エルガンディアの臆おく病びようさが功を奏すなんて、皮肉なもんだぜ」


「と、いうわけで、取り急ぎ魔法を使うべく、ベト神聖国が移動を開始しました」


　それはミロクにも理解できた。すぐにでもケガ人を治ち療りようしなければならないベトが、まっさきに範囲外まで移動するのは道理だ。


「ですが、ケガ人の移動まではままならず……」


「それで馬車が足りないのか」


「ジルサニア騎き士し団が総出で動いてくれているのですが、それでも足りません。馬もそうですが、荷台も」


「荷台なんてテキトーにそこらへんにあるヤツじゃダメなのか？」


「ですから、テキトーにそこらへんにあるヤツを手の空いている者が総出で運んで組み立てている状じよう況きようです」


「なるほど」


　頷うなずくミロクの後ろを、さっそく馬車が走り抜ぬけて行った。


　ケガ人を何人も載のせてはるか西方へと走るその馬車は、軽装のジルサニア騎士が操あやつっている。


「ジルサニアはすべての馬をケガ人の運うん搬ぱんに使うつもりかな」


「ま、もっとも効率的だわな」


　ミロクとビスマルクが感心していると、東方からも大きな光が見えた。エルガンディアの放出魔法の光だが、それを使う魔導士の軍団がまったく見えない。とんでもない射しや程てい距離である。


　エルガンディアとベト、ふたつの国の魔法が復活した。


　となると、敵も黙だまってはいられないはずだ。


　ミロクは南にある竜の聖地を見る。


　──次は、どんな手で来る。





　　　　＊




　竜の聖地の奥深くにある泉。


　水みな面もに映し出された図形に揺ゆらぎが生じた。


「……あいや、これは予想外の手」


「ふむ」


　芝しば居いがかったオウムの声に、カワセミが頷く。


「まさかエルガンディアがここまで臆病だとは思わなんだ。おかげでシステムの範囲が知られてしまった」


「ヒヒヒッ……！」


　水面に手を入れているハゲワシ。彼は状況が変わっても動じず、ひとつの作業をずっと続けている。


「……ベトの治ち癒ゆ魔法は、厄やつ介かいだ」


　オウムが手の中で駒こまを弄もてあそぶ。


「潰つぶすか」


　彼が力を込めると、駒は砂と化してサラサラと零こぼれる。


「…………」


　切り株に座っていたカラスが立ち上がり、オウムを見た。仮面越ごしで表情もわからないのに、魔導士たちは彼の心を読み取ったようだ。


「そうだな。カラスの言う通り、ツッキーニが怪あやしげなものを作っているのも心配だ。まとめて妨ぼう害がいしてしまおう。どうせあと鐘かねみっつ（約三時間）もすれば、システムを大陸全土に広げることができる」


　カワセミが提案すると、


「じゃあ早いうちにやろう。平民どもに時間を与あたえるのはイヤだしね」


　フクロウが笑い、そしてその姿を消す。


　消えたのはフロクウだけではない。オウムとカラスも姿を消していた。誰だれがどこへ行くという相談もなしに、各々が勝手に動いたのだ。


「ヒヒ、ヒヒヒヒヒ……」


　ハゲワシはずっと泉の操作をしている。敵が攻せめてくることなど、まったく意に介かいしていないようだ。


「お主はどうするのだ、モズ」


　残ったカワセミが尋たずねると、


「私は残る」


「何な故ぜ？」


「誰かが残らねばなるまい。ハゲワシをひとりにはできん」


「ふむ。確かにこの男の精神は安定せぬからな。才は誰よりもあるのだが」


　カワセミの評も気にせず、ハゲワシは相変わらず笑っている。


「それに、森を守る者も必要だろう？」


「ふむ、それこそお主がやる必要はあるまい？　やつに任せておけば良いのでは？」


「カワセミよ。お前は他人を見るのが好きだが、見み極きわめるのは苦手のようだ」


　嘲ちよう笑しようするモズ。


「なに？」


「やつを過大評価するな。あれはいざというときに使えぬ」


　モズの評価に対し、カワセミは反論をしない。


　遠くで鳴っている戦争の音を他ひ人と事ごとのように聞きながら、モズはその向こう側にいる忌いま々いましい連中を想おもう。


「そして──敵は、どこかでとんでもないことをやらかす」





　　　　＊




「トイレにでも行きたいのか？」


　ずっと唸うなっていたから、ジュジュに言われてしまった。


「いや違ちがうんだジュジュ。なんつーか、その」


　心配いらないことをアピールしたかったのだが、うまく言葉が出てこない。それで余計に心配をかけてしまう。


「どこか痛いのか？　ヴィジャに全部治してもらわなかったのか？」


「そ、そんなことない！　ほら、元気だし！」


　身体からだを叩たたいて無事なことを知らせるが、ジュジュの表情は晴れない。


　意識した途と端たん、気まずい気持ちになる。


　大切な人を困らせたくないのだが、なにをやっても裏目に出てしまいそうなのだ。


「フフン。まだまだミロクを尻しりに敷しききれてねーな」


「なっ！」


　突とつ然ぜん、ミロクの頭の上に現れるビスマルク。


　赤面するジュジュに笑いかけ、


「コイツの身体なんて心配する必要ねーだろ。戦場どころか砂さ漠ばくや海に放ほうり出しても無傷で帰ってくるタマだぜ」


「あー、そっか。身体でミロクが悩なやむことなんてないんだ」


　ジュジュも気づく。


「ミロクが困ることって言ったら、頭の問題だけだもんな！」


「うるせぇなぁ……間違ってないけど」


　拗すねるミロクだが、それ以上どうやっても言い返せない。


　ちょうどビスマルクもいることだし、ミロクは先ほどから悩んでいる事こと柄がらについて相談してみた。


「あの、隊長。俺、いま行けそうな気がするんですけど」


「ん？」


「いや、竜りゆうの聖地──敵の本ほん陣じん」


「……ほう」


　ビスマルクの顔色が変わった。


「どういう理論でそうなったんだ？　順序立てて話してみろ」


「ええっとですね」


　たどたどしく、しかし深く考えながらミロクは自分の意見を整理する。口に出すということは、思考をまとめることにも役立つ。


「いま、エルガンディアが加勢してくれて、ベトもシステムの範囲外から魔ま法ほうが使えるんですよね？」


「ああ」


「これって、かなり有利ですよね？」


「まぁ、そうだな」


　実際、エルガンディアの放出魔法とベトの治癒魔法があるだけで、戦せん況きようが一変した。攻こう撃げきと回復の手段がたったひとつでもあるだけで、連合軍はそれに合わせて作戦を変える。その柔じゆう軟なんな動きによって、ゾンビと竜型ゴーレムは次々に撃げき破はされていく。


　このままいけば、勝てる。


　だが、このままいくだろうか。


「俺たちが有利ってことは、敵にとっては不利なわけで──当然、なんらかの手は打ってきますよね？　つまり、守るだけじゃなくて、俺たちが行動しにくいように攻撃なり妨害なりをしてくると思うんです」


「おう、それで？」


「これは剣けん術じゆつの話なんですけど、攻撃の最中って防ぼう御ぎよが手て薄うすになるんです」


　軍略でも同じだと思った。


　攻撃のために兵力を割さけば、そのぶん防御に回す兵力が減るのだから。


「第八国エイスランドは絶対になにかしてくる。そのときこそが、突とつ撃げきのチャンスだと思うんです」


　ミロクはそう結論づけた。


　ビスマルクもジュジュも黙って話を聞いてくれた。


　彼なりに足りない頭で考えた結果だ。穴があれば指し摘てきして欲しいのだが、ビスマルクは腕うでを組んで黙ったまま。


「あの、隊長？」


「ん、いや、イイ線いってると思うぜ。カウンター狙ねらいは悪くねぇ」


「本当ですか？」


「ただなぁ、問題がないわけじゃないんだ」


「そうだな」


　ジュジュもビスマルクに同意する。


「防御が手薄なのはこっちも同じだしな」


「あ……」


　ジュジュの指摘に言葉を失うミロク。


「エルガンディアとベトはいいとして、攻める方にも武器が欲しいところだよな。それこそ、ツッキーニが急ピッチで作ってる装置が完成すれば……」


「そっかぁ」


　言われてみれば、確かにその通りだ。


　言ってみればこちらには剣けんも鎧よろいもない状態だ。ホラキアやオウガンの魔法が封ふうじられている状態では、敵に致ち命めい的な打だ撃げきを与えられる確信がない。


「それなら心配いらないぜ」


　声のした方を向くと、ディアートが歩いてくるではないか。


「オーリャ姐ねえさんから伝言だ。あと鐘ひとつ（約一時間）もすれば、魔法消去装置の試作型が完成するってよ」


「どんだけ早いんだよ！」


　作製開始から、まだ少ししか経たっていないのに。


「それだけ気合い入れてんだよ、ツッキーニも。むしろあの連中、戦うことより作ることの方に命賭かけてっからな」


「だけど、ありがたいな」


　これで懸け念ねん材料がなくなる。


「隊長」


「ああ」


　ミロクとビスマルクが頷うなずく。


「オウガン軍に出しゆつ撃げきの合図をしてきます。それで、その」


「わかってるさ。赤目隊も一いつ緒しよだ」


　ニヤリと笑うビスマルク。


　オウガン軍の強さも知っているが、やはりここ一番で頼たよりになるのは赤目隊なのだ。いつもミロクに道を示してくれるのは、このウサギの隊長だ。


「それから、ジュジュ」


　赤目隊の制服を着ているが、ジルサニアでもっとも大切にされている姫ひめ君ぎみ。


　世界にとっても、ミロクにとっても大切な人。


　絶対に死んではならない人物。


　そんな彼女に対し、


「一緒に来てくれるか？」


　ミロクは問いかける。


「ミロクよ。お前いくらなんでもジュジュはマズいだろう？　敵のど真ん中に行くんだぜ？　危険すぎる」


　ビスマルクの言葉は、ごく当たり前のもの。


　しかしミロクは首を横に振ふる。


「だからこそ、ジュジュが必要な気がするんです。戦力としてではなく、うまく言えないんだけど、ここ一番のときにジュジュがいれば大だい丈じよう夫ぶっていうか」


「フフッ、バーカ」


　ジュジュは笑ってミロクの胸を叩いた。


「ずっと一緒だって言ったろ？」


　ミロクを見上げるその目は、すでに覚かく悟ごを決めていた。


　きっと、ついてくるなと言っても来ただろう。


　ミロクの胸の中に、熱いものが宿るのを感じる。


　敵を倒たおすという闘とう争そう心と、ジュジュを絶対に守るという騎き士しの心だ。


「──出撃だ」


　葉巻に火をつけ、ビスマルクが低く呟つぶやく。


「おうっ！」


　いつの間にかミロクたちの背後に立っていたアーニィ、トーラット、フェリサ、ディアートが返事をする。


　ミロクとジュジュはワンテンポ遅おくれて、彼らに負けない声で叫さけんだ。












　３　赤の月　十九日　剣を







　戦いくさの火、と呼べるのかわからないが、本陣北の平野では何本もの煙けむりが立ち上っている。薪まきを燃やして鉄を鍛たん錬れんしているのだ。


　ツッキーニ王国にしかできない仕事である。


　その鉄は四十人ほどの精せい鋭えいがみずからハンマーを振って加工し、部品に変えてゆく。その四十人の技士を守るために、機き装そう甲こうを纏まとった技士が一万人ほど、円形に陣じん形けいを組んで防衛している。この四十人の誰だれが欠けてもいけないのだ。


「シット！　魔法が使えないってのは、イライラするぜ！」


　ぼやきながらも、工具で鉄を削けずるゼラ。


　ほどなくして完成したのは、彼の鼻の穴よりも小さな歯車。


「オーリャ！　これでいいのか!?」


　作業台の上で部品を検品していたオーリャに歯車を投げつけるゼラ。オーリャは作業台から顔も上げず、しかしゼラの放った歯車をキャッチし、チラリと眺ながめてから、


「オッケー。アンタ本当に器用よね」


「シャラップ！　オレのことナメてんのかテメェ！」


「褒ほめてるんじゃない。なに照れてんのよ」


「うるせぇ！　いつまでもオレのこと見下しやがって！」


「見下されるのが嫌いやなら、さっさとアタシのこと超こえなさいよ」


「くっ……！」


　言葉に詰つまるゼラ。


　ゼラはクマのような外見に似合わず、冷静で思し慮りよ深ぶかい。そのため自分とオーリャの技術にどれくらいの隔へだたりがあるのかも悟さとってしまうのだ。


　そうでなければ、レジスタンスのボスなどに大陸を賭けた戦の要かなめとなる道具を作らせたりなんかしない。ゼラも彼女なら完かん璧ぺきなものが作れるとわかっているから、我が慢まんして依い頼らいしたのだ。


「先生、やっぱり微び量りようなら魔力を出せるみたいです。これを増ぞう幅ふくして変化魔法に使えますか？」


　魔力測定機の数値を見ながら、妹のルリアンが尋たずねる。


「いいや、ダメよ。増幅できてもしちゃダメ。第八国エイスランドに気づかれる可能性があるから。っていうかもうすでにバレてるような気もするけど」


　作業台から離はなれ、組み立て中の装置を見るオーリャ。


　ゼラもそちらを見ると、弟のグラーズニーを含ふくめて十人の技士が組み立て作業をしていた。中身がむき出しの装置は、銅線を縒より合わせたケーブルがいくつも絡からみ合っている。そのケーブルの先には、巨きよ大だいな漏ろう斗とのようなものが。


　この漏斗から魔力を送り出すのだという。


　巨大といっても、せいぜい人間の身長三人分くらいのものだ。これで戦場全域にわたる敵のシステムを破は壊かいできるのか、ゼラはまだ半信半疑だ。


　しかしオーリャの話を聞くと、できそうな気もする。


　この漏斗から発せられる信号は、魔力を「消す」のではなく「変える」のだという。ツッキーニの変化魔法は固形物だけを変えると思われがちだが、水や大気も変化させることができるのだ。


　となれば、魔力も変えることができるのは道理。


　微量の魔力が発する信号により、漏斗付近の魔力が変化する。


　なにに変わるのかというと、「周囲の魔力を変化させる魔法」になる。


　これにより変化した魔力は大気に伝染していき、やがて指定された範はん囲いに届くのだという。あらかじめプログラムしておくことにより、範囲を定められるのだ。


　同じ魔法を人間が行使した場合、使用者の魔力まで変化してしまい、消えてしまうのだという。だから機械にやらせなければならない。


　ゼラも理論は理解した。


　が、人間にすら高度な魔法を、生物でもない道具に使わせられるのか。


　常識的な技士であれば、鼻で笑うだろう。


　だがゼラは笑わない。


　──もしもそんなモンが作れたら、面おも白しれぇじゃねーか。


　ここにいる四十人ほどの技士は、全員がそう考えている馬ば鹿か者ものたち。


　だからこそ不可能だと思われた技術を完成させ、ツッキーニでも最さい高こう峰ほうの技士として名を馳はせているのだ。


　夢を捨てたら、技士ではない。


「ゼラ！　手を休めない！」


「うっせぇな！　休んでねーよ！」


　怒ど鳴なりながらも、先ほどよりさらに小さな歯車を投げつけるゼラ。


「つーか、あとどれくらいで完成するんだよ！　あいつら痺しびれきらしてんぞ！」


「……そう、だよね。ミロクたちも待ってるから早くしないと」


「エルガンディアのチキン野や郎ろうどももやってきて、まさにいまがチャンスなんだ。ここで決めないと技士の名折れだろうが！」


「わかってるよ、うっさいな！　アンタ先生にむかってその口のきき方はなに!?」


「昔の話だろーが！　テメェ本来なら逮たい捕ほされてんだぞ！」


　怒鳴りながらも、オーリャとゼラの手は止まっていない。感情を込めて叫びながら手作業を続けるのがどれほど困難か、周りの技士はみな知っている。


「仲が良いところ、悪いんだけど」


　ルリアンが顔を上げた。


「お客様よ」


　彼女が見ているのは、上空。


　そこからふたりの魔導士が降ってきた。自由落下の速さで地面に叩たたきつけられるかと思ったが、その直前でいきなり慣性に逆らってピタリと静止した。その余波で風が生じ、ゼラとオーリャが顔をそむける。


「テメェら、ツバメの仲間か」


「いかにも」


　さすがに作業を止めて立ち上がるゼラ。


　魔導士の片方は、恭うやうやしく礼をした。


「私はカワセミ。こちらはカラスという」


「…………」


　カラスと紹しよう介かいされた魔導士は、礼もせずに棒立ちでいるだけ。そのローブと仮面の奥に、本当に人間がいるのか疑ってしまうほど無機質な態度。


「なにをしに来たのかは、言わずともわかるな？」


「……ああ。それに対して、オレらがどう対処するかもわかってんだろーな」


　拳こぶしを鳴らすゼラ。


　ルリアンとグラーズニーもゼラのそばに駆かけ寄ろうとするが、


「やめとけ。機装甲のないお前らじゃ、足手まといだ」


「でも、それは兄さんだって！」


　三兄弟の機装甲はすべて破壊された。赤あか目め隊たいの手によって。


　武器もまた道具。どれだけ強かろうが、壊こわれるときは壊れるもの。


「なぁに、心配ねぇよ」


　ゼラは近くに落ちていた巨大レンチを持ち上げる。その長さはゼラの身長ほどもあり、拳ほどの大きさのボルトを締めるときに使うもの。工具ではあるが、使いようによっては人間をミンチにすることもできる。


「待って」


　そんなゼラの前に、オーリャが立ちはだかる。


「ちょっとわからないことがあるんだけど、教えてくれるかしら」


「……？」


　魔導士たちも首をかしげる。


「このシステムとかいうの、アンタたちにどういうメリットがあるわけ？」


「ほう、理解できぬか」


「アタシは技術者だからね。戦略とかには疎うといのよ」


　竜りゆうの聖地を占せん拠きよし、大陸のすべてを敵に回してまで発動させる価値があるシステム。彼らは長い時間をかけてそれを作り、どうするのか。


　ただ勝つために作ったわけではあるまい。


「戦争の先、大陸の未来を見み据すえた巨大な仕組み──それがシステム」


「ますますわかんねぇな」


　ゼラも苦く笑しようする。


　答えてくれないかと思ったが、カワセミは低い声で話し始める。


「……そもそも、魔法という存在そのものが歪いびつなのだ」


「？」


　魔導士の口から出る言葉とは思えない。


「考えてもみろ。筋力や学力は努力次し第だいである程度の差は埋うめることができるが、魔力だけはそうはいかぬ。ルテア大陸の血という制限があるからだ。そのため役職や階級よりも厳しい格差が生まれてしまう」


「……それは、仕方ないだろう。魔法とは血で決まるものだから」


「それを仕方ない、と思えぬのが我々なのだ」


　カワセミは両手を広げ、ローブから手を出した。


「システムは差別をなくす。すべてをゼロに戻もどすことで、平等な世の中が生まれるのだ」


「どこが平等だ！　魔法が使えない世の中なんざ、原始時代と同じじゃねーか！」


「もちろん魔法は使う。だが我々が管理する。システムによって魔力を解かい析せきすれば、やがて国と血による制限はなくなり、誰でも七カ国の魔法が、いや、それらを融ゆう合ごうした新しい魔法を使うこともできる。我々がそう望めば」


　ゼラはその言葉に騙だまされた。


　ふたつ以上の魔法を合成する技術をエサに、第八国エイスランドに協力してしまった。たしかに技術は供きよう与よされたが、彼らの目指す未来はその魔法すら奪うばわれるものだ。


「その『我々が望めば』ってのが最高にイラつくぜ」


　ゼラはレンチをカワセミに向ける。


「つまり、魔法が使いたければテメーラに従えってことじゃねーか」


「そうだ。魔法の行使権すらも自由になる。交こう渉しよう材料にしたり、誰だれかと売買することすらできる。そうなれば第八国エイスランド、いや、ルテア大陸は完全なシステムとして完成する」


「フン」


　スジは通っている。


　カワセミの言う未来が実現したなら、少なくとも安定した魔法社会になるだろう。戦争は起きず、新しい魔法が生まれる可能性もある。


　だが、それは無理だ。


「わかってねぇな、机にしがみついてるガリ勉どもにはよ」


「なに？」


「絵空事だ。できるわけがない」


　ゼラはレンチから手を離し、その手のひらをカワセミに見せた。


「わかるか？　この手が」


「……？」


「ここ見ろ。マメができてるだろ。これはさっきまでハンマーで鉄を叩いていたときにできたんだ。それからこの傷。これはさっきミロクと斬きり合ったときにできた。痛みはねぇが、まだ消えねぇ」


「手の傷がどうしたというのだ」


「これはな。オレの生き様だ」


　ゼラは拳を握にぎり、カワセミに突つき付けた。





「誰かに負けたくねぇって気持ちが、オレをここまで強くしたんだ」





　生まれたときから、そうだった。


　王子と呼ばれてはいるが、ツッキーニは技術大国。実力がものをいう国。そんな中でゼラは力をつけ、常に闘とう争そう心をむき出しにして戦ってきた。


　平和な時代が悪いとは言わない。


　だが、産業をここまで発展させたのは、誰かの「野心」だと思っている。


　安全な国では、それが作れない。


　熱い鉄でないと、変化はしない。


　競争し、磨みがき合ってこそ新しいものが生まれるのだ。


「古ふる臭くさい考えだ」


　そんなゼラの言葉を一いつ蹴しゆうするカワセミ。


「なら、実力で試ためしてみろよ。オレの古臭いやり方を破は壊かいしてみやがれ！」


　そしていま、ゼラの心にまた新しい闘争心が燃え上がる。


「フン。一対一などとは言わぬ。そこにいる全員、かかってこい」


　万単位の技士に対し、カワセミが挑ちよう発はつする。


　その挑発に乗ったのは、ただひとり。


「……！」


　轟ごう音おんが風を切り裂さいた。


　カワセミの隣となりにいたカラスが動物のような速さで動くと、飛来した鋼鉄の矢をつかみ取ったではないか。


　その矢は丸太のように太く、普ふ通つうの弓では引くことすらできない。


　弦つるの音は聞こえなかった。


　誰かが、投げたのだ。


「ゼラの意見に、僕も賛成だ。誰かに勝ちたい、いや、勝てなくても追い付きたいという気持ちが人を強くする」


　技士たちの陣じんを飛び越こえ、ひとりの男が着地する。


「ボーイ……」


　長い棍こん棒ぼうを手にした、黒い長身。


　ホラキアでは〝黒鳥フツケバイン〟と呼ばれる、剛ごう力りきの持ち主。


「ゼラ。僕はボーイじゃない。ベンヤミンだ」


　優やさしい笑え顔がおで、彼は指し摘てきする。


「オーケー。ならばボーイじゃねぇってことを証明してみせな！」


　ゼラもレンチを構える。


　援えん軍ぐんの襲しゆう来らいにも動じず、カワセミとカラスは互たがいに距きよ離りを置く。


　ローブが怪あやしい光を帯びるのを見て、ゼラとベンヤミンは同時に飛びかかった。








　勝利のために戦う者もいれば、仲間を守る者もいる。


　本ほん陣じんの司令部には馬を持たないジルサニア騎き士しが待機しており、全方位からの襲しゆう撃げきに備えていた。


　が、こと第八国エイスランドの魔ま導どう士しにおいては戦いくさの定石が通用しない。


　まず、その移動力。


　どのような魔法を使っているか、あるいは魔法以外の力がはたらいているのか不明だが、魔導士たちは瞬しゆん間かん移動のように距離をつめてくる。馬でも踏とう破はできない地形を難なく越え、厳重な警備で守られている秘密の部屋に侵しん入にゆうし、極ごつ寒かんでも灼しやく熱ねつでも平然としている。


　それが少人数でも大陸と渡わたり合える理由のひとつ。


「無ぶ粋すいなヤツだな。ノックの仕方も知らぬとは」


　戦わない王族も集まる本陣の司令部、その屋上に立っている魔導士フクロウを見上げながら、アーセージが苦笑する。


「フン。もうすぐこの大陸は僕たちの手に落ちる。そうなればお前たちは奴ど隷れいだ。奴隷に礼を尽つくす必要はあるまい？」


「それは貴様の器うつわの小ささを物語っているな」


　司令部の周囲には、ジルサニア騎士だけでなく、待機中のホラキア兵士やオウガンの足軽が詰つめ寄っている。


　数にして五万以上。


　が、フクロウはその数が無力だと知っている。


　直接、司令部を破壊してしまえば、その軍は命令系統を失う。数万の軍もバラバラになり、どこへ向かえばよいのかすらわからなくなる。


　無論、できるわけがない。司令部を守る軍を素す通どおりして、直接そこまで行くことなど。そうなれば防衛という言葉の意味すら失ってしまう。しかしフクロウたち第八国エイスランドは、その防衛を通ってきた。原因を考えるよりもまず、結果に対して行動すべきだろう。


「降りてこい、魔導士。私はジルサニア王国第一王子アーセージだ。相手にとって不足はあるまい」


「フン。身の程ほどを知れ」


　そう言いつつも、フクロウは屋上から飛び降り、アーセージの前に立つ。


　アーセージは騎き馬ばに乗っておらず、鎧よろいも身につけていない。しかし抜ぬき放った剣けんの輝かがやきは、強化魔法などなくとも充じゆう分ぶんな切れ味を持っていることを示している。


「殿でん下か！」


　バウゼンとその部下たちがアーセージを庇かばうように立ちはだかるが、


「待て。話がまだ終わっていない」


　アーセージがそう言うと、バウゼンたちはサッと横に退く。アーセージのために道を空けるのは、部下として当然のこと。


「……正気かい？　将軍のくせに、部下に守らせないのか」


「貴様は聞いていなかったのか？　話が終わっていないと言ったのだ。相手と話すときには、障害物を置くものではない。それが礼れい儀ぎだ」


「…………」


　あくまでも紳しん士し的な佇たたずまいのアーセージに、フクロウが拳こぶしを握る。


「第八国エイスランドの魔導士よ。貴様らがなにをしようと関係ない。我々が叩たたき潰つぶしてやる。どこからでもかかってくるがいい。全力でお相手しよう。互いの健けん闘とうを祈いのる」


　剣を眼前に掲かかげ、騎士の敬礼をするアーセージ。


「話は以上だ。さぁ、行くぞバウゼン」


「はっ」


　バウゼンが二刀を抜き放つと、それに合わせて彼の部下、蒼そう月げつ隊たいの騎士が剣を抜く。さらに周囲の騎士たちも同時に抜ばつ刀とうする。


　音楽のような剣の音が、本陣に鳴り響ひびく。


「おっと、言い忘れていたぞ」


　剣を構え、アーセージが苦笑する。


「魔導士よ、私は奴隷だろうが動物だろうが礼を尽くす。それが高貴なる身分に生まれ、騎士として自らを律する者の務めだからな」


「貴様ぁ……っ！」


　フクロウの手に雷かみなりのように強力な電流が集まる。


　その衝しよう撃げき波はも、彼の怒いかりも、アーセージは涼すずやかな顔で受け流した。








「なるほど、妥だ当とうな判断だ」


　補給と回復、このふたつを押さえれば戦は勝ったも同然。


　ならば敵が真っ先に狙ねらうのも、そこ。


　しかしまさか魔導士が直接襲おそってくるとはヴィジャも思っていなかった。


「……笑止」


　即そく席せきのテントが立ち並ぶのは、ホルディ市の東。目をこらせば城じよう壁へきが見えるほどの位置で、ベト軍はそこまで離り脱だつしていた。


　テント群の脇わきにはジルサニア騎士が騎乗して待機しており、傷ついた患かん者じやと治った患者を入れ換えて走り続ける。


　ヴィジャがいるのは、そのテント群からわずかに離はなれた場所。


　これより後ろには、敵を入れてはならない場所だ。


「だが、やらせはしない。ベトの戦士を舐なめるなよ」


「……こちらも仕事だ」


　魔導士オウムは手の中にある駒こまを弄もてあそぶ。その駒が手から離れると、地面に転がった。魔力を帯びた駒はみるみるうちに巨きよ大だい化し、やがて四本足の生き物の姿をとる。顔も毛もない不格好なゴーレムのようだが、肌はだの質感から鉄のような金属だとわかる。


「……ゆけ」


　オウムが命令すると、四本足の駒が突とつ撃げきする。


　ヴィジャは正面からそれに斬りかかり、そして負けた。


「ぐっ！」


　強力な突とつ進しんにより身体からだ中の骨が折れ、血を撒まき散らしながら吹ふき飛ぶヴィジャ。手足が奇き妙みような方向に曲がったまま倒たおれ伏ふす。


　が、彼が倒れても周囲の戦士たちは動じない。


「それだけか？」


　全身の骨を折ったヴィジャが立ち上がる。


　たった一瞬で、全身の傷が治っている。


　それは彼の主人であるミーヤーの心臓に埋うめ込まれている「種」の力。世界最高の回復力を持ったミーヤーに守られている以上、ヴィジャに死はやってこない。


　大切な人を守るために得た力。


「ならば、次はこちらの番だ。治ち療りようの邪じや魔まをする者は、王だろうが神だろうが出ていってもらう。それがベトの魔導士の掟おきてだ！」


　曲刀を構え、ヴィジャが吠ほえる。


　彼の叫さけびに呼応して、オウムの周囲に何十人ものベト戦士たちが駆かけ寄ってきた。





　　　　＊




　竜りゆうの聖地の入り口は堅けん牢ろうだったが、樹木である以上、切り倒せないことはない。ホラキア兵士たちが幾いく度ども斧おのを振ふるい、交替しては切り崩くずし、前進を続けた。この樹木の壁かべは必ず終わると信じて。


　そして彼らの願いは通じた。樹木の壁も目に見える数十本の木を倒せば、あとは普ふ通つうのサイズに戻もどっていたのだ。


「ま、当然だな。この森全部が肥大化してたら、生態系が狂くるっちまう。それは第八国エイスランドの望むところじゃねーだろ」


　斧すら持っていないのに、偉えらそうな態度のジュジュ。


　彼女は赤目隊に守られながら、人工的に作られた巨大樹木の門を通り抜ける。その脇ではヘトヘトになったホラキア兵士が倒れていた。


　そんな彼らに水を渡すのは、木に負けない大きな身体を持つふたり。気がつけばいつもミロクの側そばにいるマガタとレンボクシだ。彼らはジュジュの知る限り、ミロクより強い希有な人間だ。まるで赤目隊を見ているようで、少しおかしい。


「たいしたもんじゃねーか。こんな木を切るなんて」


　水を渡しながら、身体を抱だき起こすマガタ。


「ヘッ……オウガン野や郎ろうには負けんよ」


「ああ。根こん性じようあるぜ、お前たち」


　水を受け取り、男の笑顔で返すホラキア兵士。


　マガタもニヤリと笑い、立ち上がる。


「あとは俺たちに任しとけや。オウガンの根性も見せてやるぜ」


　カッコ良く決めたあと、


「なぁ、ミロク様！」


「──ああ」


　オウガンの着物を着て、すっかりその気になっているミロク。配下の士気を高めるためだとはいえ、いつものミロクを知っているジュジュには笑える表情だ。


　ミロクは刀を抜き、暗い森の獣けもの道みちをまっすぐ指し示す。


「突撃だ！　第八国エイスランドを潰すんだ！」


「おおおおおおおっ！」


　ホラキアが作った入り口に、オウガンの歩兵たちが殺さつ到とうする。


「ミロク！」


　先頭集団にいるのは、シェンラン率いる天てん尾び隊たい。彼女が一いち番ばん槍やりならば、これほど頼たのもしいことはない。


　ミロクと共きよう闘とうできて嬉うれしいのが表情でわかる。


　ジュジュも同じ表情をしているのだろう。自分で気づいて、頰ほおがわずかに赤くなった。


「シェンラン！　気をつけろよ！」


「ああ！」


　会話をしながらも、人の波に飲み込まれてゆくシェンランたち。


　ミロクと赤目隊は脇にそれて、その様をじっと眺ながめている。


「まだ行くなよ、ミロク」


「……わかってる」


　ミロクの袖そでを摑つかむジュジュ。


　きっと彼は先頭に立って、どこまでも突つき進みたいに違ちがいない。しかし暗い森の中でそういう真ま似ねをするのは自殺行こう為いだ。特にあのいやらしい第八国エイスランドが相手ならなおさら気をつけなければ。


「けど、俺たちもそろそろ行くぞ」


　ミロクがこちらに手を伸のばす。


「うん」


　自然にジュジュは手を握にぎる。


「心配しないで、ジュジュ。あたしたちもいるんだからね」


「……んだ」


　アーニィとフェリサに呼ばれ、振り返る。


　そうだ。ミロクだけではない。


　いま、ここには世界でもっとも頼もしい人間が揃そろっているのだ。


「んじゃ、出しゆつ撃げきだ」


　ミロクの頭の上に乗り、ビスマルクが命令する。


「はいっ」


　オウガンの将軍なのに、ビスマルクの命令に答えるミロク。


　なんだかおかしくて、決戦前なのにクスクスと笑ってしまった。








　獣道は基本的にまっすぐ山まで続いているらしい。


　だが、第八国エイスランドもそれを知っている。当然、攻せめてくる相手に対して、そこに兵なり罠わななり置いておくのが定石。バカなミロクでもそうする。


　深い森のどこかで、敵が待ち構えている。


　緊きん張ちようしながら前進するオウガン軍と赤目隊。


　その緊張を破ったのは、敵による攻こう撃げきではなかった。


「ミロク様！　報告します！」
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　前方から戻ってくるひとりの足軽。


「どうした？」


「先せん遣けん隊たいが、生き残りを発見しました！　藍らん山ざん同どう盟めいの者たちです！」


「藍山の!?」


　そうだ、藍山同盟の人間は南から森に進入したのだ。


　それが北から入ったミロクたちと遭そう遇ぐうするとは、どういうことだろう。


　すぐにミロクはその生き残りを呼んだ。報告した足軽が全速力で戻ると、やがて数十名の男たちがやってきた。確かく認にんするまでもなく、藍山同盟の狩人かりゆうどの装しよう束ぞくを身につけており、疲つかれ果てた表情でミロクに挨あい拶さつをした。


「アンタがオウガンの代表か？」


「そうです。サ・ミロク・オウガンと言います」


「オラは藍山のエゲト族の族長代理のカリスってモンだ」


「カリスさん。なにがあったんですか？」


「それが……よぉ」


　カリスという男は、腕うでを組んで首を傾かしげる。


「オラたち、敵と遭あわなかったんだ」


「え……？」


　よく見れば彼らは疲れてはいるが、無傷だった。服が破れている者は何人かいるが、戦せん闘とうの形けい跡せきはない。矢も消しよう耗もうしていないし、食料もある。


「いやな、三部族の精せい鋭えいで南から入ったんだども、誰だれとも会わずにここまで来ちまった。他の部族が襲おそわれたのかと思ったんだども、戦いくさの音も聞こえねぇ。まさか音も立てずにやられるなんてこたぁねぇべ。誰かが笛くらい吹ける」


　カリスの証言に、ミロクたちは困こん惑わくする。


　もしかしてこの森はもぬけの殻からなのか。


　本当は第八国エイスランドは別の場所におり、あたかもここにいるかのように──


「確実にここに敵はいるはずなんだ」


　ミロクの頭の上から、ビスマルクが断言する。


「でなけりゃ、あのシステムとかいう魔法が使えねぇ。仮にほとんど出で払はらっていたとしても、誰かひとりはここに残っていなきゃならねぇんだ」


「そうですよね。でないと、俺たちに占せん領りようされてしまうし」


　敵は必ずここにいる。


　では藍山同盟の彼らはどうして遭わなかったのか。


「つーかよぉ」


　カリスが足あし下もとを見る。


「こんな道、いままでなかったべ。オラたち、オウガンと遭うまでずっと道のない森を進んできたんだ」


「獣道もなかったのか？」


「んだ」


　尋たずねるビスマルクに、はっきりと答えるカリス。


　するとビスマルクは下を向いて考える。


「……魔法で目くらまし、か。幻げん覚かくを見せて、正しい道を隠す。まぁ妥だ当とうな手だな」


「かぁーっ、オラたち騙だまされてたんか！」


　頭を抱かかえるカリス。


　戦闘するよりも、素す通どおりさせてしまった方が楽だ。加えてこの鬱うつ蒼そうとした森なら、道を外させることも容易だろう。


「じゃあ、いまはどうしてこの道が見えるんですか？」


　ミロクは道の先を見る。


　オウガン軍が進攻しているが、先頭集団は見えない。


「俺たちを誘さそってるんだよ」


　ビスマルクの答えに、ミロクは納なつ得とくする。


　腰こしに提げた刀に触ふれ、いつでも抜ぬけるように準備する。


　ちょうどそのとき、前方で戦いが始まった。


「敵てき襲しゆう！　戦えぇぇっ！」


　かぼそく聞こえる絶ぜつ叫きよう。


　暗い森のずっと奥で仲間が戦っている。


　そう思うと、ミロクはいてもたってもいられなくなる。


「隊長！」


「ああ」


　ビスマルクは頷うなずき、ミロクの肩かたにしがみつく。


「行くぞ！」


　その場にいる全員に呼びかけ、ミロクは走った。獣道は先行している部隊が切り拓ひらいていたため、三人は並んで歩ける幅はばになっている。その脇わきをミロクとビスマルクはすり抜けるようにして走った。


　どこまでも続くかと思われる森だが、唐とう突とつに光が差し込んだ。そこだけ草原でもあるのかと思ったが、そうではない。


　巨きよ大だいな影かげが木を薙なぎ倒たおしているのだ。


　状じよう況きようを想像するまでもない。


　その巨大なもの付近から発せられるオウガン軍の叫さけび声。悲鳴と怒ど号ごうが入り交じったそれは戦の声だ。オウガン軍が巨大ななにかと戦っているのだ。


　ほどなくして、それは見えた。


　光が徐じよ々じよに広がってゆく。広こう範はん囲いにわたって木が倒れたせいだ。その光に晒さらされているのは、大型の竜りゆう。


　いや、あれを竜と呼ぶべきか。


　まるで木のうろのようにドロドロに溶とけた鱗うろこ。失った皮ひ膚ふからのぞく骨。すでに畏い怖ふも敬意も抱いだかない、弱々しい鳴き声。


　竜は死んでいた。


　ゾンビになっていたのだ。


　ここは竜の聖地。死期を悟さとった竜がやってくる場所。だからここにゾンビ植物を使えば、竜のゾンビが生まれるのは当然のこと。


　おそらく、あの竜型ゴーレムの素体もこれだろう。


「ミロク！」


　その竜と戦っているのは、シェンラン率いる天尾隊。彼女たち五人がまとまって、一いつ匹ぴきの竜を叩たたき伏ふせている。竜型ゴーレムと違い、たった五人で倒せるほど脆もろい。ゴーレムと違って鎧よろいを着ていないせいだろう。


「シェンラン様に続けぇっ！」


　オウガン兵が突とつ撃げきした。


　竜のゾンビは人型と同じように、意識の無い状態でうろついているだけ。しかし人型と違って身体からだが大きいため、それだけで邪じや魔まになる。排はい除じよしようとしても、踏ふみ潰つぶされる可能性も高い。


　加えて、竜の血は猛もう毒どくだ。死んで時間の経たっていない竜のゾンビからは臭くさい臭においが発せられており、触れた植物が枯かれている。


「進むんだ！　この先に必ず魔導士がいる！」


　味方を鼓こ舞ぶしながら、ミロクも竜型ゾンビを倒そうと剣けんに手を伸ばす。


　が、抜く前に思いとどまる。


「どうしたミロク」


「……います」


　ミロクが見ているのは、竜型ゾンビの先。


　薄うす暗ぐらい森の茂しげみの向こうに立っている、ローブ姿の魔導士。


「……っ！」


　見つけた途と端たん、ミロクは全速力で走った。


　──俺たちを誘っている。


　ビスマルクの言葉は正しかった。


　魔導士はミロクが追いかけたのを確認してから、ゆるやかに飛ひ翔しようして後方へ下がる。まるでこちらへ来いと誘っているかのよう。


「おいミロク！　ありゃ罠だ！」


「わかってます！」


　それでもミロクは走る。


　あの魔導士は──


　あいつは──！


「ミロク様!?」


　後方から聞こえるオウガン軍の声がどんどん遠くなる。


　それでもミロクは道無き道を走る。


　やがて、それを見つけた。


　白いオブジェのようなもの。


　巨大な奥歯のようなものが地面から生えている。実際、それは巨竜の骨の一部のようだ。どこの骨かはわからないが、石せき碑ひのようにそびえ立っている。


　ここは竜の墓場だ。骨があってもおかしくはない。


　その骨の上に、魔導士がいた。


「…………久シ、ブリ、ダ」


　金属が擦こすれるような、イヤな音だった。


　魔導士の見た目も醜しゆう悪あくだ。ひどく小さい身体に不ふ釣つり合いな大きさの手足。それも生身ではなく、鎧のような義ぎ肢しのせい。


　ミロクは体格ではなく、そのひび割れた仮面に見覚えがあった。


「お前……！」


　彼は死んだはずだ。


「ハチドリとか言ったな……生きていたのか！」


「生キル、サ。オ前タチ、タ、タオス、タメ」


　身体も声も人間のものとは思えない。生身の部分がどれほど残っているのだろうか。そして彼がこうまでして生き存ながらえている理由も、ミロクにはわかる。


「赤目隊を怨うらんでいるのか」


「ト、当然、ダ」


「あの竜のゾンビもお前の仕し業わざか」


「ア、アア。オ、俺ヲ止メレバ、竜モ、ト、止マル」


「そうか。教えてくれてありがとうな」


　ミロクは腰の剣に手をかけた。


　彼が正直に教えてくれたのは、ひとえに再戦を望んでいるから。


「…………」


　と、突とつ然ぜんハチドリが虚こ空くうを見る。


「どうした？」


　ミロクが尋ねると、小さく地面が揺ゆれた。


「地じ震しん……？」


「ジ、時間ガ、少ナイ、ナ」


「どういう意味だ？」


「フ、フフフフ。誰モ、気ヅイテ、イ、イナイ。もず、デ、サエモ」


　答えになっていない。これは勝っても教えないという意味か。


　だが、どのみち避さけては通れない戦い。


「……もう一度、葬ほうむってやる」


「ケ、ケケケ！　先ニ、逝いッテイロ！」


　ハチドリの鎧が光る。


　システムの影えい響きよう下にあるミロクは魔法の恩おん恵けいにあずかることができない。


　それでも、彼を倒さなければ第八国エイスランドを倒すことはできない。


　ミロクは宝刀「月光切り」を抜き放つ。


　魔法などかかっていないのに、その刀身から放たれる光は蠱こ惑わく的な美しさがあった。





　　　　＊




「よしっ、組み立ては終わった！」


　汗あせを拭ぬぐい、オーリャが立ち上がる。


　完成したのは巨大な漏ろう斗とのような装置。


　これがオーリャの頭の「設計図」にあった「魔力消去装置」である。起動すると周囲の魔力を変化させるため、システムにも影響を及およぼす。理論上は。


　彼女を中心に、四十名ほどの技士が手を取り合って喜んでいる。その周囲には工具や鉄くずが散乱しており、さらに魔導回路やケーブルも散らばっているため、パッと見はゴミの山と間ま違ちがわれても仕方ない。


　が、一刻を争うこの事態で、見た目にこだわっているヒマはない。


「……で、姐あねさん。どうしましょうか」


　技士のひとりが尋たずねる。


「そうねぇ……」


　装置の周りには技士がおり、さらにその装置と技士を守る機き装そう甲こうを着た技士が数百人単位で包囲している。


　その外側にいる技士が吹ふき飛んでいるのが見えた。


「うおおおおおおおおおおっ！」


　スパークのような光と、地面を揺るがすような低音が轟とどろく。


　あの集団の外では、また別の集団が戦っている。ゼラとベンヤミンをはじめとする先頭集団が、たったふたりの魔導士を相手に命のやりとりをしている。


　すべてはこの装置のため。


　魔導士は装置の破は壊かいを最重要目標にしているが、こちらとてむざむざ破壊させたりはしない。


　とはいえ、ここで装置を起動させるのは無む謀ぼう極きわまりない。せめてどこかでテストしてから起動させたい。そもそもシステムが起動しているこのエリアで、正確に装置が作動するのかわからない。


「装置を移動させるべきか……それとも、ここで起動すべきか」


　オーリャは迷う。


　時間をかけて確実に装置を動かすか、それとも一か八かに賭かけるか。


　別に一度起動したら終わりではない。装置は何度でも起動できる。ただ、動作を確かく認にんするまでには時間がかかる。


　それに、失敗した場合、なにが起きるかわからない。成功した場合ですら。


　そのリスクを負うべきか考えているのだ。


「姐さん！」


　技士が急せかす声に、オーリャの気持ちがさらに揺れる。


「この装置は……」


　オーリャが口にしようとした、そのとき。


「早くしねぇか、先生よぉ！」


　遠くから悲鳴のような絶ぜつ叫きようが聞こえた。


　ゼラだ。


　重じゆう爆ばく撃げきのような音を轟かせ、魔導士と紙かみ一ひと重えの戦いを繰くり広げているはずなのに。


「オレは強いがなぁ！　戦ってるのはオレたちだけじゃねぇだろ！　このままモタモタしてっと、確実に負ける！　だったら一発、戦場を乱しちまえよ！」


「戦場を乱す……」


　どうなってもいい、と言いたいのか。


　ゼラの言葉は正しい。システムのせいで魔法が使えなくなり、第八国エイスランドに絶対的な優位性が生じている。ならば盤ばんをひっくり返すことも手段のひとつ。


「──知らないからね！」


　魔法を止めるのではない。


　この場をメチャクチャにするつもりで、オーリャは装置を起動させる。


　ケーブルがむき出しのスイッチを入れると、魔法停止装置は唸うなり声のような音を立てる。中の歯車やシリンダーが動き出し、ゆっくりと回っていく──








　効果は劇的ではなかった。


　オーリャの作った装置によって、まず周囲の魔力が変化する。変化した魔力が、さらに周囲の魔力を変化させる。連れん鎖さ反応は徐じよ々じよに広がっていき、やがて竜りゆうの聖地周辺一帯を覆おおう。ただしその速度は緩ゆるやかで、観測しにくい。


　それでも魔力が変わったことは、誰だれでも理解できた。


「……ん、んん？」


　片手剣けんを振ふりかぶり、大きなモーションで振り下ろすアーセージ。


　が、振り下ろした瞬しゆん間かんに転んだ。


「くっ！」


　自分の剣が予想よりも速いのだ。


　急に軽くなったためである。


「ハハハハハハ、なにをやっているんだ王子様！」


　倒たおれたアーセージに対して、フクロウが手を伸のばす。放出魔法の構えだ。フクロウの手に魔力の光が溜たまってゆき、


「死ね！」


　絶対の自信を持って繰り出した放出魔法は、しかし三つに分かれてアーセージを逸それ、はるか前方の空に飛んでいくではないか。


「な、なんだこれは……？」


　フクロウも驚おどろいて自分の手を見る。


「お、おおお？」


　アーセージやフクロウだけではない。


　剣を持った騎き士したちがうろたえている。木の枝のように軽々と剣を振るう騎士や、砂のように風化した剣に驚いている騎士。装備の変化に全員が驚きよう愕がくしている。


「これはどういうことだ？」


「まさか、カワセミ……しくじったか」


　どうやらフクロウは状じよう況きようがわかっているらしい。


　アーセージにも少しはわかる。剣にかけられていた付加魔法が乱れている。


　そう、失われたのではなく、乱れている。


　これはとても危険な状態だ。


「うおおおおおおっ！」


　もう一度剣をとる。


　が、今度は重い。


「くぅっ！」


　フクロウが迎むかえ撃うとうと手を伸ばす。


　まっすぐに突とつ撃げきするアーセージに放出魔法を浴びせようとする。


　が、今度はフクロウの手が爆発した。


「ぎゃああああああっ！」


「くっ！」


　煙けむりを上げて転がるフクロウ。至し近きん距きよ離りで爆発したため、アーセージも顔を覆って転がる。目が熱くて前がまともに見えなくなった。


「殿でん下か！」


　顔を火傷やけどしたアーセージに代わり、バウゼンたちが飛び出す。


「く、くそおっ！」


　フクロウが手を出す。


「…………！」


　しかし、放出魔法を出せない。


　また爆発するのでは、と一瞬だけ躊ちゆう躇ちよしたのだ。


　その一瞬が命取りになった。


「おおおおおおおおおっ！」


　バウゼンの剣がフクロウを刺さし貫つらぬく。


　続いて蒼月隊の騎士たちも次々にフクロウを刺した。


「お、おのれ……平民風ふ情ぜいが、僕をぉぉぉっ──！」


　何本もの剣に串くし刺ざしにされたフクロウ、それでも攻こう撃げきしようと手を光らせるが、魔ま力りよくは拡散して周囲に散らばり、誰にもあたらない。


「僕は……僕はあぁぁっ……こんなところで……！」


　呪じゆ詛そと魔力を撒まき散らし、そしてどちらも徐々に弱々しくなっていく。


　やがて糸が切れたように、フクロウはぷっつりとその場に倒れ、そして動かなくなった。念のため騎士が近づき、さらに剣を刺すがなんの反応もなかった。


「お、おお……死んだ」


「やった、魔導士を俺たちが倒したんだ……！」


　歓かん声せいを上げる騎士たち。


　戦いはまだ終わっていないのに、もう勝ったような勢いだ。


「殿下！」


「大だい丈じよう夫ぶだ」


　ようやく目の腫はれが引いたアーセージ、ゆっくりと目を開ける。


　そこには何十もの剣に刺されたフクロウの死体が転がっていた。


　勝因は、あの魔力の乱れのせいだ。


　第八国エイスランドの魔導士は、魔法に頼たよりすぎている。対してこちらはこの身体からだで、この剣で戦った。どんなに重い剣でも、この二本の手で持ち上げさえすれば相手を攻撃することができるのだ。


「これが、オーリャ殿どのの魔法消去装置の力なのか……」


　消去とは違うが、これはこれで恐おそろしい力だ。


　はたしてこの装置によって、どんな結果が生まれるのか。


「ミロクよ……どんな事態になっても、ジュジュだけは守れよ」


　今度、妹を失うようなマネをしたら、確実に斬きる。


　そうならない自信があるからこそ、最前線に行くことも許可したのだ。


　赤目隊はこの不安定な状態をチャンスに変える力を持っている。


　腹立たしいが、不思議な魅み力りよくを持っているミロクたちに希望を託たくし、アーセージはその場に座る。


　大の字になって寝ね転ころびたいくらい、どっと疲つかれが出た。





　　　　＊




　本ほん陣じんよりも劇的な変化が、竜の聖地で起きていた。


「うおおおおおおっ！」


「オオォッ！」


　ミロクが横よこ薙なぎに振るう剣がハチドリに受け止められる。


　強化魔法と付加魔法によって鋼鉄よりも固かたくなった、機械の腕うで。それはミロクの剣をがっちりと摑つかむと、刃はを折ろうとする。


「しまった！」


　強化魔法がかかっていない「月光切り」は、切れ味は優すぐれているが、折られればおしまいだ。なんとかハチドリの手から抜ぬこうと、ミロクは強ごう引いんに剣を引っ張る。


「……ム！」


　剣が抜けた。


　ハチドリの腕ごと。


「えっ！」


　全力で引っ張ったが、ミロクの腕わん力りよくであの機械の腕を引っこ抜けるわけがない。


　勢い余って背後に倒れそうになるのを堪こらえ、剣にくっついたハチドリの腕を引っぺがす。


「ナ、ナ、ナンダ、コレ、ハ」


　もがれたハチドリの右みぎ腕うでから、血でもない液体が流れている。


　どうやら彼も理解していないようだ。


「ミロク。気をつけろ」


　肩かたに乗ったビスマルクが忠告する。


「なんか魔力がおかしくなってるぜ。アイツの身体も維い持じできなくなってるんだ」


「おかしくなってる？」


　言われて、自分の剣を見る。


　この「月光切り」にはトーラットが付加魔法をかけてくれた。そのため通常よりも強きよう靭じんになっているそうだ。


　その刀身が明めい滅めつしていた。


　蛾がが入り込んだランプのように、不規則な光がチカチカと輝かがやいている。目に見えてわかる不安定さだが、重さも感かん触しよくも変わらない。


　むしろハチドリのほうが深刻だ。


　全身を義ぎ肢しで補っている彼は、魔法でそれらを維持している。それが不安定になれば、当然、身体が保てなくなる。


「オオオ、オオオオオオ……！」


　ハチドリが倒れた。


　右腕だけでなく、両方の脚あしも外れる。


　全身から液体を流し、まるで溶とけていくように小さくなる身体。


「悔シイ……オ、俺ハ、コ、コンナ、カ、形デ、シ、死ヌノカ」


　もはや動けなくなったハチドリ。


　勝負はついた。このまま放置していても、彼は死ぬ。


　ミロクは剣を収めようとするが──


「タ、戦イタカッタ。モウ一度、ア、赤目隊ニ復ふく讐しゆうシタカッタ」


「ハチドリ……」


「イ、イヤダ。戦ワズニ、シ、死ヌノハ」


「──そうだな」


　ミロクは剣を構える。


　もはや身体よりローブのほうが大きくなったハチドリをまっすぐに見み据すえ、正眼の構えをとる。


　肉につ塊かいになろうとしているハチドリに対し、それでも戦う意志を見せる。


「ア、アリガ、トウ──」


　敬意を払はらうように、一瞬だけ目を閉じる。


「俺はオウガン帝てい国こく第三皇子──いや、元ジルサニア騎士団赤目隊、咬兎サベツジラビツトミロク・シーレン。貴き殿でんとの戦いに敬意を表し、慈じ悲ひの剣を送ろう」


「エ、第八国エイスランドニ、栄光アレ！」


　倒たおれたハチドリの首を、ミロクは刎はねた。


　澄すんだ音と共に、ハチドリの首と、そして剣けんの刀身が飛んだ。


　ハチドリは全身を魔力と機械で覆おおっていたため、非常に硬い骨を持っていた。そのため魔力が不安定な「月光切り」の、ちょうど脆もろい部分にあたったらしい。


「あっ……」


　兄から譲ゆずり受けた剣を折ったことにショックを受けるミロクだが、


「いいさ。持って行け」


　地面に刺さった刃に背を向け、ミロクは歩き出す。


　ハチドリの言うことが真実ならば、これで竜りゆうのゾンビも土に還かえるだろう。


　あとは──


「ミロク、大丈夫か？」


「…………はい」


　ここまでずっと戦い通しだったのだ。ヴィジャに回復してもらったとはいえ、精神的な疲れはずっと残っている。


　剣も折れ、身体も疲れた。


　残っているのは、闘とう争そう心のみ。


　それだけあれば充じゆう分ぶんだ。


「ミロク！」


　ジュジュの声に振ふり返る。


　草むらを切り崩くずしながら、ジュジュと赤目隊、そしてオウガン軍の集団がやってきた。


「ここにいたんだミロク！　捜したんだよ！」


「ミロク様！　ご無事ですか!?」


「大丈夫ですか、お怪け我がは!?」


「おいおいミロク。なに泣きそうなツラしてんだよ」


　たくさんの声がミロクに投げかけられる。


　そのひとつひとつが心に染しみ込んでいき、力になる。


「──みんな。もう少しで終わる。がんばろう」


「おおっ！」


　ミロクの声もまた、みなに力を与あたえるのだ。








「ミロク様！　予定では、もうすぐ目的地です！」


「ああ！」


　背後からかかる部下たちの声。


　気がつけばミロクは先頭を歩いていた。千人以上のオウガン軍が森に侵しん入にゆうするのを見届けたのに、最終的にはこうなってしまう。「ついてこい」とは一言も言っていないのに、ミロクの後ろには列ができるのだ。


「ジュジュ。どうだ？」


「うん」


　ジュジュはミロクの隣となりを歩いている。


　彼女は戦うことができない。それでも最前線の最前列にいる。無む謀ぼう極きわまりない行こう為いだが、ミロクは気にしていない。


　絶対に守り切る自信があるから。


　それはジュジュの周囲にいる赤目隊も同じ。戦せん闘とう態勢でジュジュを取り囲み、上下左右どこから攻せめられても対応できるように構えている。


　しかし──


「攻めてこないね」


　腕を頭の後ろで組み、アーニィが呟つぶやく。


「……だな」


　ディアートも手の中で黒い塊かたまりを弄もてあそびながら同意する。


　フェリサが鼻をひくつかせながら周囲を観察するのだが、


「獣けものと虫しかいねぇぞ。魔ま導どう士しの気配さ感じねぇ」


「もしかして、本当にもぬけの殻からなのか？」


　と口に出すが、そうであればシステムを簡単に破は壊かいできてしまう。


　これで本当にいいのか。ミロクだけでなく、全員が疑問を感じ始めたころ、とうとう目的地まで辿たどりついてしまった。


　複数の獣道が集まる場所だった。


「あっ、ミロク！」


　そこは泉だった。


　ジルサニア王宮の中庭にある、プールのような池に似ている。ここにいるオウガン軍全員の喉のどの渇かわきを癒いやすことができるくらい深くて広い。


　ミロクがまず見つけたのは、先行している部隊。


　シェンランの天尾隊だった。


　彼女たちは別ルートからこの泉に辿りついたようだ。天尾隊だけでなく、他の道からも続々と人がやってくる。


「あっ、おめたち！」


　藍山同盟のカリス率いる部族が、嬉うれしそうな声をあげる。藍山の先行部隊もいるようだ。


　全員が、一度に一箇所に集まる。


　──作さく為い的なものを感じる。


「気をつけろ」


　ビスマルクに言われずとも、わかる。


　泉に魔導士がいた。


「ヒヒッ、ヒヒヒ……」


　これだけの人数が集まったというのに、泉から顔を上げず、手で水遊びをしている。彼の手が水に触ふれると、波は紋もんが水みな面もを揺ゆらす。


　水面には幾き何か学模様が描えがかれており、これがなんらかの魔法を使う媒ばい体たいであることは一目瞭りよう然ぜんだった。


「ジュジュ。手はどうだ？」


「ちょっと待って」


　ジュジュは自分の左手を見る。ジルサニアが誇ほこる「宝物庫」も、システムのせいで使えなくなっていた。だが魔力が乱れた現在は──


「よっ、と」


　出てきた。


　広くて大きな刀身に、柄つかの先についた装そう飾しよく品の鈴すず。


　いつも使っている「鈴の剣」だ。騎き士しはクビになっても、ジュジュとの契けい約やくはいつまでも切れない。


「ほれっ」


「ああ、サンキュー」


　ありがたくそれを受け取るミロク。「月光切り」も名刀だったが、やはり使い慣れたこの剣が一番手になじむ。


「あれっ、もうちょい……待って、あともう少しで」


　乱れた魔力で、ジュジュが手から別の剣を出そうと悪戦苦く闘とうしている中、オウガン軍は泉で遊んでいる魔導士を包囲していく。


「動くなよ、魔導士」


「……ヒヒ」


　シェンランが鼻先に槍やりをつきつけても、魔導士はまったく態度を変えない。


「おい、聞いているのか！」


　シェンランがさらに一歩踏ふみ込んで、魔導士に詰つめ寄る。


　そのとき、彼女の足下からひとかけらの石が泉に落ちた。小さな波紋が魔導士の手が起こす波紋と干かん渉しようする。


「ヒッ……！」


　魔導士の手が止まった。


「あああぁ、ああああああああああ！」


　かと思えば、突とつ然ぜん立ち上がって絶ぜつ叫きようした。シェンランも何事かわからず一歩下がる。魔導士は半はん狂きよう乱らんになりながら暴れだす。


「こ、このぉっ！」


　驚おどろいたオウガン軍の足軽が、手て柄がらを立てようと命令もなしに魔導士に斬きりかかった。


「えっ？」


　が、その男は魔導士に触れる前に倒れてしまった。


　倒れた男の首は、ありえない方向に折れまがっている。


「がっ……！」


「ああぁ……」


　その男の周囲にいた者たちも、首を折られて倒れた。手も触れずに複数の人間の首のみを折るという魔法など存在するのか。


「ミロク！　ここは私たちに任せろ！」


　シェンランが槍を構える。彼女を守るように、天尾隊の四人が集まる。魔法の干渉を受ける前に魔導士に襲おそいかかった。


「無茶だシェンラン！　俺たちも──」


　鈴の剣を構え、ミロクも魔導士に斬りかかろうとする。


　しかし、思わぬところから新手が現れた。


「……なぜここにいる？」


　背後。


　乱戦から孤こ立りつした赤目隊の背後に、魔導士がひとり。





　モズ。





「どういうことだ……？　フクロウやオウム、カワセミにカラス……どうして帰ってこない？」


「おいおい、そりゃこっちのセリフだぜ。どういうことだ？　まさか魔導士全員、本当に出で払はらってるのか？」


　ビスマルクの質問に、モズは素す直なおにうなずいた。


「予定ではそれぞれの任務を達成して、集結している時間だ。それなのに誰だれひとりとして帰ってこない」


「そいつぁ残念だったな。大方、連合軍にやられてるんだろうよ」


「だとするならば、私の見み込こみ違ちがいだったようだ。あの程度の連中にやられるようでは、第八国エイスランドの名折れ。いままで学んできたものを生かせなかった愚ぐ者しやということだ」


　死んだかもしれない、数少ない仲間まで愚ぐ弄ろうするモズ。


　しかし彼女の言葉を信じるならば、ここにはあの暴れている魔導士と彼女のふたりしかいない計算だ。


　ならばふたりを倒たおせば終わるのではないか。


　そうミロクが考えるが、モズの本気の力がどれほどのものか、彼はまだ知らない。


「ふむ」


　モズは仮面に触れると、


「赤目隊か。どうせ私を殺すつもりなのだろう」


「……ああ」


「ならば場所を変えよう。ここはハゲワシに任せる」


　彼女がそう言った次の瞬しゆん間かん、景色が一変した。


　戦いの音も、シェンランの声もまったく聞こえなくなる。


　暗い森も、澄すんだ泉も見えない。


　目の前に広がるのは、青空。


　その下に広がる花畑だった。


「な、なんだここ!?」


　ディアートの声に振ふり返る。ジュジュを含ふくめ、赤目隊だけがそこにいた。


　ミロクはすぐ隣にいるジュジュの手を握にぎる。


　小さく震ふるえていた。


「──少し、話をしようか」


　何色もの花に囲まれながら、モズが手招きする。


「いいぜ。二十年ぶりだな」


　ビスマルクが、ミロクの肩かたから降りた。








　花畑の向こう側、美しい青空の下に森が広がっていた。


　つまりここは森よりも高い位置にある。


　竜りゆうの聖地は山を森が囲んでいる場所だ。モズの魔法によって、山に転移させられたのだろう。背後には切り立った崖がけがあり、森へ下りるためにも同じくらい高い崖を下りる必要がある。この場所に人力のみでやってくるのは難しいだろう。


　花の聖域のようなこの場所に、人間が七人。


　赤目隊と、モズ。


　戦う覚かく悟ごを決めながらも、複数の人間を転移させる第八国エイスランドの魔法に驚くミロクだった。


「計算では、すべてうまくいくはずだった。システムは予定通りに完成し、戦争にも打ち勝ち、我々が大陸を支配する──」


　モズは仮面とフードを外す。四十代くらいの女性の顔が現れた。


　もはやミロクたちに隠かくすことはないのだろう。


「机き上じようの空論だけじゃ、うまくはいかねーよ」


　ビスマルクが苦く笑しようするが、


「いいや、すべての計画は途と中ちゆうまでは成功していたのだ。そもそも大陸の七カ国を相手に戦争をするつもりなどなかった。オウガンとツッキーニが戦場をかき回している間に、システムを完成させる予定だったのだ」


　それだけではない。もともと第八国エイスランドはホラキアやベトにも手を回していた。すべての国を中から支配するように暗あん躍やくしていたではないか。


「我らの計画をことごとく邪じや魔ましたのは──お前たちだ、赤目隊」


　モズの指が伸のびる。


　ホラキアの戦争を止め、ベトのゾンビ騒さわぎを止め、ツッキーニとオウガンの侵しん攻こうを止めた。そのせいで第八国エイスランドの計画は大おお幅はばに狂くるっただろう。


「お前たち、いいや、ジェルメーヌ・ジルサニア。お前さえいなければ、第八国エイスランドが勝利していたのだ」


　ジュジュ。


　戦った者は数多くいるが、その中心にいたのは彼女だった。


　赤目隊もミロクも、彼女を守るために戦い続けた。その結果、第八国エイスランドの野望を阻そ止しすることができた。


　ホラキアでもベトでもツッキーニでもオウガンでも、ジュジュの魅み力りよくに惹ひかれた者たちが、それぞれの信念で戦った。


「……そこまで大したことはしてねーよ」


　ジュジュは照れもせず、怒いかりもせず。ただ淡たん々たんと語った。


「私は自分にできることをしただけだ。国を守りたい、誰かを守りたいと思ったのは、個人だ。私はその手伝いをしたいと思っただけだ」


　ミロクは心の中で、違う、と叫さけぶ。


　ジュジュがいなければ立ち上がれなかった人はたくさんいた。その心に火をつけられるジュジュの才能は恐おそるべきものだと思う。


「基本的に我々は、感傷や情熱といった不確定要素を信じていない」


　ジュジュの言葉を受け、モズが答える。


「しかしこういう結果になった以上、その推論が間違っていたことになるな」


「……なぁ、降こう伏ふくしろよ」


　モズの言葉は、事実上の敗北宣言だ。


　ならばこれ以上戦う道理はない。


「姫ひめよ。私を許すというのか？」


「許すとか許さないじゃなくてさ。アンタは頭もいいから、話もわかるだろ。もう戦う意味なんてねーよ。このままやっても、泥どろ沼ぬま化かするぜ？」


「フッ──」


　モズが笑った。


　第八国エイスランドの魔導士にも笑うという感情があったのか、とミロクは一瞬思ってしまった。が、彼らにも人間としてなにかを成し遂とげたいという目的があったからこそ、こうして戦争を仕し掛かけたのだ。


　同じ種族で戦おうと企たくらむのは、人間だけだ。


「ビスマルクよ。姫は本当によく育ったな」


「──ああ。自じ慢まんの姫だ」


　モズとビスマルク、ふたりで頷うなずき合う。


「ジェルメーヌ姫、あなたと話せて良かった。元ジルサニア王国親衛隊の私としては、もう思い残すことはない」


　モズはローブから両手を出す。


　そして、それに魔法の光を集めた。


「さあ、決着をつけようか、赤目隊」


「モズ！」


　まだ戦うというのか。


　ミロクが恫どう喝かつしてもモズは止まらず、その身体からだを宙に浮うかばせる。


「まだ負けが決まったわけではない。現に、システムは完成しつつある。ハゲワシが進めているプログラムは私が引き継ついだ。もはやホラキア全土くらいは覆おおうことができる。先ほどより強い力でな！」


「バカが！　魔法を止めたくらいで、終わるかよっ！」


　ビスマルクが吠ほえる。


「そう思うのならばやってみろ！　証明してみせろ！」


「トーラット！　フェリサ！」


　ミロクは叫ぶ。


「ジュジュを守って、下がってくれ！」


「はいっ！」


　ここにはクロトポリカはいない。トーラットは戦力として数えられない。だからジュジュの守りを任せる。もともとそこがトーラットの居場所なのだ。


　まさかモズもジュジュを率そつ先せんして攻こう撃げきしたりはしないだろうが、戦いの余波でケガをするかもしれない。だからトーラットに守ってもらうのだ。


「……任せろ」


　フェリサはジュジュより後ろに待機している。弓きゆう兵へいの彼女はもともと前線で戦ったりはしない。その代わり、危機を察知することに長たけている。


　ジュジュも戦せん闘とうでは足手まといになるとわかっているのだろう、自ら下がり、トーラットたちに守られるように安全な位置に移動する。


「ミロク！　負けんなよ！」


「──ああ」


　鈴すずの剣けんを構えた。


「隊長、いいですね？」


　それはかつての友を斬きることへの確かく認にん。


「──ああ」


　ビスマルクも懐ふところから魔導球を取り出す。


　彼も過去と決別する心の準備は終えていた。


「アーニィ、ディアート。頼たのみがある」


「なに？　この色男」


「もしも本当にヤバい状じよう況きようになったら、ジュジュを連れて逃にげてくれ」


「はいはい。わかりました、っと」


　少しイラつきながらも、目は真しん剣けんなアーニィ。


「もとより、あんな化け物相手にできるのはミロクくらいだしな」


　ぼやきつつ、全身に〝黒賊ブラツクバンデイツト〟を纏まとわせるディアート。魔力は不安定だが、いまは正常に作動しているようだ。


　四人が四方向からモズを囲む。


「──来い」


　モズの言葉と同時に、両手から放出魔法が打ち出される。


　花畑に落ちたそれは、色とりどりの花弁を血ち煙けむりのように舞まわせた。












　４　赤の月　十九日　あなたに







　不死と呼ばれた最強の戦士ヴィジャも、物理的に立てなくなれば倒たおれる。


「がっ……」


　彼の肉体は両りよう脚あしが曲がり、腕うでは片方失い、全身に剣や槍やりが刺ささっていた。普ふ通つうの人間であれば数回死んでもお釣つりがくる状態だが、ヴィジャはそれでも生きていた。


　唯ゆい一いつ動く手が、曲刀を握にぎる。


　その剣を地に刺し、膝ひざのみで立ち上がった。


「はぁっ……はぁ……！」


　まず、背後を見た。


　そこには無傷のテント群。あの中では治ち療りようが必要な人間とベトの魔導士が戦っている。その戦いを邪魔させないために、ヴィジャは戦った。


　そして彼は前を見る。


　倒れ伏しているベトの戦士たち。


　死者は十人や二十人ではきかない。


　血の海のような戦場で、立っている者はヴィジャのみだった。


　魔導士オウムは、ローブのみを残して死んだ。


　彼の手によって生み出された駒こまの化け物は、その核かくを破は壊かいすると風化して消えていった。最後にヴィジャがオウムの心臓を貫つらぬいたとき、彼もまた砂のようにサラサラと消しよう滅めつしたのである。


　何度も死にかけた。


　オーリャが作ったという魔力消去装置の影えい響きようで、こちらの魔法も不安定になった。おかげで治ち癒ゆ魔法が作動しないことが多々あった。もっともそれは敵も同じだ。


　だから最後は、剣による実力が勝負を決めた。


「誰だれか……生きているか？」


　問いかけるが、返事がない。


　だが、かろうじて息のある者がいた。ヴィジャのすぐ近くにいる若い戦士の手が動いている。


「待ってろ……いま、助ける」


　倒れこむようにして、その戦士の身体に触ふれる。


　ヴィジャの手から緑色の光が溢あふれ、戦士に移ってゆく。


「や、やめてくださいヴィジャ様……まずはご自分の治療を」


「馬ば鹿か。お前の方が重じゆう傷しようだ」


「しかし……」


「いいか。俺たちベトは、戦争が終わっても忙いそがしいんだ。負傷者の治療が待っているからな。だから生き抜ぬくんだ。誰かを生かすために、最後まで生き抜け」


「しかし、ヴィジャ様の身体は！」


「俺なら心配いらない。ほら」


　と、ヴィジャは背後を指差す。


　すると、


「わ────ん、ヴィジャぁ────！」


　ミーヤーが泣きながら全速力で走ってきた。


　彼女が手をかざすだけで、ヴィジャの傷が治ってゆく。失った手も磁石のように飛んで戻もどっていき、折れた足もすぐに元通りになった。


　そうして完全復活したヴィジャに、背後からミーヤーが抱だきついてきた。


「心配したんだよぉ！　もう死んじゃうんじゃないかって！」


「なにを言っているんだ。ミーがいる限り、俺は死なない」


「だって、だってぇ！」


　泣きながらも、ミーヤーはそこら中に治癒魔ま法ほうを振ふりまいている。緑色のシャワーのような光が降り注ぐと、まだ生きている戦士たちの身体が動き出す。


「でも、ありがとう。心配してくれて嬉うれしい」


「うん……」


　熱い抱ほう擁ようを交かわすふたり。


「あーもう、見せつけやがって！」


「ミーヤー様、少しは慎つつしんでくださいよ！」


　治癒魔法をかけられた戦士たちが起き上がると、まず最初にツッコミを入れる。


　命がけで戦った戦士たちは、それでも笑っていた。








「ヒヒッ……ヒヒヒヒヒィ！」


　魔導士ハゲワシの身体を、剣が通り抜ける。


「なにっ!?」


　驚きよう愕がくするオウガン足軽の首を摑つかむハゲワシ。


「う、うおおおおおお！」


「ヒヒィ！」


　ハゲワシの手が伸のびた。足軽の身体を持ち上げ、遠心力で遠くに放ほうり投げる。森の木に叩たたき付けられ、そのまま動かなくなった。


「おのれ……！」


　槍を構えて逡しゆん巡じゆんするシェンラン。


　ハゲワシの身体は透すき通っていた。泉の水と同化したように液状になっており、どんな攻撃も素す通どおりしてしまうのだ。それなのにハゲワシの攻撃はこちらに触れられるのである。いくらシェンランが優すぐれた槍の使い手でも、水を殺すことはできない。


「シェンラン、どうする？」


　彼女の背後から、部下のヤツガツが尋たずねる。


「テンゲンジャの弓も、ホウショクジジイの拳こぶしも効かないよ」


「ゼンジはなんとかできんのか？」


　濡ぬれた拳を振りながら、ホウショクが尋ねるが、


「やろうとしてるんだが……あの野や郎ろう、こっちを優先的に攻撃してやがる」


　ゼンジが持っている魔道器も濡れていた。彼の魔法なら攻撃できるかと思ったのだが、敵もむやみに攻撃しているわけではなさそうだ。


「ヒヒヒヒッ、ヒヒヒヒヒヒィ！」


　ハゲワシの身体がぐにゃりと歪ゆがんだ。


　破は裂れつするかのように、身体から何本もの棘とげを出す。それはひとつひとつが槍のように鋭するどく、オウガン軍を次々に刺し貫いていく。


「うおおおおおおっ！」


　紙一重で避さけるシェンラン。


　彼女や天てん尾び隊たいなら生き残ることはできそうだが、ここに集まったオウガン軍がどれほど助かるか。


　ハゲワシの身体さえ元通りにできればよいのだが──


「だぁりゃあああああっ！」


「どっせいぃっっっ！」


　攻撃しつつも変化するハゲワシの胴どうと首を、ふたりの剣けん士しが両断した。


　マガタとレンボクシだ。


　ミロクより強い剣士と呼ばれる彼らだが、それでもハゲワシは死なない。首と胴は泉に落ち、そしてまた全身元通りになって蘇よみがえる。


　手の施ほどこしようがなかった。


　ハゲワシに魔力がある限り、こちらはまったく手出しができない。


「シェンラン。こりゃ撤てつ退たいも考えたほうがいいぜ」


　テンゲンジャの助言に、シェンランは考える。


　ハゲワシの身体は泉から離はなれていない。距きよ離りをおけばハゲワシの攻こう撃げきから逃げることはできるだろう。


　しかし、第八国エイスランドは根絶やしにしなければならない。


「戦えない者は逃がせ。私はその時間を稼かせぐ」


「おいシェンラン！」


「私は武士だ。オウガンの血を引く者だ。逃げるわけにはいかない。だが部下は別だ。よろしく頼むぞ、テンゲンジャ」


「アホかお前！　いいから──」


　テンゲンジャがシェンランの首根っこを摑もうと手を伸ばす。


　そのときだった。


「おわっ！」


　地面が揺ゆれた。


「なんだ!?」


　ハゲワシが攻撃したのではない。


　彼も虚こ空くうを見ながら不ふ審しんそうな顔をしている。


　かと思うと、急激な変化が生じた。


「ヒッ……！」


　ハゲワシの身体がドロリと溶とけたのだ。


「ヒッ、ヒヒヒッ、ヒィ……！」


　もがき苦しみ、ハゲワシは助けを求めようと手を伸ばす。しかし敵だからとか、そういう事情を抜きにしても、溶けようとしている魔導士を助ける手段など誰も知らなかった。


「ヒィィィィッ！」


　ハゲワシは溺おぼれるように泉に消え、魚のように暴れている。その波は紋もんが徐じよ々じよに小さくなっていき、やがて見えなくなる。


「え、えっ……？」


　死んだのだろうか。


　確かめたいが、地じ震しんはまだ続いている。


　ハゲワシのあの様子から見て、想定外のことが起きたに違ちがいない。だから身体が溶け、死に至ったのだ。


　つまりこれはただの地震ではない。


　魔力に影響する、もっと大きな──


「総員、戻るぞ！　悪い予感がする！」


「は、はいっ！」


　本当は予感などではない。


　身体の底から震ふるえがくるほどおぞましいモノが迫せまっている感覚がする。


　シェンランは槍やりを背中に背負うと、木々の間からのぞく太陽を見上げる。


「兄ちゃん──死なないで」





　　　　＊




　全力以上の力を出さなければならなかった。


　魔力が不安定な現在、魔法に頼たよりきった攻撃はできない。


「はぁああああああっ！」


　アーニィの飛び膝ひざ蹴げりを片手で受け止めるモズ。


「──む！」


「ああああああああっ！」


　膝を押しつけたまま気合を入れると、モズの掌てのひらが爆ばく発はつする。アーニィがなんらかの魔力をモズに流し込んだように見える。


「ふっ！」


　アーニィが素早く離り脱だつしたスキに、モズの首を狙ねらう鎌かまが振られる。ディアートが黒賊ブラツクバンデイツトによって変化させた肉体は、上半身がまるごと巨きよ大だいな大鎌になっていた。それを腰こしの力で振り回したのである。


　しかし鎌が当たる寸前、モズの身体が蜃しん気き楼ろうのように揺らぎ、消失した。


「どこだ!?」


　全員で周囲を見るが、どこにもいない。


「っ!?」


　ミロクの背筋に、凍こおるような殺気。


　咄とつ嗟さに剣を振ろうとした。


　が、動かない。


　いつもは軽々と振りまわせる鈴すずの剣が、鉛なまりのように重いのだ。


　剣にかけられた強化魔法が消えているようだ。


「こんな──ものぉぉっ！」


　それでもミロクは力任せに剣を背後に振った。腕わん力りよくと遠心力に任せてぶん回す。ほとんど野性の勘かんに近いタイミングだが、剣は背後からミロクに攻撃しようとしていたモズの武器に当たった。


　彼女は魔法で具現化させた短剣でミロクを刺さそうとしていたようだ。ミロクによって弾はじかれた短剣は、空中で回転しながら、さらに自動追つい尾びでミロクを殺そうと飛んでくる。


　が、短剣はフェリサが後方から放った矢によってさらに弾き飛ばされる。


「ナイス！」


　礼を言いながら、武器を完全に失ったモズに斬きりかかる。


「くっ──」


　モズは眼前に手を出し、魔法障しよう壁へきを張る。


　障壁とミロクの剣がぶつかった。


　直後、電でん撃げきがスパークする。


「うわあああぁぁぁっ！」


「くぅぅっ！」


　目と身体を焼かれて弾き飛ばされるミロク。


　立ち上がり、モズの追撃に備えようとする──が、なんとモズも倒たおれているではないか。魔ま法ほう障壁が完全ではなかったのか。


　いや、魔力が乱れているのはこちらだけではない。


　モズも自在に魔法を扱あつかえなくなっているのだ。


「くっ……！」


　立ち上がり、治ち癒ゆ魔法をかけようとするモズ。


　が、モズの身体が光らない。


「こんなときに──」


　モズはローブから煙けむりを上げながら悔くやしがる。


「もらったぁっ！」


　それを好機と思ったディアート、足を剣に変化させてモズに蹴けりを放とうとする。背後から絶好のタイミングで放った斬撃は、確実にモズの首を取れる。ミロクは感覚でそう判断したのだが、


「お、おい、あれぇっ!?」


　なんとディアートの黒賊が解除されてしまった。ドロリと溶けた鉄は塊かたまりになるどころか、その場に水のように広がって元に戻もどらない。


　これも不安定な魔力のせいか。


「くっ──」


　モズは相変わらず魔法が使えない。


　ならば自分がやるべきだ。そう考えたミロクが剣を取ろうとするが、鈴の剣の魔力も失われており、重いまま。


「なんか……変だ」


　自分の魔導球を見ながら、ビスマルクが呟つぶやく。


「どんどん魔力が不安定になってきやがる。ほとんど使えねーぞコレ」


「それって──」


　モズのシステムが完成したということか。


　オーリャの装置すら凌りよう駕がする完かん璧ぺきなシステムになったら、こちらが圧あつ倒とう的に不利になる。負けが確定したわけではないが、いまの状じよう況きようではモズに蹂じゆう躙りんされるだけになってしまう。


　自らを奮い立たせようと、歯を食いしばるミロク。


　しかし事態はミロクの予想を超こえていたようだ。


「モズ！　お前もなんかおかしいだろ!?」


「…………っ！」


　ビスマルクの問いかけに、モズは答えない。


　だがその沈ちん黙もくが正解だと物語っている。


　システムが完成したなら、モズの魔法も完璧に戻っているはず。それなのに魔法が不安定なのは変だ。


「なぁ、これって」


　ビスマルクが続けようとしたときだった。


　強い地じ響ひびきが全員を襲おそった。


「おわっ！」


　足あし腰こしを鍛きたえているミロクもアーニィも立っていられないくらい強い地震。


　すぐにその場に伏ふせ、全員の安否を確かめる。ジュジュはトーラットとフェリサが支えてくれている。


「これは──」


　モズだけがその場に立ち尽つくしたまま、空を見ている。


　揺れは強く、立ち上がって戦うどころではない。


　しかもじっと待っているのに、終わる気配がない。


「なんだこの地震！　おかしいぞ！」


「違う」


　ミロクの叫さけびに答えたのは、なんとモズ。


「これは地震ではない」


　そんなわけがないだろう、と反論したくなる。


　地面が揺れる現象が地震でないとするなら、これはなんだというのか。


　その疑問を解消したのは、モズの視線。


　ウェーブのかかった髪かみに隠かくれて見えない顔だが、彼女はずっと一点を見つめている。


　それは竜りゆうの聖地の、上。


　花畑の背後にある崖がけの、さらに上方が輝かがやいていた。


　その輝きは太陽と比べて赤い。


　そして、その光を隠すように噴き出す黒い煙。


「あれは──」


　全員が息を呑のんだ。


「そうか、そうだったのか」


　ビスマルクが悔しそうな声を出す。





「竜の聖地は──活火山だったのか！」





　この地震は、地震ではない。


　竜の聖地そのものが爆発する予兆だったのだ。


「噴ふん火かしたのか……！」


　空が赤く燃えている。


　いや、とうとう火が目に見えるようになった。


　山の頂上だけでなく、そこからひび割れた複数の場所からも、噴水のように炎ほのおが噴ふき出している。


「モズ！　これもお前の計画なのか！」


「……いや」


　モズは素す直なおに首を横に振ふる。


「こんなもの予定に入っていない。その証しよう拠こに、見ろ、魔法がこんなに乱れている」


　モズが手を前に出す。なんらかの魔法を使おうとしているようだが、手の周囲にノイズのような霧きりが生まれるだけで、形を成なしていない。


「活火山だということは知っていた。しかしここ数千年、噴火した事例は確かく認にんされていない。古文書まで読み解いて調べたはずなのに」


「そりゃ、完全にお前らのせいだろ」


　ビスマルクがバッサリと斬る。


「システムとやらで、莫ばく大だいな魔力を使ったんだろ？　そのために、この場所の魔力を借りたんだろ？　土地の魔力が枯こ渇かつして、地中のマグマを抑おさえられなくなったんだろ。誰だれもそこんとこ調べなかったのかよ」


「……そんなはずは！　計算ではそんな」


「大自然は計算じゃどうにもならないってことさ」


　ビスマルクの言葉の正しさは、あの噴火している火山が証明している。


　しかしミロクには、あれが自然現象とは思えなかった。


　火口から噴き出している噴水のように長いマグマ。


　あれが怒おこった竜の姿に見えるのだ。


　炎の竜はもの凄すごいスピードで山の頂を覆おおい、そして流れ落ちてくる。


「おい、あのマグマ、流れるの速くねーか!?」


　ディアートの叫び。異論を唱える者はいない。


　自然現象とは思えないほど速く流れ落ちているように見える。


　原因を探さぐる前に、対策を講じた。


「脱だつ出しゆつするぞ！」


　ビスマルクがミロクの肩かたに乗る。


　すでにトーラットはジュジュを連れて花畑から逃にげようとしていた。ディアートがロープをいくつも用意して、崖がけ下したに投げる。


　ミロクもすぐに離り脱だつしようと走る。


　と、立ち尽くしているモズを見た。


　彼女は逃げもせず、ただ立っているだけ。


　自分の失敗を後こう悔かいしているのだろうか。


　そんなことを考えていると、地響きがさらに強くなった。


「うわあああっ！」


　花畑に大きな亀き裂れつが入った。


　このままでは、この場所は崩くずれる。


　でも──


「ミロク、急げ！」


　遠ざかるジュジュの声。


　不安定な魔力の中、ディアートが黒賊にもう一度着き替がえ、ジュジュを抱だきかかえて逃げる体勢に移っている。


　アーニィも崩れる崖から平気で飛び降りていた。トーラットとフェリサのみがモタモタとロープを使って下りているが、まだギリギリ間に合うだろう。


「隊長！」


「お、おお？」


　ミロクは肩に乗っているビスマルクを摑つかむ。


「ジュジュのこと、お願いします！」


　そして、思い切り放ほうり投げた。


　ロープで下りているフェリサが、ビスマルクの身体からだを片手でキャッチした。


「ミロク！　なに考えてんだ!?」


　ディアートに抱かかえられているジュジュ。


　ミロクは説明しようと思ったが、うまい言葉が出てこない。


　だから小さく笑って、





「わりぃジュジュ。先、行ってて」





　まるで食堂に財さい布ふを忘れたような、軽い口調で答える。


　それがどういう意味なのか、誰でもわかる。


　まだ、やり残したことがあるのだ。


「おいディアート！　頼たのむ！」


　抱きしめられながら、ジュジュはディアートに命令する。


「……チッ！　しょうがねーな！」


　渋しぶ々しぶというより、半ば嬉うれしそうな声でディアートの黒い身体が変化した。ジュジュを抱いた腕うでがゴムのように伸のび、地割れを飛び越こえてミロクに向かったのである。


「ミロク！」


　ロープのように細くなったディアートの腕から離はなれて、ジュジュが走ってくる。


「バカッ、ジュジュ、お前──」


　止めようとしたミロクに、ジュジュが抱きついた。


　こんなときに、なにを考えている──





　そう怒ど鳴なろうとした唇くちびるを、唇で塞ふさがれた。





　どんな技わざも見切れる腕のミロクでも、この乱暴な攻こう撃げきは避さけられなかった。


　やわらかい感かん触しよくを、強ごう引いんな勢いで押し付けられる。


　こういうところも、ジュジュらしい。


「必ず勝てよ！　約束だからな！」


「──ああ」


　潤うるむジュジュの目を見て、ミロクは頷うなずく。


　ジュジュの肩を摑み、そして離れる。


「早くしろ、ジュジュ！」


「サンキュ」


　ディアートの手に捕つかまると、ジュジュの身体は一いつ瞬しゆんで遠ざかっていく。彼に任せておけば、きっとどんな状じよう況きようからでも脱出できるだろう。


　赤あか目め隊たいが逃げる声を聞きながら、モズに向き直る。
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　もう、振り返ることはない。


「ミロク！」


　遠ざかるジュジュの声。


「ミロク──────ッ!!」


　返事はしない。


　崩れる花畑に、ミロクとモズが残る。


　風に熱が混じってきた。


　常じよう軌きを逸いつした速度でマグマが流れているようだ。流れが速いのか、それとも流れやすい地形になっているのかはわからないが、このままいけば鐘かねひとつ（約一時間）もしないうちに竜の聖地はマグマで覆われるだろう。


「……なぜ、逃げない？」


　第八国エイスランド、最後の生き残りが尋たずねる。


「ジュジュが言ってただろ。降こう伏ふくしろって。その返事を聞いていない」


「……馬ば鹿か者ものが」


「よく言われる」


　笑った。


　そして、笑われついでに自分の考えを述べてみる。


「モズ。さっき隊長が言ってた、大自然は計算じゃどうにもならないって」


「それがどうした？」


「俺は……竜りゆうが怒ってるんだと思う。何百年、何千年と続いた墓場を荒あらしたから、竜の神様が怒って、罰ばつを与あたえてるんだ。でなけりゃ、いきなりこんな激しい噴火なんて起きないよ」


　火口から噴き出すマグマは、もはや自然現象では説明できない動きを見せている。何本もの帯に分かれ、自在にウネウネと動いている様は、まさに竜の化け身しん。


　火の竜が暴れているようにしか見えない。


「名も無き神を信しん仰こうする者とは思えぬセリフだ」


「……ウチの地元じゃ、名も無き神より竜神様のほうが信仰深いんだよ」


「ふむ」


　モズは少し微笑ほほえむ。


「物理、魔ま法ほう、そのどちらにも当てはまらぬ第三の力か。面おも白しろい。最後に良い発見をさせてもらった」


　そう言って、モズは手を前に出した。


　魔力で作った短たん剣けんが握にぎられている。しかしその短剣は乱れた魔力でほとんどノイズだ。切れるのかどうかもわからない。


「私は降伏はしない。死んでいった者たちへの義理もある」


「……アンタが義理なんて言葉を知っているとはな」


「冗じよう談だんという言葉も知っているぞ」


「…………」


　言葉の意味を考えるのに、少しかかった。


　それがわかると、ミロクの顔にも笑顔が戻もどった。


「ハハッ」


　笑った瞬間、緊きん張ちようが解けた。


　頭も回転する。どうすればいいのか、理解する。


　──モズは、帰らないつもりだ。


　ハチドリのように、戦って死ぬ場所を探している。


「……いいぜ。最後の勝負だ、モズ」


　ミロクは足元にある鈴すずの剣を拾い上げる。


　が、重い。


　──これじゃない。


「どうしたミロク。来ないのか？」


「焦あせるなよ」


　モズを倒たおす武器は、これじゃない。


　ミロクは赤い羽織を脱ぬぎ捨てる。


　インナーシャツとズボンは赤目隊のもの。


　そのズボンのポケットをまさぐると、あった。


　ミロクは首にかけたアミュレットを外し、得え物ものに巻きつける。


　それは剣を持たない赤目隊における、ミロクの唯ゆい一いつの武器。





「お前ごとき──ニンジン一本で充じゆう分ぶんだ」





　頭上ではマグマが木や岩を呑のみこんでいる音がする。


　あの崖がけの上からいつマグマが降ってくるのか、ミロクにもモズにもわからない。


　手にしたニンジンがチカチカと明めい滅めつしているのは、アミュレットの魔力が不安定だからだ。つまりこのニンジンも、ただの野菜と武器のあいだを行ったり来たりしている不安定な存在。


　しかし重い剣より、ずっと信しん頼らいできる。


「──いくぞ」


　熱い風が頰ほおに当たる。


　先ほどよりも熱い。もうすぐ転げまわるほどの温度になるだろう。


　決着は、一瞬でつける。


　ミロクは深呼吸をして、モズを睨にらむ。


　モズは微び動どうだにせず、魔力の短剣を構えていた。


「はぁあああああああああっ！」


　ぶつけるつもりで突とつ進しんした。


　モズも短剣を当てるつもりで突つき出す。


　ほとんど賭かけに近かった。


　どちらの魔力が失われていないか──


　ミロクのニンジンが、


　モズの短剣が、


　混ざり合うように激げき突とつし──





　モズは笑っていた。





　霧きりに変化したモズの短剣をすり抜ぬけて、ミロクのニンジンがモズの喉のどに叩たたき付けられた。ニンジンが中から壊こわれる音がしたが、構わず振ふり抜いた。


　砕くだけ散るニンジン。


　反発する魔力によって吹ふき飛ばされるモズ。


「モ──」


　なぜ、そうしたのかはわからない。


　後方に飛ぶモズに、ミロクは手を伸ばした。


　しかしモズの身体からだは、花畑の終わり──崖に向かって飛んでゆく。


　移動魔法を使えば飛ぶこともできたかもしれない。


　治ち癒ゆ魔法を使えば崖から落ちても治せたかもしれない。





　しかしモズはなんの魔法も使わず、花畑の崖から落下した。





　音も、声もなく。


　最後に見せた、静かなモズの笑顔だけがちらついていた。


　花の向こうに消えてゆくモズを見ながら、ミロクは膝ひざをつく。


　その瞬間、力がごっそり抜けた。


「はぁ……！　はぁっ……！」


　全力だった。


　一昨日おとといから全力で戦い続けてきたが、その最後の残りカスまで振り絞しぼってモズにぶつけた。そのため全身から汗あせが噴き出していた。


　もしもここにヴィジャかミーヤーがいたなら、瞬時に治してもらえただろうか。


　などと益やく体たいもないことを考えながら、ミロクは倒れる。


　頰に触ふれた花が熱かった。


　そう感じた次の瞬間、ミロクの頭上から大量のマグマが滝たきのように流れ落ちてきた。





　　　　＊




　竜の聖地の怒いかりは、遠く離はなれた本ほん陣じんからも確かく認にんできた。


　正午の太陽を隠かくす火山の黒こく煙えん。その代わりに赤々と燃える山。そこから湧わき出る竜のようなマグマが暴れている。


「これは……大だい丈じよう夫ぶだろうか」


　椅い子すに座って休んでいるアーセージが危き惧ぐしていると、


「オイ！　こんな話は聞いてねーぞ！」


　全身傷だらけのゼラが歩いてきた。彼らも魔導士と交戦したという報告があるが、生きて帰ってきた以上、勝ったのだろう。


「ゼラ殿どの。そちらの損害は？」


「ノープロブレム。魔導士なんざ、魔法が使えなけりゃタダのモヤシだ。オーリャの装置で魔力を乱したからな。楽勝だったぜ」


「その装置の影えい響きようだろうか、あの噴ふん火かは」


「さぁな。オレは地質学者じゃねーからな」


　ぶっきらぼうに言い放って、ゼラはアーセージの傍かたわらに置いてあったポットから直接紅茶を飲む。


「プハーッ、いい茶だな！」


「……熱くないのか」


「このくらいでちょうどいいぜ。なにか食うモンあるか？」


「これで良ければ」


　と、アーセージは巨きよ大だいな白い塊かたまりを渡わたす。


「なんだこりゃ？」


「オウガンの兵ひよう糧ろうだ。ライスボールと言うらしい」


　塊を裏返したりして観察すると、ゼラは大きな口でかぶりついた。椅子に座ろうとはしない。行ぎよう儀ぎが悪いが、いま座ったら立てなくなるほど疲つかれているのだろう。


「よし、オレたちは救助に行ってくるぜ。アンタはケガ人の搬はん送そうを続けてくれや」


「あ、ああ。頼たのむ」


　しかしアーセージは浮うかない顔。


「どしたい、魔導士とやり合ってケガでもしたか」


「そういうわけではないのだが……」


　アーセージの視線は燃える山に注がれている。


「あそこにジュジュがまだ残っているかもしれん」


「あーん、プリンセス？　クッ、クククククク」


　それを聞いて、ゼラがくぐもった笑い声をあげた。


「なにがおかしい！　貴様、私の可愛かわいいジュジュが死んでもいいというのか！　そういえば貴様、確かジュジュを幽ゆう閉へいしていたな。ちょうどいい、いまここで罪を贖あがなわせてやるから首を──」


「ウェイト、待て待て！　そうじゃねぇ」


　剣を抜こうとするアーセージを慌あわてて止めるゼラ。


「アーセージ殿でん下か。申し訳ありませんが、僕もゼラと同じ気持ちですよ」


　遅おくれてやってきたベンヤミン。彼も微笑ほほえんでいる。


「なんだと？」


「火山の噴火くらいでジュジュが死ぬはずないでしょう？」


「だな。あのプリンセスなら、大陸が真っ二つに割れても生きてるぜ」


　意気投合するふたりに、アーセージは言葉を失う。


　彼らの言葉は、残念ながら認めざるを得ない。


　赤目隊が付いている以上、死ぬはずがないのだ。


　しかし、それでも──


「殿下。お疲れのままでは思考も鈍にぶります。お食事を」


　ベンヤミンが差し出したのは、蜂はち蜜みつの塗ぬられたパン。


「ああ、ありがとう」


　アーセージは素す直なおにそれを受け取り、食べた。よく考えたら、昨日の夜から竜りゆうの血と水くらいしか口にしていない。全身に蜂蜜の甘さが広がってゆく。


「おうボーイ。それオレにもくれよ」


「ボーイと呼ぶのをやめてくれたらね」


　苦く笑しようしつつ、ゼラにもパンを渡すベンヤミン。


　ちょうど三国のトップが揃そろっているので、食事をしながらこれからの方針について話し合う。テーブルもなく、木のイスに座ったまま食事をする高貴な者たちは、戦いが終わってもまだ忙いそがしい現状を表していた。


　そうして短い昼食が終わろうとした頃ころ、


「すまない。到とう着ちやくが遅れた」


　低い声に、三人が振り返る。


　そこには黒くろ髪かみの男が立っていた。松まつ葉ば杖づえをつき、数人の従者に守られながらゆっくりと歩いてくるその男は──


「ゴウト殿！　オウガンのゴウト殿ではないか！」


　驚おどろくのも無理はない。


　モズによって刺さされたばかりだというのに。まだ二日しか経たっていないのだ。


「お怪け我がはよろしいのですか!?」


　アーセージが椅子を勧すすめると、ゴウトは黙もく礼れいして腰こしかける。


「正直、芳かんばしくはない。が、ここに来ればベトの魔ま導どう士しがいると聞いてな」


「それは、そうなのですが」


　ベトの魔導士が待機しているのは、ここから離れた場所だ。ここはまだ魔力が不安定なため、魔法が使えないのだ。


「すぐに案内します。馬を用意させましょう」


　アーセージが騎き士しを呼ぼうとするが、


「それはまだいい。もっと大変なことになっているようだからな」


　ゴウトも竜の聖地を見ている。


「第八国エイスランドめ。竜神を怒おこらせよったな」


「竜神……ですか」


「死した竜にも意思があると言われている。名も無き神の教えでもそうだろう。墓を荒あらすものには天てん罰ばつが下ると。竜の墓場も同じことだ」


　比ひ喩ゆでも冗じよう談だんでもなく、ゴウトは真ま面じ目めな表情で言う。


　それを否定する言葉は、アーセージにはなかった。


「ところで、うちの不ふ肖しようの弟はどうしている？」


「ミロクでしたら、ご想像の通りです」


「だろうな」


　ゴウトにもわかっているようだ。


　ミロクを含ふくめ、赤目隊はいつも騒そう動どうの渦か中ちゆうにいるのである。








「くっ……！」


　なんとか竜の聖地を抜け出したオウガン軍。その最さい後こう尾びにいたシェンランは、自分の無事を確認するとぐったりと座り込んだ。


　森へ入ったオウガン軍と藍らん山ざん同どう盟めいの者たちは、大きな地じ響ひびきがあった時点で撤てつ退たいさせていた。そのおかげで死者は誰だれもいなかった。


「疲れた……」


「シェンラン、しっかりしろ！　ここまでマグマが流れてくるかもしれねぇ！」


　テンゲンジャが手を伸のばすが、シェンランは動かない。


「大丈夫だ」


　見上げると、山から森までマグマが流れ込んでいる。


　あの分だと、ハゲワシがいた泉も確実に呑のみこまれているだろう。


　しかし、不思議とシェンランはこの場所なら安全な気がしていた。


　竜の聖地──そう呼ばれる場所から離れさえすれば大丈夫。


　そんな気がするのだ。


「大丈夫っつっても、下のモンの点呼とかどうすんだよ。シェンランの仕事だろ」


「あ、そうか」


　ゼンジに言われて、立ち上がるシェンラン。


　戦いで劣れつ化かしたのか、髪かみ留どめに使っていたヒモが切れ、長い髪が揺ゆれる。


「シェンラン、髪の毛」


「ああ、別にいいや」


「よくねぇよ、そのままだと、どう見ても女だぞ」


「そうなったら──そのときは、そのときだ」


　兄の影響か、楽観的な考えができるようになった。


　大たい抵ていの困難はどうにかなるものだ。


「なぁ、見てよアレ」


　ヤツガツが空を見上げる。


「あぁ……」


　不思議で不可解な光景だった。


　空を覆おおう黒い影かげ。


　つい先ほど逃にげだしていた竜が、戻もどっているのだ。


　噴火した山に、なんの用があるというのか。


「……そうか」


　シェンランはその意味に気付く。


　ここは竜の聖地──


　竜の死に場所なのだ。





　　　　＊




「……そっか、俺死んだのか」


　自分の状じよう況きようを確かく認にんして、ミロクは呟つぶやいた。


『何な故ぜ、そう思う？』


　どこからともなく聞こえてくる声。


「だって俺、宙に浮いてるし」


　そう、ミロクの身体からだはフワフワと空中をさまよっていた。自分の身体に現実感がないし、周囲も真っ暗で触ふれるものもない。


　だから死後の世界だと勝手に判断したのだ。


『安心しろ。汝なんじは生きている』


「そうなの？」


　言葉通り安心したのだが、だとするなら、ここはどこだ。


「つーか、アンタは誰だ？」


『我は──』


　声が一いつ瞬しゆん止まる。自分を表現する言葉を探しているのだろうか。


　やがて厳おごそかな声で、それは返答する。


『──竜だ』


「竜？」


『汝らの言葉で……大きい、竜と呼ばれている』


　大きい、と聞くとあの巨きよ大だいな竜の主ぬしを思い出す。


　あれだけ巨大な竜なのだから、人間以上の知性があってもおかしくはない。


『謝罪する。人間の言葉で人間と会話をするのは久しい』


「あ、うん、平気。わかるよ」


　この声も耳に聞こえるというより、頭の中に響ひびいているような感覚。


「あの、俺どこにいるの？」


『我の中だ』


「中？」


『そうだ。汝が火の神に殺されそうになっていたので、我の腹の中に収めた』


　ということは、喰くわれたのか。


　ここは竜の腹の中──やっぱり、あの竜の主なのだろう。咀そ嚼しやくもせずに人間を呑みこめる竜など、あれくらいしか思いつかない。


「どうして助けてくれたんだ？」


『汝が我らを助けてくれたからだ』


「……そっか」


　謙けん遜そんはしない。


　ミロクは自分の仲間や国のためにも戦ったが、竜の聖地を守りたいという気持ちもあった。死を待つ竜の、最後の寝ね床どこを荒らして欲しくないと思った。


『汝は我らの場所を守ってくれた。しかしここはもう終わる』


「えっ？」


『見よ』


　どういう魔力がはたらいたのか、ミロクの視界が急に明るくなった。暗い腹の中にぽっかりと穴が開いたように、丸い光が現れた。


　その丸い光の中には、映像が映し出されている。


　これは竜の主の視界だろうか。高いところから竜の聖地を見下ろしている光景だった。


　噴ふん火かしたマグマが滝たきのような勢いで流れ落ち、山から森にかかる。


　森は一瞬にして火の海になり、赤い絨じゆう毯たんのように広がってゆく。


「ああっ！」


　信じられない光景を見た。


　人なら絶対に近づけないマグマの山に、竜が戻っているのである。空から大地から、無数の竜が集まり、そしてマグマの中に身を沈しずめているのだ。


「なんで……」


　暗い表情になりかけたが、違ちがうと思った。


　これは誰かに操あやつられているわけではない。


「そうか、ここは竜りゆうの墓場だもんな」


『然しかり。我らは死ぬためにここに来た』


　鳥のように集まった竜たちは、マグマの海にゆっくりと浸つかってゆく。苦く悶もんの表情も悲鳴もなく、ただ静かに座っているようだ。


　竜の数は次し第だいに増え、赤いマグマが見えなくなっていく。


　輝かがやく鱗うろこがマグマに照らされ、山全体が光って見えた。


『この土地はこれで使い物にならなくなる。もう山が怒ることもない。しかし案ずるな。長い時をかけて、またこの地は復活する』


「長い時って、その間、竜はどこで死ぬんだ？」


『また新たな土地に集まるだけのこと。すべては大自然のままに』


「そっか」


　安心して、ミロクは身体を楽にする。


　浮うくような感覚がすると思ったら、実際に浮いていた。ここは腹の中だというが、水の中にいるような気持ちよさだ。胃液で消化されているわけでもない。どうやって浮いているのか謎なぞだ。


「おぉ……」


　不思議な現象が起きていた。


　竜が見せている映像が、さらに光り輝いているのだ。


　マグマに浸かった竜の周囲が固まっている。山と森を覆い尽つくすほど大量の竜が赤い景色を消したと思うと、今度はそこから黒が広がってゆく。


「どうなってるんだ？　火が消えているように見えるけど」


『我が種族は火の子。その血は火を鎮しずめる』


「それにしたって、規模が大きすぎないか？」


　山の赤色が消えてゆく。


　ミロクが直接目にしたマグマの量は、ちょっと消火活動をしたくらいで消せるようなものではなかった。実際、このまま流れ落ちていけばホルディ市にまで届くのではないかと危き惧ぐしていたくらいだ。


　魔ま法ほうによってそれを使し役えきしているオウガン人ですら、竜の生態を完かん璧ぺきには把は握あくしていない。個体や種族によって差が大きく、謎の多い生き物なのだ。だからこそ畏おそれ、敬ってきたのである。


　マグマは森から出ることなく、竜の命と引き換かえに固まっていく。


　それも、百を数えるよりも早い時間で。


　きっとミロク以外の、本ほん陣じんで待っている連合軍の人たちも同じことを思っただろう。


　奇き跡せきだ、と。


　マグマは溶よう岩がんの塊かたまりになり、竜の聖地を覆い尽くした。


　その下に眠ねむる竜を埋うめるかのように。


『人の子よ。我らを奉たてまつる者の末まつ裔えいよ──』


　竜の主の声が小さくなる。


『我ももうすぐ去る。その前に礼を言わせてくれ』


　竜の主も、あの固まったマグマのどこかにいるのだろう。


　静かに眠るように、重くて優やさしい声が聞こえた。





『我らの死を守ってくれて、ありがとう』





「……ああ」


　これで良かったのだ。


　オウガンの皇子として、それを看み取とることができて光栄に思う。


　荘そう厳ごんなる竜の死を──


「って、待てよ。俺はどうなるんだ？」


　見届けたあと、腹の中にいるミロクも一いつ緒しよに死ぬのではないか。


　いや、そもそもマグマに呑のまれた時点で死んでいたようなものだ。


　このまま竜と一緒に眠るのならば、それも天命。


　しかし、


『人の子よ。汝にはまだやるべきことが残っているのだろう？』


　この言葉で思い出したのは、ジュジュの顔。


　──それと、唇くちびるの感かん触しよく。


『そろそろ我も耐たえられなくなる。さっさと出てゆけ』


　次の瞬間、ミロクの身体が大きく振しん動どうした。





　　　　＊




　すべては一瞬の出来事。


　かつてオウガンでは島ひとつが一瞬で消えるほどの津つ波なみに襲おそわれたことがある。そうミロクが言っていた。


　しかしジルサニアではそこまで大きな自然災害を経験したことがない。少なくともジュジュが生まれてから十五年はそうだった。


　太陽が徐じよ々じよに西へと下がり、眩まぶしさに目を伏ふせる。


　下げた視線の先にあるのは、熱々に焼けた石。


　溶岩によって埋められた木々の向こうには、形を変えずに色だけが黒く変色した火山が見える。


　鐘かねみっつ（約三時間）ほど前は真っ赤に染まっていた火山なのに、もう固まっているのだ。これは地質学に詳くわしくないジュジュでも異常な状態だとわかる。


　きっと、死にゆく竜を埋めるために、溶岩が固まったのだ。


　理論で考えるより、理由で考えたほうが納なつ得とくできた。


「ジュジュ。危ないですよ」


「……ん」


　トーラットに腕うでを引かれ、ジュジュは一歩下がる。


　目の前にある赤黒い溶岩は、もともと巨大な木だった。ホラキアの兵士が切り倒たおし、そんな彼らにマガタとレンボクシが声をかけた場所。


　いまは、とてもそんな風には見えない。


「キレーさっぱり、なくなっちまったなぁ」


　ディアートの頭の上で葉巻を吸っているビスマルク。地面の上は彼にとって非常に熱く、立っていられないらしい。


「なんかさ。この光景見てると『終わった』って感じするよな」


　葉巻の煙けむりを手であおぎながら、ディアートが語る。


　彼の言うことも、なんとなくわかる。敵ではなく、戦場がまるまる失われてしまった。駒こまではなく盤ばんそのものをひっくり返したようだ。


「この山、もう死んじゃったんだね」


　アーニィが寂さびしそうに呟つぶやく。竜の聖地は、大量の竜と一緒に機能を停止した。今後人間が訪おとずれることはないだろう。溶岩が完全に固まらないかぎり入れないし、入ったところで得る物もない。


「魔導士も死んだだ」


　弓を抱だきしめるフェリサ。


　最後、ミロクはモズと一いつ騎き打うちをするために残った。


　ミロクが負けた姿など、想像したくはない。それにモズも報復のための攻こう撃げきを行わないということは、死んだか、あるいは戦意を喪そう失しつして雲くも隠がくれしたか。


　どの道、もう第八国エイスランドが攻せめてくることはないだろう。


「ミロク……」


　生きている。


　そう、信じたい。


　しかしこれだけの惨さん状じようで助かるとは思えない。


「ジュジュ。そろそろ会議の時間だ」


　ビスマルクが本陣がある北を指す。


　これから戦後のことを話し合う。被ひ害がいの報告、ゾンビや竜型ゴーレムの処理、それぞれの国への援えん助じよ、竜の聖地の管理について。


　他国を攻めたわけではないから、得た土地はない。


　しかし結果として、ルテア大陸七国家は停戦する。


　互たがいに疲ひ弊へいして、戦争どころではないのも理由に入る。


　ジュジュもゴウトと約束した竜の聖地の所有権について口くち添ぞえしなければならない。もっとも、こうなった以上、ホラキアがこの土地に固こ執しゆうするとも思えないが。


　これも、戦いで勝ち取った平和と言えよう。


「ごめんビスマルク。私、もうちょっとだけここにいたい」


「……そっか」


　彼は理由を聞かなかった。


「将軍はアーセージだし、ジュジュがいなくても大だい丈じよう夫ぶだろ。そこでゆっくり休んでな」


「ありがと」


　去るビスマルクに続いて、トーラット、アーニィ、フェリサ、ディアートも無言でその場を離はなれる。


　アーニィが心配そうにチラチラとこちらを見ていたが、


「ジュジュ！」


　リンゴをふたつ、投げつけてきた。


「昼ごはん食べときな！　まだでしょ？」


「……うん」


「あ、ジュジュ。俺もコレ」


　それを見たディアート、付近の岩に触ふれると、変化魔法を使う。


　岩は大小ふたつの立方体になり、サイコロのように転がってジュジュの前で止まった。


「座っとけ」


「あ、ありがと」


「ではジュジュ、こちらも」


　ディアートが作った大きい立方体に、トーラットが茶器一式を置く。


　最後にフェリサが無言で狼煙のろしを上げると、また去って行った。


「……もうちょっとだけ、って言ったんだけどな」


　これではどう見ても長期戦の構えではないか。


　そんなに長く待つわけないだろう、と考えながらジュジュは椅い子すに腰こしかける。


　空が眩しい。


　リンゴを齧かじりながら空を見上げ、やがて東の空に目が慣れた。


　じっと、待つ。


　太陽が西の空に落ち始めると、また腹が減った。アーニィのくれたもうひとつのリンゴを食べ、トーラットの茶を飲む。暑い季節にちょうどいい、爽さわやかな飲み口のお茶だ。


　夕空は美しかった。


　鳥すら飛んでいないのは、地熱を避さけているからだろう。


　ゆらゆらと揺ゆれる陽炎かげろうの向こうに、見えるかどうか確証のないものを待ち続ける。
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　そうして、半日待った。





　太陽は落ち、あちこちに設置された篝かがり火びが灯ともる。


　それでもジュジュは空を見る。


　来ないのではないか、とは考えなくなった。


　──必ずアイツは来る。


　そう信じて、待ち続ける。


「……ほら、やっぱり」


　陽炎が揺らいだ。


　月を背にして飛んでいる、一頭の飛ひ竜りゆう。


　立ち上がり、大きく息を吸った。





「ミロク──────ッッ！」





　届いたか。


　もう一度、叫さけぶか。


　いや。


　竜に乗った彼が、手を振ふっている。


　椅子を蹴けって、ジュジュは走り出した。月に向かって、転びそうになりながら、少しでも飛竜に近づこうと足を動かした。


　石に蹴け躓つまずき、根こん性じようで耐え、座りっぱなしで動きにくい足を前に出し、竜の翼つばさの羽ばたきを感じられるくらい、近くに。


「ジュジュ！」


　竜からミロクが飛び降りてきた。


　煤すすに汚よごれた顔に笑いそうになり、代わりに涙なみだが出てきた。


「ミロク！」


　抱だきついた、というより、飛びついたと表現すべき抱ほう擁よう。ジュジュはミロクの身体からだに手を回し、しがみついた。


　彼の煤と埃ほこりと汗あせの匂においまで愛いとおしく、頭を撫なでる手に蕩とろけそうになる。


「ジュジュ……ただいま」


「…………！」


　なにか言おうとすると、泣いてしまいそうだ。


　ジュジュはミロクの胴どうに顔と涙を押し付け、


「で、なんで生きてんのお前!?」


　すぐに顔を上げて一番訊ききたかったことを尋たずねた。


「いや、実は俺も死んだと思ったんだけどさ」


　別れたあと、モズと一騎打ちで勝ったこと。


　マグマで焼け死ぬ寸前、竜の主に食べられたこと。


　主の腹の中で、竜の聖地の最後を見届けたこと。


　そのあと、気を失ったこと──


　ミロクはそれらを簡単に説明してくれた。


「で、目が覚めたらコイツに咥くわえられてて」


　ミロクが指すのは、疲つかれたのか丸まって休んでいる飛竜。


「リンドウマル！」


　竜の暴走騒さわぎのときから行方ゆくえ不明になっていたと思ったのに。魔ま法ほうが元に戻もどったせいで、正気を取り戻したのか。


「すぐに帰ろうと思ったんだけど、リンドウマルが熱でやられちゃって。それでどこでもいいから近くの安全な場所に避ひ難なんしたんだ」


「リンドウマル、大丈夫なのか？」


「ああ。それがすごい偶ぐう然ぜんでさ。たまたま着陸したところに、竜に詳しい藍山同盟の部族が集まってたんだよ。それで手当てしてもらって、ようやくここまで飛べるようになったんだ」


　だからこんなに時間がかかったのか。


　文句のひとつでも言ってやりたかったが、リンドウマルのためなら仕方がない。ミロクの命を救ってくれた恩人、いや恩竜なのだから。


「待たせてゴメン。心配かけてゴメン」


「ミロク……」


　優やさしい声をかけられて、また泣きそうになる。


　本当は甘えてもいいはずだ。


　なのに、すべてを受け入れるようなミロクの余よ裕ゆうぶった態度。


　──なんか、ムカツク。


「ジュジュ？　……いだっ！」


　目を覗のぞき込むミロクの足を、思いっきり踏ふんだ。


「なにすんだよ!?」


「自うぬ惚ぼれてんじゃねーよ！　誰だれがお前の心配なんかするかバカ！」


「なっ──！」


「お前なんか手足縛しばって海に投げ込んでも生きて帰ってくるじゃねーか。そんなバケモノの心配するヒマがあったら、リンドウマルの心配するわ！」


「なんだよそれ……」


「オラ、さっさと帰るぞ！」


　背中を向け、ジュジュは歩き出す。


　いつものパターンだ。


　きっと彼女を追って、ミロクが走ってくる。


　悪態をつきながら、またみんなのもとへ帰るのだ。


　帰って、そして──


「あ……」


　ジュジュの足が止まる。


　そうだ。ミロクは、もうこっちに帰らないのだ。


　ジルサニア騎き士し団を辞やめたいま、彼の帰る場所はオウガン。


「ジュジュ？」


　現在は、たまたま連合軍が集まっているから一いつ緒しよにいられた。


　だが戦後の話し合いが終わり、各国がバラバラになれば、また離れ離れだ。


　そうなったら、もう──


「ミロク。お前は、これからどうするんだ？」


　感情を隠かくすために、大きな声で訊く。


「そうだなぁ。ま、ゴウトにあれこれうるさく言われながら、オウガンで皇子の仕事をするんだろうな」


「……そっか」


　震ふるえるジュジュの肩かたに、ミロクの手が置かれる。


「大丈夫だ、ジュジュ」


「え？」


「俺は、きっと帰ってくる」


　そのまま、後ろからぎゅっと抱だきしめられた。


「強くなって、勉強して──いつかジュジュを迎むかえにくる」


「……うん」


　後ろから回されたミロクの腕うでに触れるジュジュ。


　その腕に、涙が落ちた。


　嚙かみ殺そうと思った泣き声が溢あふれ出す。


　ふたりとも、別れの言葉は言わなかった。


　──また会えるその日まで、この腕の感かん触しよくは忘れない。


　月光に照らされがら、ジュジュはそう誓ちかった。





　後に「第八戦争」と名付けられた戦いが、この日、終結した。












　エピローグ







　お元気ですか、コニー。お姉ちゃんです。


　頼たのまれていた着物は同どう梱こんしておきました。私が昔使っていたものですが、丈たけは合うと思います。式場ではお友達によろしく言っておいてください。


　オウガンはゴウトのおかげでようやく落ち着きを取り戻したところです。戦乱が終わり、男の人たちは怒いかりのやり場をどうすればいいのか分からなかったようですが、ゴウトが結けつ婚こんして落ち着いてからは、国が丸ごとお父さんモードに入ったみたいです。


　私はというと、相変わらず独身です。もう三み十そ路じも見えてきたのに。ゴウトとほとんど年ねん齢れい変わらないのに。


　あなたもあなたです、コニー。もう嫁よめに出てもおかしくない年齢なのに、浮ういた噂うわさひとつないのはどういうことですか。姉し妹まい揃そろって先が思いやられます。こないだ手紙に書いてあったツッキーニ出身の鍛か冶じ屋やの方、あの人とはどうなんですか？　もっと詳しよう細さいな内容を書いてきてください。





　追記


　ミロクの礼服も一緒に送っておきました。


　捕つかまえたら着せてあげてください。





　　　　＊




「いつかジュジュを迎えにくる──なーんてカッコつけといて、二年も音おと沙さ汰たナシなんだぜ!?　なに考えてんだよ！　つーか本当に生きてんのかよ！」


「あ、あのジュジュ、落ち着いて、ね」


　酒も飲んでいないのに隣りん席せきのコニーにカラんでいるジュジュ。細かい宝石がちりばめられた白いドレスも、怒りの表情で台無しである。


　一方、隣席のコニーはオウガンの着物に袖そでを通しており、柔にゆう和わな笑みと合わさって落ち着いた印象を醸かもし出している。


　テーブルにはジュジュたちだけでなく、各国からはるばるやってきた来らい賓ひんがこちらを見ながらクスクスと笑っている。


「でも、私のところにも手紙すら来てないんだよ。ササヤさんがちょくちょくオウガンに帰って情報を聞いてるんだけど、まったくないの。本当にどこでなにしてるんだろうね」


「コニーのとこにも連れん絡らくがないのか……マジで死んでるんじゃねーだろうな」


　口には出してみるが、アイツに限ってそんなことは考えられない。


　あの体力バカなら、絶対にどこかで生きている。


　そう信じて、今日もここに来たのだ。


　ここはベト神しん聖せい国こくの王宮──から離はなれた場所にある、小さな教会のパーティホール。


　ヒノキのにおいが充じゆう満まんし、天てん井じようにはめられたガラスが丸く湾わん曲きよくしている。木製の壁かべも床ゆかも白く、さらに絵や絨じゆう毯たんで装そう飾しよくされており、ここが木の中だということを忘れてしまう。


「式まで、あとどれくらい？」


　時計がないので、ジュジュは周囲を見る。


「あっジュジュ。久しぶりだね」


　そこでグラスを持ったベンヤミンと目が合った。


　ゆっくりとこちらに歩いてくるのだが、彼が一歩進むたびにジュジュの目線が高くなる。この式場のどこにいてもわかるほど背が高くなっていた。


「またデカくなったなー、ベン。筋肉もついたし」


「鍛きたえてるからね」


　そんな彼は昔と変わらず、気弱な笑え顔がおを見せる。


　たしか今年に入って、正式に大将軍に任命されたという。引退した王に代わって、政治は兄が、軍事は弟のベンヤミンが担になうようになったそうだ。二年前からすれば考えられない人事である。


「でも、ジュジュも綺き麗れいになったよ」


「なんだベン。お世辞の勉強もしてるのか？」


「そうじゃなくて……服装や化け粧しようもそうなんだけど、立たち居い振ふる舞まいに気合が入ってるよね。でも、もう少し肩の力を抜ぬいたほうがいいよ？」


「別に気合なんか入れてねーし」


「やっぱり、彼が来るから？」


「違ちがうって言ってんだろ！　どーせアイツはどこかでのたれ死んでんだよ」


「それはないよ」


　ベンヤミンは苦笑する。


「だって、先々月にホラキアに来たし」


「うそっ!?」


　ジュジュだけでなく、隣となりのコニーも席を立った。


「ど、どうしたんだアイツ？　なんでホラキアに？」


「なんかどこかで頼まれごとをされたらしくて、エドワルド将軍って人の奥さんに手紙を渡わたしてたんだよ」


「エドワルド将軍？」


　その名を聞き返したのは、ジュジュの背後にいたアーニィ。二年間で髪かみを伸のばしたせいで、大人びた風ふう貌ぼうになっている。


「それってウチのお母さんの元同どう僚りようだよ。ホラキアで二番目くらいに強いんだって」


「そしたらその手紙が、浮うわ気きの告発状だったみたいで、それからいろいろあってエドワルド将軍と一いつ騎き打うちになって」


「マジでなにやってんだ、あいつ……」


　結局、トラブルに巻き込まれただけではないか。


「ん、あの子ならツッキーニにも来たよ？」


　話に割り込んだのは、テーブルをはさんで反対側に座っていたオーリャ。さすがに今日は彼女も正装している。胸の大きく開いたドレスを着て、髪の毛も上部でまとめていた。背の高さもあって、とても美しく見える。


「ゼラがさー、実験ミスって大火傷やけどしたんだけど、あの子ったらひとりで山に入って薬草を採ってきてくれたんだよ。あれがなかったら死んでたね」


「オイその話すんな！　黙だまっとけ！」


　オーリャの肩を小こ突づくゼラ。こうして見ると、よい師し弟てい関係に見える。たしか二年前の戦争でツッキーニの王が内ない需じゆを高める方針に変わったと聞く。そのときオーリャを含ふくむレジスタンスのメンバーを呼び戻もどしたのがゼラだそうな。彼は彼で、レジスタンスが共感するような国づくりを目指そうとしたのだろう。


「そういやエルガンディアで去年、デカい事件あったろ。宗そう主しゆが三人とも辞やめちまって、新しい議会ができたヤツ」


　テーブルに飛び乗るビスマルク。彼だけは二年経たっても変わらない。


「あれもアイツが一枚嚙んでるって話だぜ」


「……先月、オラとこにも兄から手紙が来ただ。藍らん山ざんでも部族間の戦争を止めたっちゅう話だべ」


　その横からにゅっと現れるフェリサ。ぼーっとした態度は相変わらずだが、背は高くなり体つきもさらに丸みを帯び、下手をするとジュジュよりも美しくなっている。おかげでジュジュは常に彼女を見習おうと牛乳を飲む毎日だ。


「アイツはどこにでも現れるくせにジルサニアだけ来ないのかよ！」


　二年間、世界を放ほう浪ろうしていることはわかったが、それだけ時間があるならジルサニアに寄ることも可能だったろうに。


「……すまん、その、たぶんウチが悪い」


　おずおずと手を挙げるのは、オウガンから招かれたシェンラン。


　もはや彼女は男として生きる必要がなくなったのか、コニーと同じように女性用の着物を着ている。顔形に似ている箇所はあれど、コニーと比べてピリッとした芯しんのある顔つきになった。


「放浪しているんじゃなくて、逃にげているんだ」


「逃げる？　なにから？」


「兄──ゴウトが、皇こう帝ていの座を譲り渡すって。それで『まだ自分は未熟だから、武者修しゆ行ぎようの旅に出たい』と言って、出て行ってしまったんだ」


「そいつぁ急ぎすぎだな。逃げたくもなるぜ」


　ビスマルクの言葉に、ジュジュもあまり異論はない。


　未熟だから、という言葉は本当だろう。


　しかし、おそらく皇帝を継つぐ意思もあるのだろう。


　だが彼はまだ十九歳だ。


　まだまだ自分の目で見て、知りたいことも多いはず。


　修行という言葉は正しい。しかし自由になりたいという気持ちもあるだろう。


「ジルサニアに来たら、居場所がオウガンにバレると思っているんでしょうね」


　余よ裕ゆうの笑えみのトーラット。彼は今年の冬に子供が生まれるので、いまからソワソワしている様子。絶対に子こ煩ぼん悩のうになるとジュジュは確信している。


「ま、そのへんのバカは相変わらずだな」


　納なつ得とくしたように答えるジュジュ。


　しかしジルサニアに来ない理由は、もうひとつある。





　立派になって迎むかえに来る、という約束を守っているのだ。





　自分がまだ未熟だと思っているから、ジルサニアには来ない。


　しかし、今日は別だ。


　なぜならここはベト神聖国。


　加えて、今日は特別な日。


　アイツが友の結けつ婚こん式しきに来ないはずがないのだ。


「……ジュジュ、どうしたの？」


　ニコニコ笑っているジュジュに、アーニィが尋たずねる。


「んー、ちょっとな」


　ずっと考えていたのだ。


　アイツが現れたら、どこをブン殴なぐってやろうかと。


　そして、どのくらい強く抱だきしめてやろうかと。








「えーと、これがアーニィへのおみやげ、古代の魔法が付加されたメリケンサックな。で、こいつがディアートへ、ああ、アイツいま変化魔法使わないんだっけ？　でもいいや、純度の高い宝石ならプレゼントに使うだろ、で、これがトーラットへ……」


「もういい！　もういいから、しまえよ！」


「あ、じゃあ通してくれる？」


「だからダメだっつってんだろ！」


　目の前の不ふ審しん人物に対して、彼は断固とした構えを解かない。


　ジュジュから命令されているのだ。怪あやしい人物は誰だれひとりとして通すなと。言われなくても彼は知っている。


　町から離れた小高い丘おかの上にあるこの教会の中には、大陸から集められた大物が勢ぞろいしている。結婚するふたりの希望で、国を挙げての盛せい大だいな式の前に、親しい者たちだけでささやかな宴えん会かいを開きたいというのだ。


　そのミーヤー王おう妃ひやヴィジャ王にも頼たのまれたのだ。


　お前だけが頼たよりだ、と。


　剣けんの腕うでには自信があった。年明けに赤あか目め隊たいに配属されてから、一度も使ったことがないけど、それでもアーニィ先せん輩ぱいやディアート先輩に教わった格かく闘とう術は、日々の鍛たん錬れんでかなり強くなった自信がある。


　まだ十六歳という若さだが、やる気は誰にも負けない。そう信じている。


　剣しか取り柄えのなかった自分を拾ってくれたジュジュのために、この不審者だけは追い返してみせるのだ。


「だからさ。俺は関係者だって言ってるだろ？　昔ジルサニア騎き士し団にいたんだって」


　無ぶ精しようヒゲを生やし、汚きたならしいローブを着たこの男が騎士とは笑わせる。


　どう見ても路銀をなくした旅人ではないか。


「しょうがねぇなぁ」


「おっ、入れてくれるのか？」


「いま銀貨十枚しか持ってないから、七枚やるよ。これで帰れって」


「物もの乞ごいじゃねーってば！」


「物乞いじゃなかったら、不審者だろ！　だいたい、そんな物ぶつ騒そうなもの持ってるヤツを入れられるか！」


　彼が見ているのは、男が背負っている巨きよ大だいな剣。黒く輝かがやく刀身は、なんらかの魔法がかけられてあるようだ。


「あ、これは隊長へのおみやげ。エルガンディアで見つけたんだよ、隊長の姿を変えた魔剣！　使い方はわからないけど、こいつをうまくすれば元に戻れるかもしれないぜ！」


　上じよう機き嫌げんの男だが、ますますもって胡う散さん臭くさい。


　しかし先輩の名前や隊長がウサギだということも知っているようだが……いや、彼らはジルサニアでも有名人だから知られていてもおかしくない。


「っと」


　ばつが悪いのか、魔剣を隠かくそうとした男の懐ふところから、なにかが落ちる。


　小さな箱だ。


「な、なんだ！　爆ばく発はつ物ぶつか!?」


「違ちがうよ。お前、騎士のくせに臆おく病びようだな」


「な、なっ、違う。臆病なんじゃなくて、ジュジュの身になにかあったら危険だろ！」


「悪い悪い。これは安全だよ」


　と、その男は箱を開く。


　中に入っていたのは、宝石の指輪。透とう明めいな輝きを持つそれはダイヤモンド。


　素人しろうとが見てもわかるくらい、大きくて美しい。


「これはジュジュに渡そうと思って」


「…………」


　もしやこの男、本当に……？


　思い浮うかべるのは、伝説とも呼ばれたひとりの騎士。


　しかしジュジュやアーニィ先輩の話とは違う。


　その騎士は誰よりも強くて、誰よりもカッコよかったと聞く。ひとりで千人くらいの敵を倒たおしたとも、敵国の首領をひとりで倒したとも。


　目の前の男に、そんなオーラはない。


　どっから見ても汚いアンちゃんだ。


　しかし、魔剣などはハッタリも通じるが、あの宝石は本物だ。


「うーん」


　頭を抱かかえる。


「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」


「……あとひとつ」


「ん？」


「なんか、あとひとつ証しよう拠こを出してくれよ。おみやげだけじゃ信じられねーよ。騎士団の制服もなけりゃ、所属を表す剣もないしさー」


「うーん、そうだなー」


　信じられなくて悩なやむ彼と、信じさせられなくて悩む男。


　その沈ちん黙もくを破ったのは、遠くで聞こえる物音と悲鳴。


　教会の裏手で騒さわぎが起きているようだ。


　すぐに彼は顔をあげ、そして飛び出そうとするのだが、


「俺も行く。それなら心配ないだろ」


　持ち場を離はなれたら不審者を入れることになってしまう。それを男のほうも察知してくれたのだろう。止めるより早く、男は悲鳴に向かって走っていった。


「ま、待てよっ！」


　彼も悲鳴の主を探して走り出したのだが、原因を突つき止めるのにそれほど努力は必要なかった。


　教会の裏には勝手口があり、そこから入ると厨ちゆう房ぼうがある。


「た、たすけてぇっ！」


　どういう経緯いきさつでそうなったのか不明だが、その勝手口の外で巨大な鳥が暴れていた。教会の高さの半分ほどの体長を持つ、化け物鳥である。


　全身に楔くさびを打たれ、そこから伸のびたロープをコック数人が押さえつけている。


「おー、金きん翼よく鳥ちようか」


　その様子をのんびりと眺ながめる不審者。


「し、知ってるのか？」


「ああ。前にジュジュに獲とりに行かされたことがある」


　そんなバカな、と笑おうとして、彼も以前ジュジュに巨大魚の捕ほ獲かくを命じられたことがあった。あの魚は来らい賓ひんに食べさせるための食材で、とても喜ばれたという。


　この巨大鳥も、そういう食材なのか。


「なんで生きたまま連れてくるんだよ……」


「すっ、すいません！　新しん鮮せんな金翼鳥を調理したいと料理長が！」


　ロープを引きながら、コックが泣きそうな声で答える。


　数人がかりとはいえ、戦闘職ではないコックたち。楔を身体からだに刺さしたまま、金翼鳥はコックたちを引きずって逃にげだそうとする。


「可哀かわい想そうだけど、このまま放置してたら結婚式がブチ壊こわしになるな」


　すると男は巨大な鳥に向かって一歩踏ふみ出す。


「お、おいアンタ！」


「殺すことになるけど、いいよな？」


「え、いや、そりゃ調理するから構わないけど……」


　まさかひとりであの鳥を殺すというのか。


　前に捕つかまえた巨大魚は、あの鳥と同じくらい大きかった。それでも赤目隊総出でやっと捕獲できたのに。


「そ、そうか」


　彼は気づく。あの男の背中にある魔剣。


「その魔剣があれば──」


「ん？　これは使わないぜ。隊長へのおみやげなんだから」


　と、魔ま剣けんをその場に置く男。ついでにおみやげの入った袋ふくろも置き、最後にローブを脱ぬぎ捨すてる。


　汚いローブの下には、精せい悍かんな青年の顔があった。


　そして、彼は首に下げたアミュレットを取り外す。


「それは！」


　同じものを持っていた。


　あれはジュジュに認められた証拠のアミュレット。ベトの治ち癒ゆ魔法とジルサニアの付加魔法がかけられた、特とく殊しゆな細工のもの。


　それをあの男が持っているということは──


「これ、もらうぜ」


　そう言って、彼は散らばった野菜カゴの中に手を入れる。


　聞いたことがある。


　かつて大陸を巻き込んだ戦争。そこでジュジュと肩かたを並べて戦ったオウガンの皇子。ジュジュと添そい遂とげるために旅に出たという、伝説の──


　あの〝咬兎サベツジラビツト〟と呼ばれた騎士を。
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「さぁ、行くぜ」


　コックに引かれて傷ついた金翼鳥は怒いかり狂くるい、その場で翼や足を振ふり回す。


　嵐あらしのような騒ぎに向かって、男は一歩踏み出した。


「お前ごとき──ニンジン一本で充じゆう分ぶんだっ！」




〈おわり〉















　あとがき







「それでは『本日の騎き士しミロク』完結を祝しゆくしまして、カンパーイ！」


「カンパーイ!!」


　ミロクの音おん頭どに合わせて、数十人分のグラスが掲かかげられる。長ったらしい挨あい拶さつは抜ぬきにして、今日は食事と会話を楽しんでもらうつもりだ。


　壇だん上じようから見み渡わたすパーティ会場は、幾いくつものテーブルが並べられており、どこからも楽しそうな談だん笑しようが聞こえてくる。そんな光景に微笑ほほえみつつ、ミロクも自分のテーブルを探そうとするのだが、


「おいミロク！　こっちこいや！」


　いきなり乱暴な声と手に引っ張られた。強引に着席させられる。


「テメェどういう事だオラァ！　なんでオレは最後まで勝てねーんだよ！」


　もうゼラの顔が赤くなっている。彼の前には空になったグラスとビール瓶びんが森林のように並んでいた。


「そもそもコイツにも勝てねーのは、なんでだゴルァ！　二巻の時にはヘタレキャラって銘めい打うってただろうが！」


「あれ、僕あのとき勝ってたの？　いつの間に？」


　指をさされたベンヤミンがきょとんとしている。


「あー、そうか、ベンヤミンは気絶してたもんなー。あれヘタしたら話を盛り上げるために殺されてたかもしれないんだぜ？」


「えっ、そうなの!?　よ、よかった、殺されなくて」


　胸むねを撫なで下おろすベンヤミン。


「だいたいテメー、主人公だったからって最強気取ってんじゃねーぞ！　オラ、飲め！」


　まだ入っているミロクのグラスに酒を注ぐゼラ。慌あわてて両手でグラスを抑おさえる。


「っととと……別に最強じゃないって俺。なぁヴィジャ」


「ああ。この世界にはミロクや俺より強い人間が山ほどいる」


　ヴィジャは涼すずしい顔でポテトをつまんでいた。隣となりにミーヤーがいないせいか、少し寂さびしそうに見える。


「うるせぇ、次はオレを最強にしろ！　わかったな！」


「はいはい。とりあえずオーリャに勝ってから言えよ」


「んだとゴルァ！」


　立ち上がろうとするゼラを、ベンヤミンとヴィジャのふたりがかりで押さえつける。そのスキにミロクはそそくさと席を離はなれた。ゼラもそれ以上は追つい求きゆうせず、またベンヤミンとヴィジャのグラスに酒を注ぎ始めた。


「ふー」


　次はどこのテーブルに行こうかと、周囲を見回す。


　打ち上げなので全員に挨拶したいところだが、時間がどこまで許してくれるか。残り時間を調べると、あと十ページくらいだった。








「少し飲みすぎたな……」


　腹を押さえながら会場を歩くミロク。トイレを探していると、会場の隅すみにあるテーブルで酒を酌くみ交わしている一団を発見した。


「んだよ第八国エイスランドのヤツら、先に帰りやがって！　私がそんなに気に入らねーかぁー！」


　モズがイスに足を乗せてビスマルクに詰つめ寄よっていた。


「い、いや、モズ、お前もう少し酒量をだな」


「あぁん!?　別にこんくらいフツーじゃないの！　そもそもビスマルクあんた全然飲んでないじゃないのホラもっと飲みなさいよ私の酒が飲めないって言うの？」


「ま、待てオイ！　俺はウサギだから人間用の酒は──あっ、ミロク！」


　目が合ってしまった。逃にげようとしたが、もう遅おそい。


「ミロク！　ちょっとこっち来なさい！」


「は、はい……」


　机を叩たたくモズに逆らえず、ミロクはモズの隣のイスに座った。


「で、どうだった？　私をブッ殺した気分は」


　酒を注ぎながらストレートに訊きいてくる。


「はぁ、その、えーと」


「こんなオバサンがラスボスじゃ不満だって言うの!?」


「そ、そんな事はないです、ハイ。もっと前に完結してたら、顔すら出なかっただろうと思いますし、他の皆みなさんよりは恵めぐまれているんじゃないかと」


「うむ、ミロクの言う通りだ」


　ミロクの声を遮さえぎるようにして登場したのはゴウト。そして彼の隣にいるのはジンレイ。ふたりの兄がモズを取り囲むように立っている。


「私なんて回想シーンでしか出てないんだからね。贅ぜい沢たくを言っちゃいけない」


「ジンレイはまだ良い方だ。私など下手をするとサルのような小こ男おとこに書かれていた可能性があったのだ。イケメンにしてくれて本当に助かった」


　そう言ってモズに酒を勧すすめる兄たち。


「うるさーい！　出番がありゃいいってもんじゃないのよ！　毎回毎回、仮面被かぶって『フフフ……』とか笑ってるシーンばっかりだった私の気持ちなんて分かるかー！」


　モズが机を叩くと、乗っていた皿が飛とび跳はねる。ビスマルクの耳を摑つかんで振ふり回し、もはや誰だれも彼女を止められる雰ふん囲い気きではなかった。








「あ、あの、もしよろしければ連絡先メアドを……」


「え、アタシの？　どうすんのそんなの」


　ちょうど通りがかったテーブルで、小さな問答が起きていた。バウゼンが顔を真っ赤にしながらオーリャにペンを差し出している。


「冗じよう談だんやめてよ。こんな大女の連絡先なんて」


「そんな事ないですっ！」


　バウゼンの真意を汲くみ取ったオーリャは照れながら笑っている。なんだかふたりの空間ができてしまい、ミロクも入りにくい。


「……ケッ。どうせ私はずっと独身ですよ」


　同じテーブルで手て酌じやくしているラムを見ると、さらに入りづらくなる。ミロクはこっそりとそのテーブルを迂う回かいし、落ち着いて話ができる人を探す。


　すると、温かい笑顔に包まれた賑にぎやかなテーブルを見つけた。


「あっ、ミロクくん！」


　笑顔の素敵な婦人と、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの旦だん那なさん。


「マギーさん、ウィリアムさん。来て下さってありがとうごさます！」


「いいのよぉ。それより完結おめでとぉ！　ささ、一いつ杯ぱいどうぞ」


　マギーは笑顔で酒を注いでくれる。その横でウィリアムは黙もく々もくと食事をしていた。彼女らはアーニィの両親で、食堂を経営している。落ち着いたらまた食べに行こうと考えているが、夫妻の強さが恐おそろしくて足が向かない。さっきヴィジャが言っていた強い人たちとは、まさに彼女たちだ。


「あ、カーラさんも」


「やぁ」


　長い髪かみに高い身長、そして理知的な顔は相変わらずだが、すっかりお腹なかが大きくなっている。聞けばもう臨りん月げつだと言うではないか。


「トーラットは一いつ緒しよじゃないんですか？」


「旦那はゴーレム整備士のおじさんたちに揉もまれてるわ。それより私いまお酒ダメだから、ミロクくん代わりに飲んでくれる？」


「は、はい」


　ミロクはグラスの酒を飲み干すと、再びカーラに注がれた酒を飲む。ジルサニアの地下闘とう技ぎ場で悪役レスラーをやっている彼女に逆らえる人物など、トーラットくらいではなかろうか。


「すいません、その、ドラマガ本誌のみの登場で、文庫では出番がなくて」


「いいのよ。メインは旦那やアンタたちなんだから。私たちは陰かげでサポートできればいいの。完結おめでとう」


　仕事以外では優しい人物なのだ。カーラも、マギー夫妻も。








　それから何十人もの人間に絡からまれてヘトヘトになったミロク、今度こそトイレに行こうとパーティ会場を出て廊ろう下かを歩いていると、前方から見知った顔が走ってきた。


「わ～ん、ミロク～」


　フラフラな足取りのジュジュだった。姫ひめのパーティドレスではなく、動きやすいワンピースにしたのは正解だろう。もう着き飾かざる必要などないのだから。


　ミロクの胸に飛び込んでくると、両手を背中に回してしがみついてくる。


　ぎゅっと抱だきしめられたミロクは、ジュジュの頭をそっと撫でた。


「えへへ」


　疲つかれが取れたように微笑むジュジュ。


「そっちも絡まれたのか」


「もー、聞いてくれよー。女子会だかなんだか知らないけど、ミーヤーとかコニーとかササヤさんが一いつ斉せいに酒飲ませて『ミロクとどこまで行った？』とか尋じん問もんしてくるんだよー」


「どこまでって……どこにも行ってないけどな」


「最後の戦いの後、二年間行方ゆくえ不明だったしなお前」


　ジュジュはミロクから離れると、廊下の壁かべにもたれる。


　ミロクも休みたかったので、ジュジュの隣に座った。


「少し休きゆう憩けいしようぜ。みんなバカ騒さわぎしてるから」


「時間、大だい丈じよう夫ぶなのか？　ページ足りるか？」


　腕うで時計を見るジュジュに、


「あー、平気平気。作者は言いたいこと全部カバーんとこの著者紹しよう介かいで言い切ったから、このコーナー全部くれるって」


「それもう完全にあとがきじゃねーな……」


　時間と聞いて、ミロクはしみじみ思う。


「四年かぁ……長かったなー」


　騎き士しとしての生活が始まった頃ころを思い出す。


「作中では半年しか経ってないけどな」


「その割に、かなり老ふけた気がするぞ。何年も戦ってた感じだ」


「冷静に考えてみれば、半年で千人くらい斬きり殺してんだよなお前。どこのバーサーカーだよ。ていうか怖こわいよ。キモいよ。近寄んな」


「ちょっ！　お前、打ち上げでそういうこと言うなよ！」


「ワハハ、冗談だよ」


　あっけらかんと笑うジュジュ。


「……知ってるかジュジュ。お前、初しよ稿こうじゃこんな性格じゃなかったんだぞ。もっとおしとやかで、守られるだけの優しい女の子だったんだ」


「マジで!?」


「それがどこをどう間ま違ちがってこんな……」


　ミロクが大きくため息をつくと、


「うるせぇな！　そんな姫だったら、毎回さらわれるだけで終わるだろ！」


「今だって、さらわれてたじゃねーか！　なんだかんだで二回誘ゆう拐かいされて、二回誘拐未み遂すいだったんだそ！　半年で！」


「ピーチ姫かよ私は……」


　自分の境きよう遇ぐうに絶望しつつ、その場にへたりこむジュジュ。


「……ま、ミロクが助けてくれたから、いいか」


「……おう」


　ジュジュとミロク、ふたりで微笑ほほえみ合う。


　しばらくそうやっていると、パーティ会場の扉とびらが開いた。


「お～、ミロクにジュジュ～、助けてくれ～」


　顔中キスマークだらけのディアートだった。


「どうしたんだディアート、それ!?」


「お前の姉ちゃんと母ちゃんだよ！　あのふたり、酔よわせると危険すぎる！　俺でも引くくらいの酒乱だぞ！」


　女の扱あつかいには慣れているはずのディアートすら逃げ出すス・ミィアとモ・レイホゥ。その底力はミロクですら窺うかがい知しれない。


「あ、いたいたミロクたち！」


　今度はアーニィが走ってきた。


「もー、ヤダって言ってんのにグラーズニーのヤツ！　なにが『僕を殴なぐれるのは世界にキミひとりだけだ！』だよ！　張はり倒たおして逃げてきたよ！」


「アーニィに惚ほれるって、その時点でマゾだよな……」


「なんか言ったミロク!?」


「い、いや」


　ミロクがそっぽを向くと、千鳥足のトーラットとビスマルクが出てくる。


「す、すみません……魔導士のみなさんに飲まされて……隊長もモズさんにずっと」


「お、おおぅ……女ってのは怖ぇなぁ～……」


　その場で回っているふたりに、ミロクは心から同情する。赤目隊はみんなそれぞれの分野で友人が多いから、必然的にこういう場では大量に飲まされるのだ。


「……あとは、フェリサか」


　ジュジュが呟つぶやくと、


「オラならここだべ」


「うわあっ！」


　天てん井じようがパカッと開き、フェリサの顔が逆さまになって降ってきた。


「いつからいたんだよ、そこ!?」


「おめたちが来てか、ずっとだ。抱き合あったり、接せつ吻ぷんさしようとしてた場面もじっくりと録画しておいたべ」


　ビデオカメラを手にしながらニヤリと笑うフェリサ。


「キスなんてしてねぇよ！　なんで録画してんだよ！」


「オラには縁えんのない話だから、羨うらやましがったんだべ」


「あ……一応、そういう願望はあったのか」


　容姿も能力も優れていて読者人気も高く、かなりモテるはずなのだが。本人がこういう性格だから仕方ないだろう。


「さて、と」


　ミロクは集まったメンバーを見る。


　ジュジュ、アーニィ、トーラット、フェリサ、ビスマルク、ディアート。


　これだけ集まっていれば、もう次の提案は決まっている。


「こっそり抜ぬけ出して、俺たちだけで二次会行こうか？」


「賛成！　やっぱり最後は赤あか目め隊たいだよね！」


　アーニィの言葉に全員が頷うなずくと、会場の外に向かって歩き出す。


「行こうぜ、ジュジュ」


「おうっ」


　差し出した手を、ジュジュが握にぎる。


　そして歩き出す前に、ここではない遠い場所に向かって微笑んだ。


「今まで付き合ってくれて、ありがとう！　またどこかで会おうな！」


　騎士ミロクの「本日」はまだ終わらない。


　楽しい仲間たちがいるかぎり、ずっと。







二〇一一年一二月　田口仙年堂　
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